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第①話　もっと！　陰からマモル！










　むかしむかしの戦国時代、あるところにこんにゃくが大好きってお殿様がいた。

　ある日、そのお殿様は突然思い立った。

　このおいしいこんにゃくを、なんとしてでも次の世に残したい！

　そこで、一人の忍者を呼びだしこう言った。

『こんにゃく作りの名人の家系を陰からこっそりと守るのじゃ！』

　戦国時代において、主君の命令は絶対だった。

　忍者は、名人の隣に暮らし、陰からこっそりと守り始めた。

　それから数百年の時が流れた現代。

　やっぱり今でも（こっそりと）守り続けているのであった。





序章




　ここは日に本ほんのどっか。

　うっそうと木々が生い茂る森の中、そのカカシはポツンと立てられていた。

　何とも風変わりなカカシだった。着ているのはセーラー服だし、頭には長い髪の毛のカツラかぶってるし、マジックで書かれてるのは能天気な笑顔だし。

　ここまで緊張感のないカカシというのも珍しいだろう。よっぽど臆おく病びようなスズメだってちっとも怖がらないはずだ。事実、肩には小鳥が止まってチュンチュンと歯切れよい鳴き声を響かせている。

　だけど、突然小鳥が鳴くのを止やめた。慌てたように飛び立ち逃げていく。

　小鳥は感じ取ったのだった。辺りから一いつ斉せいに注がれる、恐ろしいまでの殺さつ気きを。

　静寂が辺りを包むこと数秒後、森の茂みから真っ黒な影が飛び出した。

　毛むくじゃらの巨体に、鋭い爪つめと牙きば。四頭の熊くまだ。だけど、カカシの周りをグルグルと走り回るその身のこなしはただの熊じゃない。彼らは、日本古来の特殊な戦闘術、忍術を叩たたき込まれた特別な熊。

　そう、忍にん熊くまだったのだ。事実、特大の忍しのび装しよう束ぞくだってちゃんと着用している。

　一頭の忍熊が円つぶらな瞳ひとみで合図した。他ほかの熊達たちも円らな瞳で答える。

　そして、四頭の熊は一気に地面を蹴け飛とばした。鋭い爪を振り上げ、セーラー服のカカシに襲い掛かる。

『忍にん法ぽう、熊くま爪づめ斬ざん裂れつ』だった。回転しながら鋭い爪を振るい、敵を細こま切ぎれにしてしまうという恐ろしい忍術だ。

　このカカシも、数秒後には原形も止とどめないままのハギレと化すのは明らかだった。

　そんな中、まるで魔法でも見ているかのようにカカシの前に姿を現した人影があった。

　深い紺色の忍装束を着用したくノ一だ。プロポーションはかなりいいだろう。覆ふく面めんから覗のぞく瞳は、冷たくそして鋭かった。

　容赦なく迫る忍熊の爪に動じることなく、くノ一は静かに忍にん者じや刀とうを引き抜いた。

　すべては一瞬の出来事だった。忍熊達は爪を弾はじかれ、きりもみ回転しながら茂みの中へと吹っ飛ばされていく。常識を超えた忍しのびの技だ。

「どうやら機は熟したようね」

　涼やかに、だけど内に秘めた強い闘志を感じさせる声で、くノ一は囁ささやいた。

「どちらが本家に相応ふさわしいのか、証明してあげるわ」

　くノ一の姿がかき消える。森は再び静寂に包まれた。

　残されたカカシは、相変わらず能天気な笑顔で突っ立っていた。

『紺こん若にやくゆうな』

　そう書かれた名札を、胸に貼はり付けて。
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　雲一つない青空の下、生徒達たちが盛り上がっている。

　場所は東とう京きよう都との西、小こ鐘かね井い市しにある浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こうの玄関前だった。

　そこに立てられた野外掲示板に、生徒達がむらがっているのだ。

　ここ、浅間山学園高校は、少々個性的な私立の高校。一風変わった点として、毎年クラス替えがあるのだ。

　長い春休み中、学園長であらせられる浅間山源げん三ざぶ郎ろう様が白しろ装しよう束ぞくに着替え、目隠しをして長い槍やりを持つ。箱につめられた生徒の名前が書かれた木札を槍で一つ一つ突き刺し、クラスを決める。

　そんな神聖な儀式によって振り分けられるクラス替えだから、もちろん生徒に拒否権なんかない。

「ヤダ～、今度は知らない人ばっかりだわ。仲良くできるかな？」

「ラッキー、今度のクラスは美人ぞろいじゃないか。テンション上がるぜ」

「Ｊ組かあ。教室からトイレまで一番遠いんだよなあ」

　そんな感じに盛り上がる生徒の中、一人の少女の声が響く。

「すみません、ちょっと通してください」

　一生懸命声を張り上げながら、人ごみを搔かき分けている。

　整った顔立ちの少女だった。美少女と呼んだって文句は出ないだろう。長い髪の毛の一部を奇麗に編んで耳の前で垂らしてるのがポイントだ。

　彼女の名前は、ゆうな。苗みよう字じは少々変わっていて、紺若って言う。

　小鐘井市の舞まい原はら町に暮らすただ今十七歳の女の子。特技はミトン作りで、大好物はバナナとかまぼこっていう女の子だ。

「うんしょ、よいしょ」

　顔を真っ赤にしながら、人ごみを進む。よほどクラス替えの結果が気になるようだ。

　何とか一番前までやって来たゆうなは、掲示板に貼られた三年のクラス名簿を真剣な顔つきで見つめた。

　ゆうなが笑顔になるのにさほど時間はかからなかった。

　満面の笑みという言葉がこれほど当てはまる人物も珍しいだろう。ニッコニッコしながら、ゆうなは振り向くと、大きく手を振った。

「ま～～～も～～～く～～～ん！！！　やったよ！　また同じクラスだよ！　今度は一緒にＪ組だよ！！！」

　人ごみから離れた所で、木に寄りかかっていた男子生徒が面倒くさそうに片手を上げて見せた。

　寝ね癖ぐせがついたままの何ともだらしのない少年だ。牛乳瓶の底でも太刀打ちできないようなグルグル渦うず巻きの眼鏡めがねをガチョンと装着している。顔の半分が隠れるんじゃないかってくらいの大きな眼鏡だった。

　彼の名前は陰かげ守もりマモル。ゆうなと同じく今日から新三年生となる十七歳。ちなみに、家はゆうなのお隣という、子供の頃ころからの幼おさな馴な染じみだ。

　再びうんしょこらしょと人ごみを搔かき分けて戻ってきたゆうなが、マモルの目の前に立つ。遠えん慮りよのない笑みのまま再度告げた。

「まも君、聞こえた？　また一緒のクラスなんだよ！」

「ああ、聞こえたよ。今度はＪ組なんだろ？」

　欠伸あくび交じりにそう呟つぶやく。

「そーなんだよ。保育園の頃からずっと一緒だからもうこれで……」

　ひ～～ふ～～み～～よ～～と指折り数え始める。

（何か、前にもこんな光景を見たことあるぞ。デジャブじゃないよな）

　そんなことを考えてから、マモルは正解を口にした。












「十四年」

「そーだよ！　十四年だよ！　これってすごいことだよね！　確率で計算したらきっと天文学的な数字になるよね！　奇跡って言ってもいいよね！？」

　目をキラキラと輝かせてそう言う。

（な～～～にが、奇跡だよ）

　マモルは、心の中でへってした。

（奇跡だったら僕の肩はこんなにも痛まなかったはずだぞ）

　そっと右肩に手を触れる。ズキっという痛みが走る。

　つい先日行われたクラス分けの儀の時、箱の中に潜みゆうなと自分が同じクラスになるよう裏工作をしていた。その時に、浅せん間げん山やま源げん三ざぶ郎ろう様の槍やりがちょこっと刺さってしまったのだ。

　これまでの十四年、同じクラスになるよう地道な裏工作を続けている。

　戦国時代に出されたお殿様の命令に従い、お隣を陰から（こっそりと）守り続けている忍しのびの一族、陰かげ守もり家。その跡あと取とり息むす子ことしては、常にゆうなの近くにいて彼女を（こっそりと）守らなければならないのだ。

「でも、今日からわたし達たちも三年生だよね。最上級生だよ」

　ゆうなが、神しん妙みような顔つきで言う。

「わたしも、これまで以上にしっかりしないとね」

（これまでしっかりしてたつもりなのか！？）

　心の中で、マモルは大絶叫せずにはいられなかった。

　ハッキリ言わせてもらって、ゆうなはしっかり者なんかじゃない。むしろその逆だ。止まってる電でん信しん柱ばしらにぶつかったり、右足に左足をひっかけて転んだりするのは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。しかも前世で何をしてきたんだと疑うたがいたくなるくらいの不運体質なのだ。

　ちょっと目を離すと、マフィアとか犯罪組そ織しきの取引現場なんかを目撃してしまう。本人は何だか分からないうちに命を狙ねらわれるようになってしまう。

　それが、紺こん若にやくゆうなという少女なのだ。

（思えば、二年生もいろいろあったよな～）

　昨年度のつらく険しい思い出を、マモルはしみじみと思い浮かべた。

「高校生活最後の一年は、平へい穏おん無ぶ事じに過ごしたいもんだ」

　実感を込めてそう呟つぶやく。

「大丈夫だよ。わたしが一緒なんだから」

　ゆうなが胸をドンと叩たたいて見せた。これまた的外れな言葉だけれども、もはやつっこみを入れる気力もない。

　マモルが激しく脱力してる時だった。

「お早うございます。マモルさん、ゆうなさん」

　清せい楚そで、それでいて可か憐れんな声が響く。首を動かすと、声にピッタリの女子生徒が立っていた。長い髪の毛を後ろで縛りポニーテールにしている。おしとやかそうな雰囲気をまとった紛まぎれもない美少女だ。

「あ、ホタルちゃん！」

　ゆうなが、真夏のヒマワリを連想させるような笑顔を女子生徒に向ける。

　そして、辺りに響くぐらいの大声で言った。

「ねえねえ、クラス分け見た!?　また一緒になれたんだよ！　わたしとまも君とホタルちゃん！　三人そろってＪ組なんだよ！」

「本当ですか!?」

　ホタルが目を大きくして驚いた。

「雲くも隠がくれさん、Ｊ組だってさ」

「くそ～～、俺おれは何でＣ組なんだ」

「ああ、今度こそ一緒のクラスになれるよう神に祈ってたのに」

　あちこちで涙する男子生徒の姿があった。ホタルは美び貌ぼうもさることながらおしとやかな性格もあいまって、男子生徒の中ではかなりの人気なのだ。

　もっとも、彼女の正体を知ったら驚いて及び腰ごしになることだろうけど。

「良かったです。ゆうなさんやマモルさんが一緒なら心強いですから」

　ホタルは、目を細くし微笑ほほえんだ。

「今年一年、よろしくお願いします」

「うん、こちらこそよろしくだよ。仲良くしよーね。ホタルちゃん」

　ゆうなが元気よく言う。

「さ、教室へ行かなくちゃ」

　ズンチャカズンチャカとマーチソングが聞こえてきそうな足取りで歩き出すゆうな。と、不意に足を止める。

「あっ、花はな海みちゃん！　違うクラスになっちゃったけど、これまで通り仲良くしよ～」

　見知った女友達を見つけて駆け寄る。

　天然ながら純真な性格はみなからも慕われているのだろう。ゆうなの周りに生徒が集まり楽しそうに会話を始めた。

「これじゃ、いつ教室にたどりつけるか分かったもんじゃないな」

　そうぼやいてから、マモルはホタルへと眼鏡めがねを向ける。

「しかし、大した演技力だよな。よくもまああんなサラリと驚けるもんだよ。自分がＪ組だってことは知ってただろ？」

　マモルは軽く笑った。

「何てたって、裏工作の時、一緒に箱の中にいたんだからな」

　浅せん間げん山やま源げん三ざぶ郎ろう様によるクラス分けの儀式。ゆうなと同じクラスになるため箱の中にマモルが潜んでいる時だった。箱の底を突き破り姿を現したのは他ほかならぬホタルなのだ。

　さすがに二人ともなると箱は狭く、必然的に体だって密着してしまう。マモルが浅間山源三郎様の槍やりで肩を負傷するという不覚をとったのも、ホタルと密着しあたふたしてしまったのが原因なのだ。

　箱の底を突き破るなんて非常識な行動からして、ホタルはただの美少女じゃない。

　雲くも隠がくれホタル。彼女の正体はマモルと同じく忍者。日に本ほんを代表する忍しのびの名産地、甲こう賀がの里のくノ一なのだ。

　魔性の技とも呼ばれる甲賀忍術を使いこなし、忍にん薬やくの知識にも長たけている。

「すみません、あの時はマモルさんにご迷めい惑わくをかけてしまって」

　申し訳なさそうにホタルが頭を下げる。

　それから、はにかみながら呟つぶやいた。

「でも、どうしてもマモルさんと同じクラスになりたくって……それで」

「ちょっとホタル！」

　ホタルの言葉が遮られるのと同時に、空から小柄がらな少女が降ってきた。大きな瞳ひとみに、溢あふれる元気っ娘こオーラ。いつ見ても小動物を連想してしまうのはマモルだけではないだろう。

　もちろん、空から降ってこられるぐらいだから一般生徒じゃない。

　服部はつとり山やま芽め、日本を代表する忍の名産地、伊い賀がの里のくノ一だ。驚異の身体能力の持ち主で、伊賀の若手忍者の中でもぶっちぎりＮＯ．１の実力と噂うわさされている。

「こら、山芽、そんな遠えん慮りよなしに出てくるんじゃない。誰だれかに見られたらどーするんだ」

　マモルのお小言なんか聞かずに、小動物……もとい、服部山芽はホタルに食ってかかった。

「あんた、アタシの名前の書かれた木札を抜き取って一年の箱に放ほうり込んだでしょ？　一年のクラスに名前が書いてあってびっくりしたわよ」

「あら、それは言いがかりってものですわよ」

　これまでのおしとやかさとは違う、何かこう底意地の悪さのようなものを感じさせる口調でホタルが言う。

「山芽さん、あなたが留年しただけではありませんの？　それとも、体型で引っかかったのかしら？　どう見ても中学生の体型ですものね」

　発展途上もいいとこな山芽の体型をからかう。なまじホタルのプロポーションがいいものだから、嫌いや味み度がさらにアップしている。

「ムキーーー！！！」

　顔を真っ赤にして、山芽は怒った。

「さ、マモルさん。山芽さんなんか放っておいて教室に行きましょう。私達たちの教室に」

「あ!!　ホタル！　アタシの木札を抜き取っただけじゃなく、ちゃっかり自分がマモル兄ちゃんと一緒のクラスになるよう裏工作してたのね！！！」

　憤ふん懣まんやるかたないといった様子で、山やま芽めが大声を張り上げる。

「ズルいよ！　アタシだってマモル兄ちゃんと同じクラスになりたいってのに」

「残念ですけどそれは無理ですわ。だって、山芽さん、小学生の体型ですもの」

　サラリと中学生から小学生にランクダウンさせてるところがホタルらしい。

「ムキーーー！」

　山芽は怒った。猛烈に怒った。

　だもんで、隠し持っていた忍にん者じや刀とうを引っこ抜いた。

「望むところですわ」

　売られたケンカをホタルは即行で買い取った。どこぞの四次元辺りから鋭く尖とがった投げ苦く無ないを引っ張り出しかまえる。

　二人の姿が一瞬でかき消える。金属と金属がぶつかりあう音だけが、断続的にマモルの耳に聞こえてきた。

「まったく、ここが学校だってことを忘れてるのか？」

　ぶちぶちと呟つぶやきながら辺りを確認する。幸い目撃者はいないようだ。

　根本的に、伊い賀がと甲こう賀がってのはすこぶる仲が悪いのだ。数百年来の怨えん恨こんだとかで、お互いに張り合っている。もとい、張り合いまくっている。

　共倒れを恐れ、全面対決は禁じられているものの、小競り合いは日にち常じよう茶さ飯はん事じに行われているのだ。

「今年は、少しくらい仲良くなって欲しいもんだけど……。ま～～～、あの様子じゃムリだろ～～な」

　諦あきらめきった様子で首を振るマモルに、友達との語らいを終えたゆうなが戻ってきた。

「ごめんね、まも君。話し込んじゃって。あれ？　ホタルちゃんは？」

「山芽と一緒に、朝の運動に出かけたみたいだぞ」

　適当なマモルの答えに、ゆうなはそうなんだと頷うなづく。元来人を疑うたがうってことをしない性格なのだ。

「それじゃ、今度こそ教室に行こ」

　再び、ズンチャカズンチャカした足取りで歩き出す。そのすぐ隣を歩きながら、マモルは心の中でふと疑問を覚える。

（それにしても、山芽もホタルもどーして僕と同じクラスになりたいんだ？）

　考え込むことしばらく。マモルの脳のう細胞は満場一致で一つの結論を出した。

（数少ない同業者だからなあ。一緒の方が何かと心強いんだろ。意外と小心者なんだなあ）

　陰かげ守もりマモル、十七歳。

　高校三年生になっても、その鈍感さは相変わらずだった。





　　２






　三学年の教室は校舎の四階にある、二年の時よりも一階上に上がったのだ。廊下の窓からの景色も、違って見える。

　校舎の一番端はしにあるＪ組の教室に足を踏み入れると、すでにたくさんの新クラスメイトが集まっていた。真新しい顔ぶれだけど、すでに打ち解けて楽しそうに話をしている人物も少なくない。

「まも君、席ってどこかな？」

「適当に座ってりゃいいだろ。先生が来たら指示があるさ」

　もちろん、ゆうなの隣になるようここでもきっちりと裏工作済みだ。

「よいしょっと」

　席についたゆうなは、早速一時間目の準備をしようと鞄かばんを開く。

　うっかり手を滑らし、鞄の中身を床にばらまいた。

「あはは、またやっちゃった。お弁当が寄っちゃうね」

　てきぱきと拾い集める。びっくりするくらいの手際の良さだ。

『わたし、いつもいろんなものひっくり返しちゃうでしょ。だから手際よく拾い集めるよう家で練習してるんだ』

　以前にゆうなが得意気にそんなことを言っていたのを思い出す。

（そんな練習をするぐらいなら、ひっくり返さない練習をした方がいいんじゃないか？）

　そんなことをマモルが思ってた時だった。

「トラジディーよ！　今世紀最大のトラジディーだわ！！！」

　そんな声が、後ろで響く。

「やっぱり来たか」

　百年前からこうなることは予測してましたって顔つきで、マモルは振り向く。

　思ってたとおりの光景がそこにはあった。

「あ～～～ん、どーしてまた別のクラスになっちゃったのよ～～～！」

　ゆうなに抱きつき大げさにわめいているのは一人の女子生徒。

　特徴を挙げるなら、悪い目つき！　だろう。美人には違いないのだろうけど、その目つきが近寄りがたい威圧感を出している。

「スーパーミラクルワンダフルスペシャルラブリーベストフレンドのゆうなとまた違うクラスだなんて耐えられないわ！！！」

　彼女は、沢さわ菓がし愛あい里り。自称、ゆうなのスーパーミラクル（略）ベストフレンドで、ゆうなとマモルとは中学校からの付き合いだ。

　見かけからは想像つかないけれど、家はとんでもないお金持ちだったりする。

「愛あい里り、努力したのよ。いろんなお寺や神社を回ってゆうなと同じクラスになれるよう祈願してもらったし、学園長に賄わい賂ろ贈ろうともしたんだから。だけどあのヒゲ、受け取らないのよ！」

　だんだんと床を蹴け飛とばし悔しがる。

「挙句の果てに、Ａ組に放ほうり込まれるなんてヒドイわ！」

「良かったじゃないかよ。去年散々言ってたじゃないか。Ａ組になりたい、Ａ組になりたいって」

　そう言うマモルの口に、愛里の二本の親指が突っ込まれた。そのまま左右にび～～～って引っ張る。そこに容赦とか手加減とかといったものはない。

「あんたバカじゃないの！？　愛里はゆうなと一緒のクラスがいいからＡ組が良かったの！　ゆうなと離れ離れになったら意味ないでしょーが！」

　あがあがと苦しむマモルの口を、思う存ぞん分ぶん弄もてあそんでから愛里は指を引っこ抜いた。

　それから、実に神しん妙みような顔つきで考え始める。

「だけど、これってあまりに不自然だわ。二年の時が、ゆうながＡ組で愛里がＪ組。そして次が愛里がＡ組でゆうながＪ組。ちょっとできすぎてると思わない？　きっと愛里とゆうなの仲を裂こうとしている国家規模の陰謀なのよ。黒幕がいるに違いないわ！」

　オーバーだけど、あながち的外れでもなかった。

「黒幕は、ゆーなと沢さわ菓がしの仲を裂こうとはしてないと思うぞ。多分、黒幕が沢菓から離れたかっただけだと」

「ん、何か言った！？」

　鋭い目つきを向けられ、マモルは肩をすくめる。

「いや、何でもない」

　もちろん、自分がその黒幕だってことは秘密中の秘密だ。

「大体アホル！　なんであんたがここにいんのよ！　あんたが進級してるなんて何かの間違いよ！　今からでも遅くないから落第して二年になりなさい！　そしたらあんたの代わりに愛里がＪ組に入るから！」

　愛里がムチャクチャ言ってマモルに詰め寄ってた時だ。

「失礼する」

　そんな慇いん懃ぎんな声と共に、一人の女子生徒が教室に足を踏み入れる。

　背せ筋すじがピッと伸びた姿勢のいい女子生徒だ。整った顔つきで、長い黒髪が特徴的だ。

　左手に鍔つばのない日に本ほん刀らしき物を握り締めている。

「あ、椿つばきちゃんだ！」

　ゆうなが大喜びした。

「椿つばきちゃんって、Ｉ組になったんだよね。これからはお隣さんだね」

「ああ、そうだな。こちらこそよろしく頼む」

　えらく時代劇っぽい口調でそう言うと頭を下げる。確かに彼女は時代劇部に所属しているけれど、別に演技という訳じゃない。

　真まつ双ぷた津つ椿。彼女は、根っからの時代劇娘なのだ。

　椿はマモルへと顔を向けると、少々非難っぽく言った。

「陰かげ守もり、水みず臭くさいではないか。どうしてあのように重大なことを拙せつ者しやに教えてくれなかったのだ？」

「へっ？」

　マモルはポカンとした。

（あのように重大なこと？）

　思い当たる重大なことって言ったら、自分が忍者ってことぐらいしかない。だけどそれならとっくの昔に椿は知っている。

　始末屋としてゆうなを抹殺しに来た挙句、マモルに敗北し小こ鐘かね井い市しに居ついているという状況なのだから。

「新入生のことだ。そこまで言えば分かるであろう？」

　そんなヒントを出されるけれど、分からないものは分からない。

（新入生なんてちっとも知らないぞ）

　マモルの存在意義、それはお隣の一人娘、紺こん若にやくゆうなを陰からこっそりと守り続けることのみ。

　他ほかのことには、けっこう無関心だったりするのだ。

　なおも首を捻ひねるマモルに、待ちくたびれたとばかしに椿が正解を口にした。

「入学してきたお主ぬしの妹のことだ！」

「へっ？　妹？」

　マモルは再びポカンとした。先ほどのポカンが８０ポカンぐらいだとしたら、今回は文句なしの１００ポカンだった。

「妹がおったのであれば一言ぐらい教えてくれていてもいいではないか。それほど知らぬ仲ではないであろうに。少し寂しく思うぞ」

　心なしかシュンとして、椿がうなだれる。

「何言ってるんだよ椿。僕に妹なんていないぞ」

「とぼけるな！　拙者はつい先ほど会ったのだぞ！　それとも、拙者がウソをついているとでも言うのか？」

　椿が腰こしの日に本ほん刀に手をかける。

　時代劇部に所属しているとは言っても、この日に本ほん刀は竹たけ光みつなんかじゃない。彼女の家に代々伝わる銘刀中の銘刀、斬ぜん瀬せ羅ら満みつ狗く剣けんだ。

　人だろうが鉄だろうが自動車だろうが国こつ会かい議ぎ事じ堂どうだろうが、ありとあらゆるものを真っ二つにしてしまう恐ろしい剣なのだ（唯ゆい一いつ切れないものもあるけれど）。

「ちょ、ちょっと待てって！　本当に知らないんだって！」

　マモルは大慌てで両手を振り回した。

「僕は正真正銘の一人っ子なんだって。なあ、ゆーな。お前なら知ってるだろ？」

「うん、そーだよ」

　ゆうなが自信たっぷりに頷うなづいてみせる。

「まも君とは赤ちゃんの頃ころからずっと一緒だったけど、妹なんて見たことないよ！」

「そうなのか？」

　とりあえず剣の柄からは手を離してくれるけど、椿つばきの表情はまだいぶかし気だ。

「しかし、それではあの娘は一体何だったのだろうな？」

「椿っちが見た子って、そんなにアホルに似てたわけ？」

　愛あい里りの質問に、椿が首を横に振る。

「似てたとか似てないとかの次元ではないのだ。陰かげ守もりそのものだったのだ。だから、拙せつ者しやはてっきり陰守の妹だと」

「それは、確認しに行く必要があるわね。アホル、あんたもこのままじゃ気持ち悪いでしょ？」

「そりゃーまあ、多少は気になるけど」

「そうと決まったら早速行くわよ。いざ、一年の教室へ！」

　宣言通りに、愛里は教室を飛び出した。ゆうなと椿もその後に続く。

「やれやれ」

　面倒くさそうに息を吐き出してから、マモルも教室を後にしたのだった。
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　新一年生の教室が並ぶ校舎二階へと一同はやって来る。どこの教室も、まだ教師が来ていないのだろう。はしゃぐ新入生達たちの声で賑にぎやかだった。

「この階のどこかに、疑惑の生徒はいるのね」

　サスペンス劇場に出てきそうな口調で、愛里が言う。

「一つ一つ調べてくのか？　変わった先輩だって思われちまうぞ」

　ふわあとマモルは欠伸あくびを響かせた。

「きっと他人の空そら似にってやつだろうし、わざわざ探すほどのことはないんじゃないか？」

「何度も言わせるな。あれは空似とかそういった次元ではないのだぞ」

　椿つばきが念を押した。

「まあいいわ。早速聞き込み調査よ」

　たまたま廊下を歩いていた新入生の女の子を、愛あい里りがガッチリと確保する。

「ちょっと聞きたいんだけどいい？」

　返事を待たずに、愛里は続けた。

「ある女の子を探してるの。特徴は……」

　少し考えてから、愛里は手を伸ばすとマモルの腕を摑つかんでぐいっと引っ張る。

「この眼鏡めがねのアホに似てるらしいんだけど、分かる？」

「沢さわ菓がし、いくら何でもそんなので分かるはずがないだろ」

　苦笑いを浮かべるマモルだったけど……。

「あ、分かります。同じクラスです」

　女の子は笑顔で頷うなづいた。

「ちょっと待っててくださいね。今、呼んできます」

　そう言うと、女の子は近くの教室に入っていく。

「今ので通じたってことは、椿っちの言うとおり、アホルにかなり似ているってことよね」

　待つことしばし、女の子は一人の女子生徒を連れて戻ってきた。

　一同、思わず啞あ然ぜんとしてしまう。

「マジ……かよ」

　マモルの口から、そんなかすれ声が漏れた。

　椿の言うとおりだった。真新しい制服に身を包んだ女子生徒は、マモルに似てるとか似てないとかの次元の話じゃなかった。

　顔の半分以上を占めているのはグルグルと渦うずを巻いた分厚い眼鏡。編まれた髪の毛は左右バランスが取れておらずちぐはぐだ。マモルのだらしない寝ね癖ぐせと似に通かよったものがおおいにある。

　誰だれだって妹だと思うだろう。双子と言われたって納得できる。それぐらい両者はそっくりだった。

「ねえ、まも君。妹なんていなかったよね？」

　ゆうなまでもが、自信なさげに尋ねてくる。

　マモルの前まで眼鏡少女を連れてくると、女の子は一礼して戻っていく。

　その際、マモルと眼鏡少女の顔を見比べて行くこともわすれていなかった。そっくりだと感心していたことだろう。

（確かに、こいつは他人の空そら似にとかいうレベルじゃないよな）

　もしや、世の中には平行世界があって、そこには女の子として生まれてる自分がいるのでは？　この眼鏡めがね少女はそこからやってきたマモル自身なのでは？

　忍者らしからぬそんなＳＦなことを考えてしまうマモルに、眼鏡少女は言った。

「どうしたの？　私に何か用事？」

　さらに、眼鏡少女はとんでもない言葉を付け加えてくれる。

「兄さん」

　眼鏡少女は言った。確かに言った。ハッキリと言い切った。

　マモルのことを、兄さんと呼んだのだ。

「か、陰かげ守もり！　やはりお主ぬしの妹ではないか！！！」

「アホル！　あんたどうしてこれまで黙ってたのよ！」

「まも君。幼おさな馴な染じみのわたしにも秘密にしてたなんて悲しいな」

　椿つばきと愛あい里りとゆうなが、一いつ斉せいに叫ぶ。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ。僕にだって何がなんだか……」

　あたふたと狼ろう狽ばいするマモルに代わって、眼鏡少女が口を開いた。

「お母さんの言ってたとおり。本当に私のこと忘れてるのね」

　呆あきれたように、眼鏡少女が首を横に振る。

「その顔を見れば確認するまでもないけど、あなたアホルの妹なのよね？」

　一応念のためと尋ねる愛里に、眼鏡少女はこっくりと頷うなづいて見せた。












「ええ、そうよ。私は陰かげ守もりまりも。陰守マモルの妹よ」

　終始変わらないそっけない口調で、眼鏡めがね少女、陰守まりもが答える。

「でもでもでもで、わたしずっとまも君と一緒だったけど、会ったことないよね？」

「仕方ないわ。だって私はずっと別の場所で暮らしてたんだから」

　まりもが説明を始める。

「生まれつき、体が弱かったから。親しん戚せきの家にずっと預けられてたの」

「陰守がお主ぬしのことを忘れているというのは？」

「ああ、それは」

　人差し指と親指で眼鏡を摑つかみちょいと持ち上げ、まりもが説明を始める。

「生まれてすぐに私が親戚に預けられてしまったことが、兄さんにはすごくショックだったそうなの。あまりにショックで病気になって、私のことを記憶の奥に閉じ込めてしまったのね。思い出そうとするとまた具合が悪くなるから、大きくなるまでは私のことを秘密にして育てたらしいわ」

　まりもがマモルに顔を向ける。

「お母さんはちゃんと話をしたって言ってたけど、知らないの？　もしかして兄さん、冗談だと思って聞いてたのかな？　もしくは寝ぼけてたとか」

「まあ、アホルならありえるわね。何てたって年がら年中寝ぼけてるようなものなんだから」

　愛あい里りが頷うなづく。

「それにしても、アホルに妹がいたなんてね」

「陰守に妹がいたとはな」

　愛里、そして椿つばきが、まりもの頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまでをじっくりと眺める。

　まりもの説明には、いろいろと疑問点がないわけじゃない。だけど、このあまりに似に通かよった外見や雰囲気が、些さ細さいな疑問など気にならなくさせてしまうようだ。

「この学校に入学したってことはまりもちゃんもこれから小こ鐘かね井い市しに暮らすんだね。お隣さんだね」

　ニコニコしながらゆうなが言う。こちらはもともと人を疑うたがうってことを知らないからすんなりと納得してしまったようだ。

「妹が預けられたショックで記憶喪失になるなんて、アホルって実はシスコンだったりして？　まりもちゃん、気をつけなさいよ。これまで離れて暮らしてて知らないかもしれないけど、この男ってどうしよーもないむっつりだったりするんだから」

　愛里のバッシングに文句を言うことなく、マモルはうかない顔つきで考え込んでいた。

（親戚に預けられてた妹!?　そんな話、聞いたことないぞ。第一、僕はシスコンなんかじゃないはずだ！）

　マモルは拳こぶしを握り締めると、心の中で叫んだ。

（シスコンだったら、もうちょっと山やま芽めにドキドキしてるはずだぞ！）







　ところ変わってこちらは浅せん間げん山やまの山中。

　性しよう懲こりもなくまだホタルとのケンカを続けていた山芽が、クシュンと可愛かわいいらしいクシャミを響かせた。

「あら？　風邪ですの？」

　紫の忍しのび装しよう束ぞくとなったホタルが、苦く無ないを投げる手を止めることなく笑う。

「伊い賀がの方は自分の体調管理もできませんのね」

「そんなことないもん！　うがい手洗いは欠かしてないし、毎晩暖かくして早く眠ってるんだから！」

　緑の忍者服に身を包んだ山芽が、手しゆ裏り剣けんを打ち出しながら声を張り上げた。

　二人のしょーもない争いは、まだまだ続きそうだった。







（父さん母さんの性格だから、僕をびっくりさせたいってだけの理由で妹の存在を隠す可能性はある。だけど……）

　確かにまりもは自分とよく似ている。両親の性格を考えれば、まりもの説明も納得できないことはない。

　それでもマモルの中で何かがざわめいていた。何かがとてつもなくおかしい。そう警鐘を鳴らしている。

　そこで、マモルは思い出した。陰かげ守もり家の掟おきての一つを。

（そうだ、陰守家の基本は、一ひと人り一いち守もりだったはず。よっぽどのことがない限り、子供の数も紺こん若にやく家に合わせるはずじゃないか！）

　まりもが、妹なんかではないとマモルは確信する。

「ちょっと待てよ。やっぱりおかしいぞ。君は僕の妹なんかじゃ……」

　そこで、マモルは言葉を飲み込まずにはいられなかった。

　眼鏡めがね越しのマモルの目が、それを捕えたのだ。

　まりもの手に、忍しのび針ばりが握られているのを。その切っ先はゆうなへと向けられている。

「兄さん。いくら何でももう思い出してくれたでしょ？」

　得え体たいの知れない粘ねばっこさを込めて、まりもが言った。

「私が、本当の妹だってことを」

　挑発するように忍針を左右に揺らしてみせる。

　マモルだってスゴ腕の忍しのびだ。ゆうなを守り応戦することだってできる。

　ただ、問題はここが学校の廊下だってことだ。しかも、一番秘密を知られてはならない人物、ゆうながいる。派は手でな戦闘は避けたい。

　しばし口をもごもごとさせてから、マモルはわざとらしくあっと声をあげた。

「そ～だった、思い出したよ。僕には妹がいたんだ。母さんからも聞いてたけど、てっきり冗談だと思ってたよ」

「思い出してくれたのね。ありがと」

　まりもはゆうならに顔を向ける。

「兄妹きようだいそろって変わり者かもしれないけれど、よろしく」

「うん、任せて！　まりもちゃん、わたしのこと、本当にお姉ちゃんだと思って頼ってくれていいからね」

　ゆうなの言葉に、椿つばきが張り合うように続ける。

「せ、拙せつ者しやのことも本当の姉だと思って頼ってくれて良いのだぞ。しょ、将来的にはそういったことになる可能性もなきにしもあらずで、ああ、拙者は何を言っておるのだ」

「困った事があったら愛あい里りんとこに来なさいよ。間違ってもアホな兄貴を頼ったりしちゃ駄目だからね」

「ありがと」

　それじゃあと教室に戻ろうとするまりもの肩を、マモルは摑つかんだ。

「あ～～、まりも。せっかくだから、兄妹水入らずで話そうじゃないか」

「何？　これから授業なんだけど」

「そう言うなよ。十数年振りの再会なんだからな」

　穏やかに、だけど有無を言わせぬ口調で言う。

「……確かにそうね」

　まりもが静かに頷うなづいた。

「よし、なら着いてきてくれ」

　早足に歩き出すマモルの後ろを、まりももついていく。やがて二人の姿は見えなくなった。

「聞いた？　兄妹水いらずで話そうじゃないか？　だって。アホルってやっぱシスコンなのよ」

　うげ～って顔で愛里が言う。

「そっかあ、まも君ってシスコンだったのかあ。ちょっとだけ悔しいけど、兄妹仲良しなのはいいことだもんね。うんうん」

　ゆうなが、自分を納得させるように何度も繰り返す。

「シスコン……。果たしてそうであろうか？」

　うかない顔つきで椿が眉まゆをひそめる。まがりなりにも一いつ端ぱしの侍さむらいである椿は、感じ取っていたのだ。

　去っていく際、マモルが放っていたトゲトゲとした気配を。

（陰かげ守もりの奴やつ。巧妙に隠していたようだが、あれは殺さつ気きではなかったか？　少なくとも妹に向けるものではないぞ）

　そして、ついでに思った。

（陰守がシスコンだったとしたら、もう少し服部はつとりに目め尻じりを下げそうなものだが）

　浅せん間げん山やまの山中にて、その音は再び響いた。

「クシュン！」





　　４






　浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こうの屋上は、生徒に開放された憩いの場所だ。フェンスに囲まれた広場には、あちこちにベンチなんかが置かれている。昼休みや休み時間ともなればたくさんの生徒で賑にぎわうのだ。

　だけど、始業を前にしたこの時間、さすがに屋上には人の姿はなかった。

　朝の気持ちのいい日の光が降り注ぐコンクリートの上をつかつかと歩いていくマモル。屋上の中央辺りで足を止める。

「ここなら邪じや魔ま者ものはいないな」

　そう呟つぶやくや否や、振り向きざまにマモルは隠し持っていた苦く無ないを打ち放った。尖とがった鋼はがねの切っ先が突き刺さり、まりもが仰あお向むけに倒れる。

　いや、それはまりもではなかった。セーラー服を着た丸太だった。忍術の初歩、代わり身の術。一瞬で入れ替わったのだ。

「可愛かわいい妹に苦無を打ち込むなんて、困った兄さんね」

　涼しげな声がマモルの耳に聞こえてくる。

「兄さんだって？　冗談は止やめろよ。お前さんは僕の妹でもなんでもない。そうだろ？」

　ゆっくりと、マモルは顔を動かし、給水塔の上に立つ人影へと目を向けた。

　深い紺色の忍しのび装しよう束ぞくを着用したくノ一だった。ぴったりとした忍装束は、彼女のプロポーションの良さをアピールしていた。思わず背せ筋すじがゾクゾクするような美少女で、瞳ひとみは鋭く、そして冷たかった。

「こいつは驚いたな。変われば変わるもんだ」

　感心したように息を吐き出してから、マモルは強い口調で尋ねた。

「お前は何者だ!?　何のために僕の妹のフリなんかしてるんだ！？」

「紺こん若にやくゆうなを仕し留とめるため？　と言ったらどうする？」

「決まってるさ」

　静かにマモルは眼鏡めがねを外した。まりもに負けず劣らず鋭く冷たい瞳で言い放つ。

「ゆーなに危害を加えようってなら容赦はしない。二度と姿を現せないようにするまでだ」

　沈黙すること数秒、戦いは突然始まった。

　まりもが投げつけた大量の手しゆ裏り剣けんがマモルに襲い掛かる。身代わりの術でそれを避けたマモルは、忍装束となり忍にん者じや刀とうを抜いた。

　二人の影が二、三度空中でぶつかり合う。刃やいばと刃がぶつかり合う乾いた音が空に響き渡る。

「なかなかやるじゃないか。ならこれはどうだ？」

　素早く忍者刀を構えなおし、まりもに突進する。

「陰かげ守もり奥義！　逆さナマズ斬ぎり！」

　迫るマモルに向かって、まりもは冷静に刃を向ける。

「田でん楽がくちくわぶ斬り！」

　二つの忍剣術がぶつかりあい、お互いの忍者刀を打ち砕いた。

　素早く回転し間合いをあけたマモルは、動揺を隠せない様子で息を吐き出す。

（どういうことだ？　田楽ちくわぶ斬りなんて恥ずかしい奥義を使えるのはうちの一族ぐらいなものだぞ。それなのにどーして？）

　マモルの疑問を悟ってか、まりもが目を細めた。

「どうして私が陰守奥義を使えるのか疑問なんでしょ？　答えは簡単よ。私もあなたと同じ陰守忍者だから。陰守まりも。この名前は噓うそでもでっちあげでもないわ」

　折れた忍者刀を鞘さやに収める。

「心配いらないわ。私は紺こん若にやくゆうなに危害をくわえるつもりはないの。あなたの任務に対する熱意が知りたかっただけよ。どうやら、それなりに任務に対する熱意はあるようね。私は満足だわ」

　まりもが微笑ほほえむ。

「その方が、あなたから任務の奪い甲が斐いがあるもの」

「任務の奪い甲斐がある？　お前、一体何を？」

「陰守マモル！　よく聞きなさい！」

　マモルの言葉を遮り、まりもは鋭く言い放った。

「あなたがいる場所は、本来なら私がいるはずの場所。裏陰守の娘として、それを取り戻させてもらうわ」

　まりもがパチリと指を鳴らした。どこから現れたのか大量の木の葉が渦うずを巻き、マモルの視界を覆い尽くす。

「裏陰守……。一体何なんだ？」

　木の葉が散乱する屋上にて、マモルは深刻に呟つぶやいた。

　マモルの前に姿を現した謎なぞの陰守忍者。陰守まりも。

　裏陰守を名乗る彼女の正体が明らかになる時がいつ訪れるのか？

　今のマモルには、想像すらできなかったのだった（情感たっぷりに）。
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　思っていたよりも早く、その時はやってきた。

　時刻は夜の七時を回ったとこ。場所は陰かげ守もり家の食卓だった。

「あ～～～、そりゃ～～、親しん戚せきのまりもちゃんだな」

　ビールの入ったグラスを片手に、マモルの父、陰守堅けん護ごはおっしゃった。

　マモルと同じく分厚い眼鏡めがねを着用、のんびりとした雰囲気まで変わらない。ひょろんとした体型で、冴えないサラリーマンオーラを発している。

　だけど、言うまでもなく正体は忍者。陰守家の現当首として、同じ職場でゆうなの父を守り続けている。本気を出せばマモルですらかなわないという実力の持ち主だ。

「まりもちゃん、もう高校生になるのね～～」

　ギョーザの乗った皿を運びながら、マモルの母、陰守桜さくら子こが呟つぶやく。

　どこにでもいそうなほんわかとした主婦といった風ふう体ていだけど、やっぱり忍者。伊い賀がの頭とう目もく、服部はつとり半はん蔵ぞうの娘で、次期半蔵を継ぐとも言われていたスゴ腕のくノ一だ。その地獄耳っぷりには定評がある。

「親戚？」

　父親の言葉に、箸はしを持ったままマモルはポカンとしてしまう。

　それもそうだろう。朝からずっと気になって仕方がなかったのだ。締め上げて吐き出させようと一年の教室に潜入したりもしたけれど、早退したとかで姿を消してしまっていた。

（裏陰守とはなんぞや？　陰守まりもの正体は一体？）

　そんな感じに珍しくシリアスに悩んでいたにもかかわらず、答えがただの親戚。しかもほろ酔い気分の堅護父さんに緊張感０ゼロで言われてしまった。

　思わず拍子抜けしてしまうのも仕方ないだろう。

「お前のひいひいじーさんの兄弟のひいひい孫にあたるのがまりもちゃんだよ」

　相変わらずのほろ酔い気分で、堅護父さんが答える。

「お前が知らないのも無理はないだろうな。父さんだって大昔に一度会ったぐらいなんだから」

「あちらの家とは年賀状のやり取りぐらいしかしてないしね。でも、まりもちゃんがこの町に来てるなら、今年はお歳せい暮ぼでも贈った方がいいのかしら？」

　桜子母さんが親戚づきあいを気にし始める。

　妙な脱力感を覚えながらも、マモルは気を取り直して尋ねる。

「でも、親戚の娘がどーして僕の妹のフリなんかするんだ？　任務を奪うとか何とか言ってたし。それに裏うら陰かげ守もりがどーとか」

「あ～～～、裏陰守かあ」

　堅けん護ご父さんが、渋い顔をした。

「可か哀わい相そうに、まりもちゃんにも悪い病気が出ちゃったんだなあ」

「へ？」

　さっぱり訳が分からないといった様子のマモルに、堅護父さんは少し腰こしを落ち着け説明を始めた。

「お前も知ってのとおり、陰かげ守もり家の掟おきては一ひと人り一いち守もり。そのため子供の数もお隣の紺こん若にやく家と合わせるのが基本だ。でも、その昔にその掟が破られたことがあるんだよ。お隣が女の子一人に対し、父さんのひいじいさん、つまりお前のひいひいじいさんは双子で生まれてしまったんだ。陰守護ご兵へ衛え。そして、陰守護ご吉きちの二人だ」

「ま～、双子ならしょーがないよな」

　もそもそギョーザを食べながら、マモルが息を吐き出す。

「とは言っても掟は掟。どちらが陰守家の跡あと取とりとなって紺若家の娘を守っていくか決めなくちゃならない。まあ、当然のごとくさきに生まれた兄、護兵衛の方が跡取りに決まったんだがな」












「つまり、その護兵衛さんが僕のひいひいじいさんで、弟の護吉さんが今日姿を現した陰守まりものひいひいじいさんってことなのか」

　マモルの言葉に、堅けん護ご父さんはゆっくりと首を横に振る。

「いや、そうだったら何の問題もなかったんだろうが、実はそうじゃないんだ。弟の護ご吉きちがうちの御ご先せん祖ぞ様なんだよ」

　予期しない堅護父さんの言葉に、マモルは驚いた。

「どーしてだよ。先に生まれた兄貴の方が陰かげ守もり家を継ぐって決まったんじゃないのか？」

「決まってたんだよ。だけどある日突然、護ご兵へ衛えは陰守家を追放されてしまったんだ。で、護吉が代わって陰守家を継ぎ紺こん若にやく家を守っていくことになったんだ。母さん、ビールもう一杯」

　無言でテーブルに短刀を突きつけられたもんだから、堅護父さんはしおらしくうなだれる。

　それから、ふてくされたように話を続けた。

「兄の護兵衛方はその処分に納得したのか大人しく家を離れ、遠くで暮らし始めたそうだ。そこで所しよ帯たいを持った。まあ、いわゆる陰守家の別家になったってわけだな。ただ、ややこしくなるのはそれからなんだ。護兵衛の死後、その子孫が騒ぎ出したんだよ。本来なら自分達たちが陰守本家のはずだ。今の陰守本家はまがいものの一族だ、ってな。で、裏に追いやられた不ふ遇ぐうな陰守、裏陰守を名乗り、代々うちに挑戦してくるってわけなんだよ」

「なるほど、そんな経けい緯いがあったのか」

　本家と別家の確執。そんな金きん田だ一いち耕こう介すけが喜びそうなものが自分の家にあったのかと、ついつい感心してしまう。

　それから、マモルは素朴な疑問を口にした。

「ところで、どーしてその護兵衛さんは陰守家を追放されたんだ？　もしかしてすごいへっぽこ忍者だったとか？」

「いや、そんなことはない。護兵衛さんは実に優秀な忍しのびだったそうだぞ」

　この答えは半なかば予想していた。陰守まりもの実力はかなりのものだったからだ。

　護兵衛がどうしようもないへっぽこ忍者だったとしたら、あそこまでの体術や技のキレは受け継がれなかっただろう。

「分かったぞ。腕はいいけど性格に問題があったんだな。すごく目立ちたがり屋だったとか？　もしくはお隣を守るのを嫌がったとか」

「いやいや、それも違うらしい。実に忍者らしい無口で実直な性格で、全ぜん身しん全ぜん霊れいで紺若家の娘を守っていたそうだ。どちらかと言えばうちの御先祖の護吉さんの方がちゃらんぽらんしてたそうだぞ」

　堅護父さんがそう答える。

「だったらどーして追放されたのさ？」

　お手上げとばかしに尋ねるマモルに、堅けん護ご父さんはうかない顔つきで首を捻ひねった。

「それがよく分からんのだ。それは裏うら陰かげ守もりの家でも同じで、どうして自分達たちの御ご先せん祖ぞ様さまが追放されたのかは伝えられていないようだぞ。だからこそ厄介なんだよ。護ご吉きちの策略だの、御先祖は陥おとしいれられただの好き勝手言ってるんだから。まあ、真実が伝えられていない以上、その可能性もあるわけなんだが」

　それはどーだろ？　ってマモルは思った。

　策略をしてまで跡継ぎになる価値が陰かげ守もり家にあるとは思えなかったのだ。

　だって、跡継ぎになったら最後、お隣を守り続ける宿命ってオマケがついてきてしまうのだ。

　このオマケの厄介さは、十七年の人生の中で十二分に味わってきている（それこそも～嫌ってくらいに）。

「ま、お前も大変だとは思うが、これも陰守忍者の宿命だと思って諦あきらめてくれ。何、まともに相手にしなけりゃそのうち向こうも熱が冷めて帰ってくだろう。父さんの時もそうだったからな」

　能天気にそう言われるけれど、マモルとしては少々不安が残るところだ。

（本当に帰ってくれるんだろうか？）

　屋上で対たい峙じしたまりもの雰囲気からして、そう簡単に熱が冷めてくれるとは思えない。何せ、いろんな裏工作までしてマモルの妹として学校に潜り込んでいるのだ。

（それでもって、帰ってくれたとしてもその後ゆーな達に何て説明すりゃいいんだろ？　都会の空気でまた体調を崩したから田舎いなかに戻った……かな？　だけどゆーなのことだから手紙を書きたいだの田舎に会いに行きたいだの言い出すだろうし）

　いずれ訪れるであろう気苦労の種に、マモルは疲れきった息を吐き出した。
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　小こ鐘かね井い市しに朝が来た。

「行ってきま～～～す♪」

　そんな声を響かせ、ゆうなは自宅を出る。できそこないのスキップのような足取りで向かうのはもちろんお隣の陰守家だ。

「あ、もしかしたら、まりもちゃんも一緒なのかな？　いろいろ話したかったし楽しみだな」

　わくわくした様子で陰守家のドアチャイムを鳴らそうとした時だった。

「紺こん若にやくゆうなさんですね」

　背後から声をかけられ、ゆうなは振り向く。黒服にサングラスっていう絵に描いたような怪しい格好の男達たちが立っていた。

　これまでの人生、何度もこの手の連中に命を狙ねらわれたりさらわれたりした経験を持つゆうな。だけど、本人にはこれっぽっちも自覚がない。

「はい、そうですけど」

　笑顔で答えた瞬間、ゆうなは口に布を押し当てられた。甘ったるい匂においと共にゆうなの意識は遠のいていく。

「よし、捕まえたぞ。さっさと車に乗せるんだ」

　ゆうなを担ぎ上げた男達は、近くに止めてあった黒くろ塗ぬりの車へと向かうとトランクを開けゆうなを放ほうり込んだ。そしてすぐさま車に乗り込む。

　車の後部座席にふんぞり返っていた強こわ面もての男に尋ねる。鬼おに瓦がわらのような顔は傷だらけだった。どうひいき目に見たって堅かた気ぎの方じゃない。

「ボス、あの娘で間違いありませんか？」

「ああ、間違いない。この俺おれの秘密を知ってしまった憎き娘だ」

　歯をぎちぎちと嚙かみ鳴らす。

「さっさと人気のないところまで連れていって始末するぞ」

「はあ、分かりました。だけど、一体どんな秘密を？」

　そう尋ねる男の口に、ボスは銃じゆう口こうを突っ込んだ。

「それを聞いてここで撃ち殺されるか？　黙って車を発進させるか？　好きな方を選ぶんだな」

　もちろん男は後者を選んだ。この業界、知りすぎた者は死ぬってのが常識だ。下手な好奇心は命取りになってしまう。

　市街地へ向けて猛スピードで走っていく車。それを追いかけるように家の屋根の上を飛ぶ影があった。

　忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだマモルその人だ。

「まったく、ちょっと油断してるとこれなんだからな」

　呆あきれた口調で呟つぶやく。

　うすうす予感はしていた。春休みの終わりに、ゆうながこんなことを言ってたからだ。

『ねーねー、まも君。この間、道で手作りの詩集を拾ってね。すごく素敵な詩が書いてあったんだよ。その後で何か探してる男の人がいて聞いたら、やっぱり詩集の持ち主だったんだ。素敵な詩ですねって感想を言って返してあげたんだよ。よっぽど照れ臭くさかったんだね。悲鳴をあげて逃げていったんだ』

「さっさと片をつけるとするか。学校に遅刻しちまうからな」

　マモルが車を強襲しようとした時だった。突然、脇わきに人影が現れたのを確認する。

　横目で見たマモルは、目を大きくした。

「お前は！？　陰かげ守もりまりも！」

　なまめかしいくノ一の姿になったまりもが、マモルの隣を並走している。

「お前、何しに来た！？」

「決まってるじゃない。紺こん若にやくゆうなのピンチを救うためよ」

　サラリとそう答える。

「悪いが手助けは必要ない。あの程度の連中僕だけで十分だ」

「何を勘違いしてるの」

　まりもが冷たく目を細める。

「必要ないのは陰守マモル。あなたの方よ」

　まりもが軽く口笛を鳴らす。次の瞬間、マモルに襲い掛かってきたのは忍しのび装しよう束ぞくを着た四頭の熊くま達たちだ。

「私が仕込んだ動物忍者、忍にん熊くま四兄弟。私があなたから任務を奪い、紺若ゆうなを守る日に備え、この忍熊達には紺若ゆうなを狙ねらう敵役として修行につき合わせてきたわ」

　まりもが不敵に笑う。

「ずっと私を相手にしてきた彼らの力、あなどると痛い目にあうわよ」

　まりもの言葉通りだった。まりもを相手にしてきたことが、最高の修行となったのだろう。巨体からは想像もできない俊しゆん敏びんさ、兄弟ならではのチームワークで攻撃をしかけてくる。片手間で相手をするには荷が重すぎた。

　足を止め忍にん者じや刀とうを引き抜くマモルを置いて、まりもは車を追いかけていく。

「おい待て！」

　追いかけようとするが、四頭の忍熊がそれを許さない。マモルを取り囲み、猛スピードで回転を始めた。

「何かしかけるつもりだな」

　マモルが身構えた瞬間、忍熊達が一気にその輪を狭せばめた。マモルのことを細こま切ぎれにでもしてしまうつもりなのだろう。

　だけどマモルだって負けていない。

　忍者刀を構え、忍熊とは逆回転に力強く体をひねる。高速回転により発生した衝撃波が忍熊達を一気に弾はじき飛ばした。

　陰守忍にん法ぽう、渦うず潮しおひねり。強力だがあまり使うと目を回してしまうという問題ありの忍術だ。

「ううう、フラフラする」

　多少ふらつきながらも、再び追跡を始める。

　だけど、それも長くは続かなかった。

　少し進んだ先の広場に、半スクラップと化している車を発見したからだ。徹底的に打ちのめされたとおぼしき男達が地面に転がっている。

　まりもは半スクラップの上に腰こしをかけ、何やらノートのようなものを開いていた。

「おい、ゆーなは！？」

　駆けつけ尋ねるマモルに、まりもは軽く指差す。

「心配いらないわ。そこで気持ち良さそうに眠ってるわよ」

　少し離れた草くさ原はらに、ゆうなは横たわっていた。スースーと気持ちの良さそうな寝息を立てている。

　きっと自分の身に何が起こったのかはさっぱり理解していないだろう。

「どうして紺こん若にやくゆうなを狙ねらったのかも吐き出させておいたわ。この恥ずかしい詩集を読まれてしまったからだって。確かにこれは見た人を口封じしたくなるぐらい恥ずかしい詩ね」

　ノートをパタンと閉じる。

「この組そ織しきのアジトを壊滅させた後、関連組織にノートのコピーでもばらまいておくわ。そうなったらもう恥ずかしくて国内にはいられないでしょう」

「おい、どういうつもりだ？」

　マモルは少々剣けん吞のんな声で言った。

「どうして僕の邪魔をするんだ？」

「言ったでしょ？　私の目的は、あなたから任務を奪うことだって」

　当然とばかしに、まりもが言い放つ。

「任務を奪う……か」

　やれやれと、マモルは首を振った。

「父さんから聞いたよ。陰かげ守もり護ご兵へ衛えと陰守護ご吉きちの話はな。確かに、本当ならお前さんのひいひいじいさん、護兵衛さんが陰守家の任務を継いでたのかもしれない。追放されたのだって理り不ふ尽じんな理由だったのかもしれない。だけど、こんなことまでして取り戻したいほど陰守本家とやらはありがたいもんじゃないぞ。財産もないし家か宝ほうなんかもない。おまけにお隣を守り続けるっていう厄介な任務まで押し付けられてるんだ。大変なだけ……」

「その任務こそが、私達たち裏陰守の人間が欲しがってきた宝なのよ」

　マモルの言葉を遮り、まりもが口を開く。

「受け継がれた忍術、体術。それらの使いどころがないもどかしさがあなたに分かる？　忍者であることの意味が見み出いだせない焦り。それを味わったことがあるの？　私が悩み苦しんでいる中、あなたは一人、思う存ぞん分ぶん忍術を使い任務をこなしてきた。日常的に危険に巻き込まれる才能に恵まれた紺若ゆうなという人間を、あなたは独り占めしてきたのよ！」

（あれが才能？　いや、どう考えたって欠点だろ？）

　啞あ然ぜんとするマモルだけれども、忍術の使いどころが欲しくてたまらないまりもにとっては、ゆうなの不幸体質は才能以外の何ものでもないのだろう。

「祖父も父も諦あきらめてしまったけれど、私は違うわ」

　まりもは忍にん者じや刀とうを引き抜くとマモルに突きつけた。

「陰かげ守もりマモル。ここで決着をつけましょう。私が勝ったら、紺こん若にやくゆうなを守り続けるという任務を私に譲り渡してもらうわ」

「もし僕が勝ったら？」

「その時は、私は黙って故郷に戻る。もう二度と、あなたの前には現れない」

　どうやら噓うそではないようだ。

「そういうことなら相手になろうじゃないか。いつまでもお前さんに付きまとわれるのも迷めい惑わくだからな」

　マモルは腰こしの忍者刀に手をかけた。

　無言のまま睨にらみあうこと数秒。戦いは突然始まった。二人は地面を蹴け飛とばし空中で切り結ぶ。忍者刀がぶつかりあう激しい音が朝の空気を震わせる。

　着地したマモルは、懐ふところに手を突っ込み真っ黒な玉を取り出す。昨晩、テレビを見ながら調合した特製の爆ばく裂れつ玉だまだ。

「陰守忍にん法ぽう、紅ぐ蓮れん大おろ蛇ち！」

　地面に叩たたきつけると、炎ほのおが帯のようにうねりながらまりもに襲い掛かる。

　だけど彼女も負けていなかった。同じように爆裂玉を叩きつける。膨れ上がる炎が、マモルの放った炎を包みこみ相そう殺さいとなった。

　両者、数々の忍術を繰り出すが、お互いにダメージを与えられない。

（同じ陰守忍者。お互いに忍術の手の内は知り尽くしてる。術に頼らず正攻法で攻めた方が良さそうだぞ）

　相手も同じ結論に到達したのだろう。忍者刀を構えマモルを強襲する。

　通常の人間には影がぶつかりあっているようにしか見えないほどの速度で、激しい戦いが繰り広げられた。

　両者の力はほぼ互角だった。勝負がつかないまま戦いは続く。

　永遠に続くかに思われた戦い。その終わりは、思いがけずやって来た。

　まりもの放った鎖くさり付き分ふん銅どうをあえて忍者刀にからませ奪い取った時、力を込めたマモルの右肩がズキリと痛む。浅せん間げん山やま源げん三ざぶ郎ろう様の槍やりで傷ついた部分だった。

　マモルだってプロの忍しのびだ。これぐらいで戦いの手を止めたりはしない。だけど、そこに一瞬の隙すきが生まれたのだ。

　一秒にも満たない隙。しかし、マモルと互角の実力を持つまりもには十分な時だった。

「もらったわ！」

　懐に転がり込んだまりもは、返し手を繰り出させる暇も与えず術を繰り出した。

「陰かげ守もり奥義！　狂くるい独ご楽ま背負い投げ！」

　マモルの体は大きく空中に放ほうり投げられた。この技の怖いところは、投げられる際に加えられる強力な回転だ。それが脳のうみそを揺らし受身を取らせなくするのだ。

　少し前に回転系の忍術を使ってしまっていたマモルには、なす術すべはなかった。激しく回転しながら、受身をとることなく落下する。全身がバラバラになるんじゃないかってほどの衝撃に、意識が飛びそうになる。

「私の勝ちよ」

　まりもにとっても厳しい戦いだったのだろう。荒く息を吐き出しながら静かに勝利宣言をした。

「約束通り、任務を譲り渡してもらうわよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。昨日の傷が痛んで……」

　マモルが必死に訴えようとした時だった。

「見苦しいわよ！　マモル！」

　その声は、二人の頭上から響いた。見上げると、電でん信しん柱ばしらの上に立つ二人組の姿があった。

　マモルをはるかに超える強大な忍しのび。その気になれば世界征服すら可能にしてしまうであろう最強夫婦。

　そう、堅けん護ご父さんと桜さくら子こ母さんだ。

　普段のお気楽のんびりムードは消えうせていた。ある意味二人の本来の姿である忍しのび装しよう束ぞくに身を包み、冷徹なオーラを漂わせている。

「父さん、母さん、何してんだよ？」

　驚いて尋ねるマモルへ、シュタっと地面に降り立った二人は答える。

「お前達たちの戦いを見物してたんだ」

「たまたま通りがかってね」

　この『たまたま』がどれぐらい信用ならないものかは、ずっと息むす子こをやってるマモルはよく知っている。

「それにしてもマモル。情けないぞ。忍の勝負の勝敗に言い訳をするとは」

「そうよ、母さんそんな子に育てた覚えはないわ」

　二人してマモルを責め立てる。

　忍者業界は、「怪け我がをしてたから負けた」なんて言い訳が通用するような甘い業界じゃない。敵の傷を見つけたら何も言わずに塩をすり込むような業界なのだ。

「うぐぐ」

　押し黙るマモルをそのままに、二人はまりもへと歩み寄る。

　緊張し身構えるまりもに向かって、二人は笑顔を向けた。

「いや、おめでとう。見事な勝利だったよ」

「本当よ。あの一瞬のスキを見逃さず大技をしかけるなんて、なかなかできることじゃないわ」

　まさか敵である二人に誉ほめられるとは思っていなかったのだろう。まりもは少々驚きの色を見せる。

　だけど、本当に驚くのはこれからだった。

　桜さくら子こ母さんは、まりもの手を握ると熱い瞳ひとみで言った。

「今からあなたは陰かげ守もり本家の娘よ。おばさんのこと、本当のお母さんだと思ってね」

「我が家に暮らしてもらっていいんだからな。何せ娘なんだから」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」

　慌てたマモルが両親の前へと割り込む。

「どういうことなんだ？　うちに住まわせるって！？」

「どういうことも何も、そのままの意味に決まっているだろう。まりもちゃんはお前と戦い、ゆうなちゃんを守るという任務を勝ち取ったんだ」

「我が家に迎え入れるのも、当然のことでしょ？」

　伊だ達てや酔すい狂きようじゃなかった。困ったことに二人とも本気だった。

「嬉うれしいわ、前から娘が欲しいと思ってたのよ」

「俺おれもなんだ。むさ苦しい息むす子こじゃ物足りなくてな」

　楽しそうにそんな会話をしてくれている。

　もはや、マモルがどんなに文句を言ったところでどうにもならないだろう。

「分かったよ。僕が負けたのは事実なんだし。まりもは家に暮らしてゆーなを守る。そういうことでいいよ」

　負け惜しみのようにマモルは続けた。

「やっと任務から解放されてせいせいするよ。これからはお気楽な学園生活を送ることにするさ」

　マモルのその言葉に、両親はキョトンとした顔になる。

「学園生活？　お前何を言ってるんだ？」

「我が家には、二人分の学費を払う余裕なんてないわよ」

「へっ？」

　代わってキョトンとするマモルに、両親は当然とばかしにおっしゃる。

「今や陰守家の跡あと取とり娘はまりもちゃんだ。まりもちゃんのために学費を出すのが筋すじだろう」

「学費だけじゃないわ。食費や高熱費だって問題よね。大飯めし食らいで役立たずの居い候そうろうを許すほどうちは裕福じゃないし」

「そうだな。大飯食らいで役立たずでむさ苦しい居候なんて御ご免めんだよ」

　二人は、お互いにコクリと頷うなずきあうとマモルに顔を向ける。

「マモル、あなた家を出ていきなさい」

「任務を失ったお前は、もはや我が家の人間ではないからな」

「………」

　とんでもない両親の言葉に啞あ然ぜんとしてしまうマモル。あまりの理り不ふ尽じんさにふつふつと、怒りが沸いてくるのを感じた。

　ヤケクソで、マモルは叫んだ。

「分かったよ！　出てけばいいんだろ！？　出てけば！」

　そこで止やめておけば良かったのに、おまけに付け加えてしまった。

「陰かげ守もり家のことなんか忘れて、どこか遠くに、行ってやるからな！」
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　そして、翌日。

　どこぞの山奥にて、マモルは大おお鍋なべをかき混ぜていた。

「まさか、こんなことになるなんてなあ」

　平日の昼、本来なら学校に行っている時間だけど、もはや関係ない。

　きっと今いま頃ごろは、両親の手で退学届けか休学届けが提出されているはずなのだから。

「実の息むす子こをあっさりと放ほうり出すなんて、二人の常識を疑うたがうよ」

　なんて愚痴ってみるけれど、もともと非常識な二人なんだからどうしようもない。

「やれやれ」

　諦あきらめたように、マモルは息を吐き出した。

「唯ゆい一いつ同情してくれたのが、まりもだなんてなあ」

　さすがに追い出されたマモルが気の毒どくになったのだろう。マモルに自分が修行場として使っていた山を教え、食料を蓄えた山小屋の使用許可まで与えてくれたのだ。

　とある、条件付きでだけど。

　大鍋の中身がぐつぐつと煮えていた。干し肉と山菜を入れた特製雑ぞう炊すいだ。

「ま、こんなもんだろうな」

　ちょっと味見をし満足したマモルは、山の中に向かって声を飛ばす。

「お～い、昼飯めしだぞ～～～」

　しばらくすると、林の中から四つの影が現れる。忍にん熊くまの一いち郎ろう、次じ郎ろう、三さぶ郎ろう、四し郎ろうだ。

　そう、まりもの出した条件ってのが、この四頭の世話だったのだ。

「野生動物なんだから自分で飯ぐらいどーにかしろってんだよ」

　ぶつくさ言いながら、木の器に雑炊をよそって渡す。器用に木のスプーンを使って忍熊達たちは雑炊をすすり始めた。

「僕も食べるとするか」

　自分の分をよそおうとするマモルに、空になった器が四つ、突き出される。

　お・か・わ・り♪

　覆ふく面めんから覗のぞくつぶらな瞳ひとみがそう訴えていた。

「もうちょっと味わって食べろよ」

　忍熊達たちにお代わりの雑ぞう炊すいをよそいながら、マモルは心の片隅で少しだけ後こう悔かいした。

（やっぱり、こんなとこ来るべきじゃなかったかな？）

　忍しのびの術や技を使ってバイトでもすれば、学費ぐらい簡単に稼げただろう。野宿だって忍者であるマモルにはお手の物だ。

　本人はミスター鈍感だから考えもしないけれど、山やま芽めでもホタルでも一声かければ喜んでマモルを受け入れてくれただろう。

　だけど、遠くに行ってやる！　なんて大声で叫んだ手て前まえ、市内にとどまっているのも何だか情けない。

　それで仕方なく、こんなどこぞの山奥までやって来たってわけなのだ。

　ようやく自分の分の雑炊をよそったマモルは、適当な木の切り株に腰こし掛けもそもそと雑炊を食べ始める。

（学校も丁ちよう度ど昼休みか。いつもみたいに屋上で弁当食べてるんだろうな）

　そんなことを考える。

（まりもの奴やつ、ちゃんとゆーなのこと守ってるかな？　手なんか抜いてたらどうしよう？　それが原因でゆーなにもしものことがあったら……）

　いつの間にか、ゆうなのことばかり心配している自分に気がつき、マモルは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「もう僕は紺こん若にやく家の娘を守るって任務から外れてるってのに、何心配してんだろ」

　自分に言い聞かせるように続ける。

「まりもの実力は十二分だってのはよっく分かってるじゃないか。何も心配するこたないよ。それに、生まれて初めて任務から開放されたんだ。今はこの自由ってのを満喫しよーじゃないか」

　幾度となく思ったことがあった。任務なんかなくなって、思う存ぞん分ぶん自由に生きられたらなって。

　それが、現実となったのだ。

「ゆーなのことなんか忘れて、思う存分ぐうたらしてやるぞ！」

　大声でそんな宣言をした時だった。茂みの向こうに、この山にそぐわない人影が見えた。

　セーラー服の人影だ。

「え？」

　しげしげと見つめるけど、人影は動こうとしない。ずっと突っ立っているようだ。

　不思議に思い近寄ったマモルは、人影の正体に気がついた。

「何だ、カカシじゃないかよ」

　セーラー服を着たカカシだった。頭にはカツラまでつけている。顔に描かれているのは満面の笑みだ。

「このカカシ、何かゆーなに似てるよな」

　見ると、胸のとこには紺こん若にやくという名札まで貼はり付いている。どうやらゆうなをモデルとして作ったようだ。

（そー言えば、まりもの奴やつが言ってたな）

　昨日、まりもの言っていた言葉を思い出す。

『私があなたから任務を奪い、紺若ゆうなを守る日に備え、この忍にん熊くま達たちには紺若ゆうなを狙ねらう敵役として修行につき合わせてきたわ』

「つまり、こーゆーことか」

　山の中に立てられるゆうなカカシ。それに襲い掛かる忍熊達を相手に戦うまりも。

　そんな光景が思い浮かぶ。

　何とも間抜けな光景ではあるけれど、妙な気迫だけは伝わってくる。

「あいつもがんばってたんだな～」

　感心したように、マモルは息を吐き出した。

「しかし、似てるよな」

　適当に描かれたニコニコ顔が、ゆうなの遠えん慮りよのない笑顔そっくりなのだ。

「いかんいかん、ゆーなのことは忘れてのんびりするって決めたじゃないか」

　マモルは強く首を振る。

「もう、あいつを守る必要もないんだからな！　僕はもう、お隣を守る宿命も任務もなくなって、身軽になったんだからな！」

　山の中で、マモルは大声で叫んだ。

　まるで、自分自身に言い聞かせるかのように。
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　昼休みの浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こう。気持ちのいい太陽の光が降り注ぐ中庭のベンチにて、仲良く座る三人の女子生徒の姿があった。

　ゆうなと愛あい里り、そして、まりもだ。仲良く並んで座り昼食を取っている。

「それにしても、まさかアホルが休学するなんてね」

　愛里が購買の惣そう菜ざいパンをもしゃもしゃ食べながら呟つぶやく。

「神しん経けい性せい胃い炎えんだっけ？　胃い袋ぶくろまでヘタレなのね。アホルらしくて笑っちゃうわよ」

　マモルが姿を消してから、すでに一週間が経過している。もちろん、愛あい里りやゆうなには、詳しい陰かげ守もり家の事情は伝えられていない。

　療りよう養ようのため、田舎いなかの親しん戚せきの家に行っているということになっているのだ。

「で、まりもちゃん。ちょっと聞きたいんだけど」

　愛里は少しだけ小声になり尋ねた。

「アホル、いつごろ復帰できるの？　来月？　それとも再来月？」

「やっぱり愛里もまも君のこと心配なんだね。わたしと同じだな」

　ゆうなの言葉に、愛里は慌てて声を張り上げる。

「ご、誤解よゆうな。愛里は別にあいつに早く復帰して欲しいわけじゃないのよ。むしろその逆で、復帰が遅ければ遅い程嬉うれしいんだから。卒業まで顔を見ずにすめばラッキーなんだからね」

　愛里の必死の言葉もゆうなには聞こえていなかった。

　ゆうなは深刻そうな顔でまりもに尋ねる。

「ねえ、まりもちゃん。まも君はいつごろ帰ってこられるの？」

　まりもは、無表情のまま答えた。

「まだもう少しかかると思うわ。一週間後になるか？　一か月後になるか？」

　そこでまりもは、誰だれにも見つからないぐらい小さな笑みを浮かべ呟つぶやいた。

「もしかしたら、永遠に帰ってこないかも」

「え？」

「何でもないわ。とにかく、まだもうしばらくは時間がかかるそうよ」

「そうなんだ」

　沈んだ声を出すゆうなに、まりもが囁ささやくように告げる。

「大丈夫よ。紺こん若にやくセンパイ。陰守マモルの代わりは私がちゃんとつとめるから」

「まも君の代わり？」

　と、愛里が腕時計を一いち瞥べつし声をあげる。

「あ、もうこんな時間ね。そろそろ教室に戻らなくちゃ。次の授業が始まっちゃうわ」

　愛里が立ち上がるとお尻しりをパンパンと叩たたきホコリを払った。ゆうなも慌てて残っていた卵焼きを頰ほお張ばる。

「二人ともお先にどうぞ。私はお弁当がまだ残ってるから」

「そう、なら先に行くわ」

「まりもちゃん、急いで食べて喉のどに詰まらせたりしないでね」

　愛里とゆうなが足早に中庭を去っていく。他ほかの中庭にいた生徒達たちも、次々と校舎へと戻っていく。

　一人きりになったまもりは、その名を口にした。

「ぶる丸まる、出てきなさい」

　もこって感じに芝生が持ち上がり、一匹のブルテリアが姿を現す。陰かげ守もり家の飼い犬、忍ブルテリアのぶる丸だ。だらだらとヨダレをたらし、何かを期待するような目でまりもを見つめている。

「分かってるわよ」

　まりもは、弁当箱からつまみ出したいなり寿ず司しをぶる丸に向かって放ほうり投げた。器用に口でキャッチしたぶる丸は、大喜びでそれを頰ほお張ばる。

「紺こん若にやくゆうなのこと、午後もしっかり頼んだわよ」

「ばう！」

　任せてくれとばかしに一声鳴くと、ぶる丸はまたもこもこと地面の中へと潜っていった。その際、穴はきっちりと塞ふさいでゆくあたりがさすが陰守家の忍ブルテリアだ。

「忍犬ぶる丸。陰守マモルへの忠誠心が強すぎて使い物にならないと思ってたけど、まさかいなり寿司三個で懐柔できるなんてね」

　忍しのびとしては、その切り替えの早さは評価できるのかもしれないけれど、それでも少々呆あきれてしまう。

「ま、しばらくは授業中の警備はぶる丸にやってもらわないと。私が飛び級して紺若ゆうなと同じクラスになるまでは」

　まりもは空からになった弁当箱を持つと立ち上がった。そのまま歩き去ろうとする途中、不意に足を止め肩越しに振り向く。少し離れた茂みへとグルグル眼鏡めがねを向けた。

「気にするほどのことじゃないわね」

　面白くなさそうに軽く鼻を鳴らすと、再び歩き出し姿を消した。







「ふ～～～、気付かれたかと思ったぞ」

　茂みの後ろに潜んでいた人物が、安あん堵どの息を吐き出す。

　長い黒髪が特徴的な純和風な美少女。真まつ双ぷた津つ椿つばきその人だ。

　どうして彼女がこんな場所に潜んでいたかと言えば理由は一つ。ずっと、まりものことを見張っていたのだ。

（あの時拙せつ者しやが感じたのは紛まぎれもない殺さつ気きであった。その翌日から陰守が休学。どうも腑ふに落ちぬ）

　椿は真剣な顔つきで考え込む。

（陰守まりも。あやつには何か裏がある。拙者の勘がそう告げておるのだ）

　とは言っても、この一週間の調査では大したことは分からなかった。分かったのは、まりもが登下校のみならず休み時間までゆうなと一緒にいるということ。

　それと、ぶる丸を手て懐なずけてゆうなを見張らせているということだ。

「紺こん若にやくを守っているようではあるが、それは陰かげ守もりの仕事のはず。一体、奴やつに何があったのだ？」

　心配そうに呟つぶやく椿つばき。何とかしてその真相を知りたいと思った。

　だけど、これ以上の調査は自分には荷が重いということもよく分かっている。

　純粋な戦闘ということならまだしも、こういった情報収集は侍さむらいのあまり得意とすることではない。

　本来こういった仕事は、忍者の得意分野なのだ。

「忍しのび……か。こうなったらあやつらに協力を頼むしか……」

　椿がそう呟いた直後だった。

「今日という今日は決着をつけてさしあげますわ！」

「それはこっちの台詞せりふよ！」

　そんな声と共に、上空から絡み合うように降ってくる二人組がいた。

　山やま芽めとホタルだ。服装は制服のままだけど、手にはそれぞれ忍にん者じや刀とうと苦く無ないを握り締めている。

　椿がいることにも気付かないのか、二人は中庭にて激しい忍者戦をおっ始めた。

　トゲトゲしてゴツゴツした武器が飛び交い、爆風で辺りの木々がなぎ倒される。

　伊い賀がと甲こう賀が、それぞれの里の若手ＮＯ．１と呼ばれる二人の戦いだ。辺りに与える被害も甚大なものだ。

「止やめぬか！　人に見られたらどうする！？」

　椿が声を張り上げるけど、エキサイトしてる二人の耳には届かない。

　さすがの椿も、かなり立腹した。

「ええい、いい加減にしろ！」

　腰こしの斬ざん瀬せ羅ら満みつ狗く剣けんに手がかけられる。次の瞬間、大技が炸さく裂れつした。

「真まつ双ぷた津つ流奥義！　旋せん風ぷう竜たつ巻まき斬ぎり！」

　神速で抜かれた剣が、大気を切り裂きそこに竜巻を発生させる。戦いに夢中になり相手しか見えていなかった山芽とホタルはあっさりと巻き込まれはるか上空まで吹き上げられる。

　たっぷりと時間をかけてから、二人は地面に落下してきた。

「少しは頭が冷えたであろう」

　剣を鞘さやにしまうと、目を回して倒れる二人に歩み寄る。

「一体何が原因で争っておるのだ？　お主ぬしらのことだから大した理由ではないであろうが」

「聞いてよ！　椿つばきお姉ちゃん！」

　山やま芽めが椿に訴える。

「先週の水曜日に、ホタルがマモル兄ちゃんが胃炎になったのはアタシのせいだって言ったんだよ！　アタシがマモル兄ちゃんに付きまとってたからだって！　ヒドイでしょ！？」

「ヒドイのは山芽さんの方なんです！」

　負けじとホタルも声を張り上げる。

「同じく先週の水曜日に、私の腹はら黒ぐろさがマモルさんを追い詰めたなんて言うんです。事じ実じつ無む根こんもいいとこですわ！」

　先週の水曜日と言ったら、今から一週間前。丁ちよう度ど、マモルが学校に来なくなった日だ。

「ちょっと待て、つまりお主ぬしらはそれだけの理由で一週間も争いを続けておるのか？」

　椿の問いに、二人そろってこっくりと頷うなづく。

「休み時間の度たびに、教室を抜け出し毎日こつこつと戦っていましたわ」

「どっちの言葉が正しいか、戦いで結論を出そうと思ったの」

（懲こりない連中だの）

　完かん全ぜん無む欠けつに呆あきれ返る椿の前で、山芽とホタルは懲りない争いを再びおっぱじめようとしている。












「あんたから腹はら黒ぐろさを取ったら何が残るってのよ！　あんたのえげつない二面性にマモル兄ちゃんは耐えられなくなったんだからね！」

「何を言ってるんですか？　マモルさんが体を壊したのはあなたのせいです！　年がら年中、尻しつ尾ぽを振りながらマモルさんを追い掛け回してたんですから。きっとひどいストレスだったはずですわ！」

　火花が散った。それぞれの手にトゲトゲしてゴツゴツした武器が握られた。

　いざ戦闘開始って瞬間、椿が再び斬ざん瀬せ羅ら満みつ狗く剣けんを振った。トゲトゲしてゴツゴツした武器が、一瞬で微み塵じん斬ぎりにされる。

「お主ぬしら、無駄な喧けん嘩かをしている暇があったら拙せつ者しやに協力してくれ」

　深刻な声で、椿は言った。

「陰かげ守もりまりも。あの娘の正体、お主らに探って欲しい。これは拙者の勘なのだが、陰守休学の原因はあの娘にあるような気がするのだ」
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　夕暮れ時の小こ鐘かね井い市しを、ゆうなとまりもは歩いていた。別に珍しい光景じゃない。ここ一週間、登下校はいつも二人一緒だった。

「それでその時、まも君が言ったんだ。いくら虫取り網あみを振り回しても夜空の星は取れないって。まも君に教えてもらわなかったら、わたし一晩中夜空に向かって虫取り網を振り回してたと思うな」

　笑顔でくっちゃべってから、ゆうなはあっと声をあげる。

「ごめんね、まりもちゃん。何かわたしばっかり話しちゃってたね。退屈だったでしょ？」

「大丈夫よ。だけど、ずっと兄さんの話ばかりね」

「えへへへ？」

　ゆうなは頭の後ろに手を回すと照れ臭そうに笑った。

「小さい頃ころからずっと一緒だったから、話題がたくさんあるんだよ。まりもちゃんはこれまでずっと離れて暮らしてたんでしょ。だからまも君の昔のこと知ってもらおうと思ったんだ」

　楽しそうに、ゆうなは続ける。

「ちょっとドジドジで、わたしが面倒見てあげないといけないことも多いんだけど、それでも一緒にいるとすごく楽しいんだよ」

　マモルがいたら全力で突っ込みをいれたくなるようなことを平然と言い放つ。

「きっと、まも君が家に戻ってきて一緒に暮らすようになったら、まりもちゃんも、まも君のこと大好きになるはずだよ。まも君がお兄さんだなんて、まりもちゃんが羨うらやましいよ」

　だけど、そこでゆうなは何かに気がつくと首を振った。

「あ、だけど羨うらやましくないかな。だって、兄妹きようだいじゃ無理だもんね」

　何を想像したのか、少々頰ほおを赤らめて笑う。にふふふふふ。そんな擬音がピッタリ来るような笑みだ。

　そうこうしている内に、舞まい原はら町の自宅前へと到着する。

「それじゃ、まりもちゃん。また明日ね」

　バイバイと手を振り、ゆうなは自宅へと入っていく。ガチャンと扉が閉まるのを確認してから、まりもはゆっくりと振り向いた。

「もう姿を見せてもいいんじゃないの？　服部はつとりセンパイ、雲くも隠がくれセンパイ」

　近くのブロック塀がペロンとめくれて、緑の忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ山やま芽めが姿を現した。ブロック塀そっくりの布で姿を隠していたのだ。

　同じくアスファルトそっくりの布で体を隠していたホタルが、地面を持ち上げ姿を現す。

　忍者の基本忍術、土どとんの術だ。オーソドックスながら極めるには厳しい修行が必要。

　二人のように、まったく厚みを感じさせないほどともなると、一朝一夕で身につくものではない。まさに匠たくみの技だ。

「ずっと私達たちの後をつけてきてたみたいだけど、何か用事？」

「まりもさん、あなたのこと、調べさせてもらいましたわ」

　剣けん吞のんな声色で、ホタルが言う。

「マモルさんの妹だなんて、真っ赤なウソでしたのね。本当は陰かげ守もり家の別家の娘こですわね」

「しかも、裏陰守って言って代々陰守家に敵対心を抱いている家なんでしょ！？」

　山やま芽めがキンキン声を張り上げる。

「驚いたわ」

　まりもが眼鏡めがねをちょいと押し上げた。

「よくそんなところまで調べたわね。裏陰守について知っている人はそう多くないはずなのに」

「伊い賀がの情報網を甘く見ないでよ！」

「甲こう賀がの情報網を甘く見ないで欲しいですわ！」

　二人は同時に叫んだ。

　日に本ほんを代表する忍しのびの名産地、伊賀と甲賀。他ほかの忍の里に比べても忍人口は多く、各地に潜んでいる忍も多い。その情報収集能力は、国家機関さえも凌りよう駕がするのだ（桜さくら子こ母さんには負けるけど）。

「さあ、吐いてもらうわよ！　あんたとマモル兄ちゃんの間に何があったのか？」

「神しん経けい性せい胃い炎えんなんてウソなのでしょう？　マモルさんは、今どこにいますの？」

　二人の視線が突き刺さる中、まりもは口を開いた。

「陰守マモルと私は、陰守本家の任務をかけて戦ったわ。紺こん若にやくゆうなを守るという任務をね。そして、勝利したのは私。任務を失ったマモルは本家を追われ、今ではどこぞの山奥で四頭の熊くまと戯たわむれているわ」

　まりもの言葉に、山やま芽めとホタルが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「つまり、つまりあんたが、あんたがマモル兄ちゃんを追い出したってことなのね！」

「私のマモルさんを！　許せませんわ！」

　ホタルの声に、山芽が眉まゆを吊つり上げる。

「ちょっとホタル。何言ってんの？　マモル兄ちゃんはあんたのものじゃないわ」

「あら、だけどいずれはそうなるんですわよ」

「ならないわよ！」

　バチバチと火花を散らす二人だけれども、さすがにそんな場合じゃないって分かったのだろう。

　改めてまりもを睨にらみつける。

「よくも、アタシの！　マモル兄ちゃんを！」

「私の！　マモルさん。返してもらいますわ！」

　こんな状況でも張り合ってるのはさすがだった。

　山芽が腰こしの後ろの忍にん者じや刀とうを引き抜く。ホタルも、愛用の苦く無ないを両手に構えた。

「仕方ないわね」

　面倒くさそうに息を吐き出すと、まりもは制服に手をかけた。




　そ・し・て……




　よく磨かれた板が張られた道場にて、椿つばきは正座していた。制服ではなく、彼女にとっては御お馴な染じみの女剣士の格好をしている。

　ここは椿が居い候そうろうしている剣術道場だ。部屋代として子供達たちに剣術を教えたりもしている。

　時刻は夜、本日最後の剣術指し南なんが終わりしばし時間がたった頃だった。

「なるほど、そういうことであったか」

　こっくりと頷うなづいてから、椿は眼めの前の二人を改めて見た。

「それで、見事に敗北したのだな？」

　忍しのび装しよう束ぞくをボロボロにした山芽とホタルが、椿の眼の前に転がっていた。この場で力尽きましたってな状況。

　文句なしに、完全敗北ってやつだった。

「まさか、あんなにも強いとは思ってませんでしたわ」

　悔しそうにホタルが歯嚙かみする。

「本当だよ。技のキレも、威力も、マモル兄ちゃんばりに強いんだもん！　あんなの反則だよ！」

　爆ばく裂れつ玉だまの煤すすで汚れた顔を動かし、山やま芽めが吠ほえる。

「陰かげ守もりを負かしたほどなのだからな。強くて当然か」

　ううむと椿つばきが唸うなる。

「椿お姉ちゃん、お願い！　力を貸して！　三人でかかればきっと勝てるから！」

　懲こりずに、山芽は叫んだ。

「アタシのマモル兄ちゃんを、取り戻すんだから！」

「椿さん、あなたの剣術が必要なのですわ。共に協力しましょう！」

　もちろん、ホタルだって懲りなかった。

「私のマモルさんを助け出すために！」

「何よ、私のマモルさんって。勝手なこと言わないでよ！」

「山芽さんだって、アタシのってつけてたじゃありませんか。人のことは言えませんわ」

　ボロボロの状態にもかかわらず盛大な火花を散らす二人を、椿が叱しかりつける。

「ええい、いい加減落ち着け！　今はそんなことをしてる場合ではなかろう！」

　そこで、椿は少しだけ二人に張り合った。

「まあ、拙せつ者しやの陰守を救うためには協力は惜しまぬがな」

　ギロって二人に睨にらまれたもんだから、椿はコホンと咳せき払ばらいする。

「しかし、たとえ拙者が加わり三人がかりで陰守まりもと戦い勝ったところで、それが陰守を救うことにはならぬのではないか？」

「え？」

「どういうことですの？」

　キョトンとする二人に、椿は冷静に説明した。

「本家に戻るには、陰守自身が戦い勝利しなければならぬのではないか？」

　確かに椿の言うとおりだったから、二人とも押し黙る。

「それに、陰守の気持ちもあるしな。縛られてきた掟おきてから解放され、満足しているかもしれぬ」

「確かにそうかもしれませんね。マモルさんにとっては、掟なんかない方が自由でいいのかも……」

　ホタルの呟つぶやきに、鼻息を荒くしたのは山芽だ。

「そ、そんなことないよ！！！」

　傷の痛みも忘れて、山芽は言葉を並べる。

「いっつもゆうなお姉ちゃんの心配ばっかしてこっち見てくれなくて、それで寂しくなっちゃうこともあるけど、それがマモル兄ちゃんなんだよ。大昔から伝わるしょ～もない掟を律儀に守り続けるすごい忍者。そんなマモル兄ちゃんがそんなこと思うはずないもん！」

　山やま芽めは、叫ぶようにして言った。

「ぶっきらぼうだけど、いつも一生懸命なマモル兄ちゃんが、アタシは好きになったんだもん！」

「山芽さん……」

　感極まったといった様子で、ホタルが山芽の手を握りしめる。

「そうですわね。山芽さんの言うとおりですわ」

「そーだよ！　アタシ達のマモル兄ちゃんが、あんな奴やつに負けたままだなんて悔しいよ！」

　つかの間の友情が芽生えたのか、さりげなくアタシが、アタシ達にグレードアップしている。

「そうですわ。私達のマモルさんが負けたままだなんて納得できません」

「ああ、二人の言うとおりだ。拙者達の陰かげ守もりには、再び陰守まりもに挑戦し見事に勝利してもらわねば」

　さりげなく椿つばきも自己主張する。

　連れん帯たい感かんとか仲間意識ってのを味わうことしばらく。

「そうと決まったらさっそく行動せねばな」

　椿が立ち上がった。

「陰守の居場所は分かるのか？」

「うん、それだけは何とかまりもから聞き出しといたよ」

「今から向かえば明日の朝には着けるはずですわ」

　二人の答えに、椿は満まん足ぞく気げに頷うなづいた。

「準備して早速向かおうではないか。拙者らが鍛たん錬れんに協力し、陰守にさらに強くなってもらうのだ。そして、正々堂々と陰守まりもと立ち合い、今度こそ勝ってもらうのだ」

　椿は意い気き揚よう々ようと道場を出ていく。旅たび支じ度たくでもしに行ったのだろう。

　真まつ双ぷた津つ椿。その体に流れるのは紛まぎれもない侍さむらいの血。正々堂々とした戦いを美徳とする、武士道の塊だ。

　だけど、山芽とホタルは違う。忍にん道どうの塊だ。

　忍道においては、正々堂々なんて言葉、ハナクソぐらいの価値しかない。

　ズルとか卑ひ怯きようとかが、むしろ誉ほめ言葉として通用するのだ。

（鍛錬ですか、ちょっとまどろっこしい気がしますわね）

　ホタルは思った。

（鍛錬って、ちょっとまどろっこしいよね）

　山芽も思った。

　そして、二人してにふふふと笑った。

　それは、忍しのびが何か良からぬことを思いついた時に見せる、世にも良からぬ笑みだった。
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　ここは、どこぞの山。

　昼の太陽の下、マモルはぐるぐると鍋なべをかき混ぜていた。

　山ごもり生活も一週間。こうやって雑ぞう炊すいを作るのにもすっかり手て馴なれている。最近は近くの川で捕れた魚を入れたりもして、味にもバリエーションをつけているほどだ。

　だけど、食べさせる相手が四頭の熊くまってのが少し悲しいとこだった。

　張り合いのなさを感じながら、マモルは鍋なべに蓋ふたをする。

　雑炊が完成するのを待とうと、近くの石に腰こしを下ろした時だ。マモルは、鳥の鳴き声を耳にした。

「またかよ」

　軽く舌打ちすると、マモルはシュバって姿を消した。普通の肉にく眼がんでは見えないくらいの高速移動をしてのけたのだ。

　マモルがやって来たのは少し離れた場所。初日に見つけたゆうなカカシが立っている場所だ。

　案の定、ゆうなカカシは山鳥に突っつかれていた。

「こらあ！」

　マモルが近寄ると、山鳥は慌てて飛び立っていく。

「エサがある訳じゃないってのに、どうしてこうも毎日突っつかれるんだよ」

　ゆうなカカシの肩に落ちた羽根やフンを手で払う。

「まったく、油断もスキもあったもんじゃないんだからな」

　能天気なゆうなカカシの顔を見上げる。

「お前さんももうちょっと怖い顔してみろよ。そんなだから鳥に舐なめられるんだぞ」

　そこで、マモルは自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らす。

（僕、何やってんだろ？　こんなカカシを毎日心配して守ってるなんて）

　ゆうなを守る。生まれた時より課せられた絶対なる任務。

　それがなくなり、さぞやのびのびとできると思っていたがそうじゃなかった。

　何とも言えぬ空むなしさと言うものが、常に胸に漂っているのだ。

「ゆーなを守るってのが、骨身にしみ込んでるんだろ～な」

　呆あきれたようにマモルが呟つぶやいた直後だ。ガサゴソと茂みが音を立てる。

　そこから顔を出した人物に、マモルは驚いて目を丸くした。

「椿つばきじゃないか！？」

「おお、陰かげ守もり！　やっと見つけたぞ！」

　感極まったといった様子で、椿が駆け寄ってくる。

「まさかこんな山奥に潜んでいるとはな。散々探し回ったのだぞ」

　そこで、椿は能天気な顔したカカシに気がつく。

「これは、紺こん若にやくのカカシではないか！？　寂しさを紛まぎらわすためにこんなものを作っておったのか」

　少しだけ不満そうに、椿は呟つぶやいた。

「だったら、拙せつ者しやのカカシを作ってくれても良いのに」

「何訳の分からないこと言ってんだよ。これは僕が作ったんじゃなくて、もとからここにあったんだって」

　それから、マモルは不思議そうに尋ねる。

「で、椿、どーしてこんなとこに来たんだ？」

「どーしてではない！　これも陰守！　お主ぬしの為ためではないか！」

　椿がピシャリと言葉を叩たたきつける。

「聞いたぞ！　陰守まりもに破れ、任務を奪われた挙句家を追放されたそうではないか。お主が任務と家を取り戻せるよう、手助けに来たのだ」

　椿は拳こぶしを握り締める。

「拙者らがお主の鍛たん錬れんに手を貸し、陰守まりもを倒すほど強くなってもらうのだ！」

　燃える瞳ひとみで椿が訴える。マモルはいろいろと言いたかったけど、その前に確認しておきたいことがあった。

「椿、今、拙者らって言ったよな？　つまりそれって……」

　マモルが言いかけた直後だ。別々の茂みから、見慣れた人物がそれぞれ飛び出してくる。

「マモル兄ちゃん！！！」

「マモルさん！！！」

「やっぱりお前さん達たちも一緒だったか」

　やれやれと息を吐き出す。

「マモルさん、お久しぶりです。会えて嬉うれしいです」

「マモル兄ちゃん、ずっと会えなくて寂しかったよ」

　顔をほころばせて歩み寄ってくる二人は、笑うゆうなカカシに気が付く。

　二人は、椿と同じように勘違いした。

「どうせなら、私のカカシを作ってくだされば良かったのに」

「アタシのカカシをどーして作ってくれないの？　アタシ、カカシになっても元気だよ」

「だ～か～ら～、これは僕が作ったんじゃなくって、まりもが修行に使ってたのが最初からあったんだよ。ここはあいつの修行場だったんだから」

　マモルの説明に、とりあえずは納得してくれたようだ。

「さあ、陰かげ守もり。早速鍛たん錬れんを始めるぞ。今以上に強くなり、陰守まりもを倒すのだ」

　マモルは、ゆっくりと首を横に振った。

「気持ちはありがたいけど、必要ないよ」

「どういうことだ？」

「まりもに、リベンジするつもりなんかないってことだよ。だって、やっとわずらわしい掟おきてから解放されたんだ。これからもうゆーなのことを気にせずのんびりと暮らせるんだ。陰守本家の跡あと取とりの座なんて、喜んでまりもに譲ってやるよ」

　意固地にそう言い張るマモルに、椿は言葉を失う。

「それは、本心なんですか？」

　ホタルが口を開いた。

「え？」

「それが、本当にマモルさんの気持ちなんですか？」

　優しい口調。だけど、心の奥底を覗のぞき込むように尋ねる。

「僕は……、僕は……」

　マモルが口をモゴモゴとさせてた時だった。

　グモモモモモ！

　もだえ苦しむかのような獣の声が聞こえてくる。

「あいつら、何かあったのか？」

　一応、面倒を頼まれてる身としては放ほうっておくわけにはいかない。マモルは唸うなり声が聞こえた方向へと足を進めた。

　先程まで鍋なべをかき混ぜていた場所へと到着する。

　そこは、ちょっとした事件現場となっていた。

　野原にぶちまけられた雑ぞう炊すい、逆さまに転がる鉄てつ鍋なべ。

　そして、腹を押さえ苦く悶もんの表情を浮かべる四頭の忍にん熊くま達たち。

　どんなに察しの悪い探偵だって、この現場を見れば何が起こったのか理解するだろう。

　雑炊に、毒どくが入れられたのだと。

　だけど、雑炊を作ったマモル本人に言わせてもらえれば、そんなもんを入れた記憶などこれっぽっちもないのだ。

　いつもと同じように、魚でダシを取り干ほし肉にくと刻み野菜を入れて作った雑炊だ。腹痛を起こすようなものなどこれっぽっちも入れていない。

（どういうことなんだ？）

　困惑しているマモルの後ろで、ホタルと山やま芽めが叫ぶ。

「あ、あなた達！　何をしてくれてますの！　それはマモルさんに食べてもらわないと意味がないのに！」

「そーだよ！　せっかく薬を入れたんだよ！」

　山やま芽めの言葉に、ホタルが目をつり上げる。

「ちょっと、山芽さん。薬って何のことですの？　あんたまさか、マモルさんに一いつ服ぷく盛ろうとしてたんじゃ？」

「ホタルだって、マモル兄ちゃんに食べてもらわないと意味ないとか言ってたじゃない。甲こう賀がの得え体たいの知れない薬を入れたんじゃないの！？」

　真犯人の登場だった。

　いがみ合う二人の間で、マモルが険悪な声を出す。

「おい、お前達たち、鍋なべに一体何を入れたんだよ？」

「あはは」

「おほほ」

　忍にん法ぽう、ごまかし笑いが炸さく裂れつしたけれど、マモルに通用するはずもない。

「その、マモルさんにてっとり早く強くなっていただこうと、甲こう賀が秘伝の戦力増ぞう強きよう薬を」

「アタシも、マモル兄ちゃんに早く帰ってきて欲しいから、強くなる伊い賀がの秘薬を」

　もじもじしながら白状する。

「たまたま見つけた鍋に薬をぶち込んだってことなのか」

　困ったもんだと、マモルが息を吐き出した。

「雲くも隠がくれ！　服部はつとり！　お主ぬしらは何とずる賢いことを考えるのだ！　そんな卑ひ劣れつな手段で勝ったところで、本当の勝利とは言えぬのだぞ！」

　武士道全開で二人を叱しかりつける椿つばきを、マモルはまあまあとなだめる。

　それから、まだしおらしくしてる二人に尋ねた。

「それで、あの忍にん熊くま達は大丈夫なのか？　一応人様の動物だし、もしものことがあるとマズいんだけど」

「それならば大丈夫ですわ。完かん璧ぺきな調合で作られた薬ですから」

「こっちも心配いらないよ。おばあちゃんの腕を信じてよ」

　自信たっぷりに言う二人に、マモルが真顔で呟つぶやいた。

「だけど、二つの薬が混じってるだろ？」

「あっ！」

「うっ！」

　二人はとっても素敵に押し黙った。

　伊賀と甲賀、二つの仲が超絶に悪いことは今さら説明するまでもない。その確執はチョモランマよりも高く、マリアナ海溝よりも深い。

　そんな仲の悪い双方が作った忍にん薬やく。それらの相性がいい道理はないだろう。

　案の定、四頭の忍にん熊くまはお椀わんを落とした。腹を押さえその場にうずくまってしまう。

「あああ、大変だよ。早く解げ毒どく剤ざいを！」

「急いで解毒剤を！」

　竹筒を取り出し駆け寄る二人、だけど忍熊が大きく右手を振った。強烈な一撃に弾はじき飛ばされる。

　林の奥へ消えていく山やま芽めとホタルをそのままに、椿つばきが深刻な息を吐き出した。

「陰かげ守もり。気づいておるか？　あの熊らの姿」

「ああ、どうやら伊い賀がと甲こう賀がの薬が厄介な形で効いちまったようだな」

　忍熊達たちの全身の筋肉が膨れ上がっていた。毛は逆立ち、殺さつ気き立っている。ギョロッと飛び出した瞳ひとみは血ち走ばしり、目の焦点は合っていない。歯を剝むき出しにした口からはだらだらとヨダレが流れている。

　どこぞの魔法使いにバーサクを重ねがけされたかのような状態だ。

「放ほうっておいて里にでも降りたら大変だな」

　椿が、腰こしの剣に手をかけた。

「気の毒どくだが、しばし眠っていてもらうぞ」

　四頭の忍熊に向かって走り出し、椿は剣を引き抜いた。

「真まつ双ぷた津つ流奥義！　波は浪ろう無む限げん斬ぎり！！！」

　数え切れないほどの剣けん撃げきが忍熊達を襲う。

（しばし？　下手したら永遠に眠っちまうんじゃないか？）

　容赦なしの必殺技に、ちょっとだけ心配になるマモル。

　だけど、その必要はなかった。

　何と四頭の忍熊が鋭い爪つめで椿の剣撃を完全に防いでしまったのだ。

「し、信じられぬ。拙せつ者しやの必殺技を……」

　呆ぼう然ぜんとする椿めがけて、忍熊達が襲いかかる。

「!?　危ない！」

　慌てて飛び出したマモルは、椿をかばうように立ち忍刀を引き抜く。

　その脇わきを、すごい勢いで忍熊達が通り過ぎていく。

「奴やつら、拙者らの姿など眼中にないといった様子であったな。まるで他ほかに標的があるかのようだ」

「他の標的……」

　マモルはハッとした。思い当たる節があったのだ。

「まさか、まさかあいつら！」

　地面を蹴ると忍熊達の後を追いかける。

　マモルの予想どおりだった。忍熊達が向かったのは、ゆうなカカシだったのだ。

「止やめろ～～～！！！」

　マモルの声も届かず、忍にん熊くまは鋭い爪つめを振るった。一瞬にしてゆうなカカシがハギレと化し宙に舞う。

　まりもは修行のため、忍熊達たちにゆうなカカシを襲わせていた。かなり長い期間、その修行は続けられていたのだろう。

　体に刷り込まれた記憶が、バーサク状態になり蘇よみがえってしまったようだ。

　さらに、事態は悪い方向へと転がり落ちる。

　ゆうなカカシをハギレにしただけでは満足できないのか、忍熊達の荒い鼻息は収まらない。

　そして、一同はある方向へと目を向ける。東とう京きよう都と小こ鐘かね井い市しの方向だった。

「！？」

　表情を強こわばらすマモルを残し、忍熊達が飛び立っていく。

「マモルさん！」

「マモル兄ちゃん！」

「陰かげ守もり！」

　駆けつけてくるホタルと山やま芽めと椿つばきに、マモルは青ざめた表情で言った。

「あいつら、カカシだけじゃ飽きたらず本物を狙ねらうつもりなんだ」

　ゆうなの近くにはまりもがいる。だけど、伊い賀がと甲こう賀がの秘薬によって半なかば化け物になってる忍熊達を完全に防ぎきれるか分からない。

　マモルは服に手をかけ一気にはぎ取った。お決まりの忍しのび装しよう束ぞくとなる。

「ゆーなに、ゆーなカカシと同じ運命をたどらせてたまるか！」

　そう叫ぶと、マモルは一気に飛び立った。
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　小こ鐘かね井い市しに夕暮れがやって来た。

　今日もいつものとおり、ゆうなはまりもの隣でくっちゃべっていた。

「それでね、遊園地に行った時もね、気がついたらまも君がいたんだよ。どこに行くにも一緒だったんだ」

　毎度お馴な染じみの、マモル話だった。

　ひととおり話をしてから、ゆうなはあって声を上げる。

「またわたし、まも君の話ばかりだったね。ごめんね」

　謝られたまりもは、大丈夫ですと答えながらちょっとした疑問を覚える。

「紺こん若にやくセンパイ、一つ聞いてもいい？」

　まりもは、そう前置きしてからゆうなに尋ねた。

「いつも、兄さんが一緒だったでしょ。半なかば付きまとわれてるんじゃないってほどに」

　これは誇張でも何でもない。陰かげ守もり家は、いつもいつでもどんな時でも守る！　が身上。下手なストーカーよりも付きまとっている。

「迷めい惑わくだとか、嫌だなとか、思ったことってないの？」

「そんなことないよ！」

　まりもの質問に、ゆうなは即答した。

「まも君のこと、迷惑だとか嫌だなんて思うなんてあるはずない！」

「だけど、兄さんはドジでマヌケで注意力がなくて失敗ばかりする人よ」

　ゆうなの前では、そのキャラを演じきっていたはずだ。

「それなのにどうして迷惑じゃないの？」

「だって、まも君は優しいし、楽しいし、それにまも君と一緒にいるとすごく安心できるんだもん」

　ゆうなはまっすぐな瞳ひとみで言った。

「だから、まも君と一緒で嫌だなんて思ったことなんかないよ。ずっと一緒にいられたらなって思ってるもん」

　ゆうなの言葉に迷いは微み塵じんも感じられなかった。

「安心できる……ね」

　何か思うところがあるかのように、口の中で呟つぶやく。

　と、その時だった。まりもは肌がざわざわと粟あわ立だつ感触を覚える。

　向かってくる殺さつ気きを感じ取ったのだ。それも、一つじゃない。

　猶ゆう予よはなかった。まりもはゆうなを抱きかかえると力強く跳ちよう躍やくする。一瞬遅れで、それまで二人が立っていた場所が弾はじけ飛んだ。

　十数メートルほど離れたアスファルトの地面に着地し、自分達たちを襲撃した連中へと目を向ける。

　地面に爪つめを突き立てているのは、見覚えのある四頭の忍にん熊くま達だった。

「あなた達、一体どういうつもり？　私達を襲うなんて」

　まりもが鋭く尖とがらせた声を飛ばすが、忍熊達は血ち走ばしった瞳を向け唸うなるだけだった。

「仕方ないわね」

　まりもは地面にゆうなを下ろす。

　何が起こったのか理解できず、ゆうなは目をぱちくりさせている。

「これは夢ってことにしておいて」

　そう呟くと、まりもは隠し持っていた眠り針でゆうなの首筋すじを突いた。

　す～～～～～～。

　気持ち良さそうに眠るゆうなを守るように立ち、まりもは自らの制服に手をかけ一気に剝ぎ取る。

　グルグル眼鏡めがねのさえない女子高生が、一瞬にして冷徹な雰囲気のくノ一へと変化した。

「一いち郎ろう、次じ郎ろう、三さぶ郎ろう、四し郎ろう、少し痛い目にあってもらうわよ」

　まりもが忍にん者じや刀とうを引き抜き構える。

　この四頭の忍にん熊くまはまりもが忍しのびの技を叩たたき込んだ。

　クセや力量も十二分に把握しているし、単純な実力で考えても負けるはずはなかった。

　さっさとけりをつけるため、まりもはいきなり大技をしかけた。

「陰かげ守もり忍にん法ぽう！　逆さナマズ斬ぎり！」

　その一撃で、目の前にいた一郎を仕し留とめる。さらに返す刃やいばで、次郎をも戦闘不能にする計算だった。

　しかし、その計算はいきなり破は綻たんした。

　強烈なまでの一撃を、忍熊、一郎は右手でがっちりと受け止めたのだった。

「!?」

　さらに、左手の爪つめを突き出す。体をひねり紙一重で避けたまりもは、忍者刀を捨て上空へと逃げる。

　今の一瞬の立ち合いでまりもは理解した。

　忍熊が、かつての彼らではないことを。見かけだけでなく忍の実力までもがはるかにパワーアップしている。

　一頭でまりもと同格、いや、下手したらそれ以上の力を持っている。四頭まともに相手にして勝てるはずがない。

「くっ」

　一撃必殺とばかしに、まりもは忍者服の中からありったけの爆ばく裂れつ玉だまを取り出し忍熊達たちに向かって投げつけた。

　炎ほのおが火ひ柱ばしらとなり立ち上がる。

「骨すら残らないでしょうね」

　着地したまりもは、少しだけ寂しそうに呟つぶやいた。仕方のない状況だったとはいえ、自分が手塩にかけて育てた忍熊を葬ほうむるのはつらいことだ。

　しかし、そんなまりもの耳に信じられない声が聞こえてくる。

　ぐるるるるるるる！

「そんな……まさか」

　その、まさかだった。

　次の瞬間、竜巻が発生し炎が消えうせる。忍熊達が体を回転させ炎を吹き飛ばしたのだ。

　毛の先っぽが少し焦げたぐらいで、火傷やけど一つ負ってはいない。

　予期しない展開に驚くまりもに、三さぶ郎ろうが体を丸めると突進してくる。避よける暇もなく、まりもは弾はじき飛ばされた。

　横たわるゆうなの近くへと、まりもは転がっていった。

「くはっ」

　激痛が走る。少なく見積もってもアバラを五、六本は痛めてしまっただろう。

　とどめとばかしに、一いち郎ろうと四し郎ろうが爪つめを振り上げまりもに飛び掛かる。もはや忍にん者じや刀がたなをなくした今、それを防ぐことはできなかった。

　恐ろしさに一瞬目を閉じるまりも。だけど、その耳に響いたのは爪が自分の肉を切り裂く音ではなかった。

　ガキンという、激しい衝突音。

　ゆっくりと目を開けたまりもが見たものは、自分と同じ色の忍しのび装しよう束ぞくを着た男の後姿だった。

「陰かげ守もりマモル！！！」

「危ないとこだったな。まりも。もうちょっとでゆーなと二人ともお陀だ仏ぶつになるとこだったぞ」

　忍者刀を構え、マモルは肩越しに言った。












「陰かげ守もりマモル！　忍にん熊くま達たちに一体何をしたの！？」

「詳しい話は後だ。今はあいつらを何とかしなきゃな」

　忍熊達を睨にらみ付ける。

　グルルルルルル！

　新たな邪じや魔ま者ものの登場に忍熊達は怒りの唸うなり声を上げた。

　そして、マモル達を取り囲みぐるぐると回転し始める。

「熊爪身斬烈を使うつもりね」

　まりもが歯嚙がみする。

「今の彼らにあの技を出されたら、防ぎようはないわ。私達全員、細こま切ぎれにされるだけよ」

「防いでみせるさ。絶対に」

　力強く、マモルは言った。

　グオオオオ！！！

　十分に加速した忍熊達が、一気に輪を狭せばめた。鋭い爪が三人に迫る。

「どりゃあああああ！」

　マモルは叫び、忍者刀片手に全身をひねった。

「陰守忍にん法ぽう、渦うず潮しお捻ひねり！！！」

　回転速度は、マッハを超えた。




　そ・し・て……




「うっぷ、気持ち悪い」

　マモルは口元を押さえると、ふらふらとよろめいた。

　マッハな回転をしたのだ。気持ち悪くなって当然だろう。

　周りには、ふっとばされた忍熊達が転がっている。完全に気を失っていた。

　変へん貌ぼうしていた体も、少しずつ元に戻り始めている。どうやら薬の効き目も切れたようだ。

　マモルは横たわるゆうなへと歩み寄った。まりもの眠り針の効果で、まだスースーと寝息を立てている。

　バナナの夢でも見てるのか、ゆうなはにふふふと笑い出した。

「自分がどんなに危ない目にあってたかも知らず、気持ち良さそうに眠りやがって」

　優しく目を細めたマモルは、気がついていた。

　この一週間、ずっと感じていた空むなしさの原因を。

（そっか、僕はゆーなのこんな笑顔が見たかったんだな）

　これまでずっと守り続けてきたのは、家の掟おきてだからってだけじゃなかったようだ。

　自分が守り抜いたこの笑顔を見るのが、好きだったのだ。

　ゆうなの笑顔を見るたびに、必死の思いで守り続けた自分を誇らしくも思っていたのだ。

「マモルさん」

「マモル兄ちゃん」

　おっつけ駆けつけてきていたホタルと山やま芽めが、優しく声をかける。

「やっぱり、マモルさんは、ゆうなさんのことを守っているのが似合っていますよ」

「そうそう、ぶつくさぼやきながらゆーなお姉ちゃんを助けてるのがピッタリだよ」

「確かに、そーだな」

　静かに頷うなづいてから、マモルはゆっくりと首を動かした。

　まりもへと顔を向けると、深刻な表情で言った。

「まりも、一度負けた身でこんなことを言える立場じゃないのは分かってる。だけど、もう一度だけ、陰かげ守もり家の任務をかけて僕と戦ってくれ」

「戦う？　もうそんな必要もないわ」

　まりもはゆっくりと首を振る。

「だって、私の負けだから」

「え？」

「私が歯が立たなかった忍熊達を、陰守マモル、あなたは忍にん術じゆつ一つで撃退した。紺こん若にやくゆうなを守るために、ふだんの何倍、何十倍もの力を発揮した。私にはできないことだわ」

　軽く、息を吐き出す。

「それに、私は紺若ゆうなを物理的に守れたとしても、彼女に安心を与えることはできないわ。それができるのは、悔しいけどあなただけよ。陰守マモル」

　まりもが、マモルに背中を向ける。

「裏陰守の娘が本家になろうなんて無理な話だったのね。もう、夢は忘れるわ」

「これからどうするんだ？」

「田舎いなかに帰って、普通に暮らすわ。もはや私が忍しのびであり続ける理由もない」

「忍を捨てる……ということですの？」

　ホタルの問いにまりもは何も言わなかった。それが、答えだったのだろう。

「さよなら」

　ぶっきらぼうにそう言い、走り去ろうとするまりもを、マモルは大声で呼び止めた。

「おい！　待てよ！」

　それから、鼻の頭をポリポリと搔かきながら言う。

「お前さんも、この一週間でよっく分かっただろ？　ゆーなを守るってのがどんなに大変かってことがさ。ずっと守ってる身として言わせてもらえば、確かにやりがいはある。だけど、どーしよーもなく疲れることだってあるんだ。だから……」

　迷いのない口調で、マモルは続ける。

「まりも、お前さんさえ良ければ、たまに手伝ってくれないか？」

「！！！」

　まりもが驚きの表情を浮かべる。

「私は、お前から任務を奪った人間よ」

「言い換えれば、僕から任務を奪えるくらいの手て練だれだってことだ。お前さんにだったら、ゆーなのこと任せられるからな」

「だけど、それは……」

　本心は引き受けたいのだろう。だけど、これまでしてきたことがあるから、素直に返事を言い出せない様子だ。

　そんなまりもに、マモルは大声で叫んだ。

「いいから黙って言うことを聞け！　陰かげ守もり本家跡あと取とり、陰守マモルの命令だ！」
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　にっこにっこにっこにっこにっこ。

　そんな音が聞こえてきそうなくらい、パワフルな笑みだった。

「なあ、ゆーな」

　お隣の席に座りながら、マモルが注意する。

「いくら何でも、朝から笑いすぎじゃないか？　病気を疑うたがわれるぞ」

「仕方ないよ。だってまも君が帰ってきてくれたんだもん♪」

　嬉うれしくて嬉しくてたまらないといった様子で、ゆうなが言った。

　バーサク状態になった忍にん熊くまとの戦いから、丸一日が経過している。

　一時間目の授業が始まるのを待つ、朝の教室だった。

　朝、まりもを呼びにやって来たゆうなが、ひょっこりと顔を出すマモルと遭そう遇ぐうした時の喜びようといったらなかった。これは夢か幻かと大騒ぎする始末。

　それを考えたら、これぐらいのにっこにっこはまだまだ許せる範囲なのかもしれない。

「だけど、残念だね。まも君と入れ違いに、まりもちゃんが田舎いなかに戻っちゃうなんて。また体調が悪くなっちゃったんだよね」

　思い出したように、ゆうなはしょんぼりとした。

（にっこにっこしたり、しょんぼりしたり、忙しい奴やつだな）

　そんなことを考えながら、マモルは口を開く。

「でも、たまには遊びに来るって言ってたぞ」

「えっ、本当に!?」

　ゆうなが、驚いて喜ぶ。

「ああ、だからその時はまた仲良くしてやってくれよ」

「うん、もちろんだよ！」

　元気よく、ゆうなは答える。表情はまたにっこにっこに戻っていた。

　周りから心配されるくらいの遠えん慮りよのない笑顔に、マモルはやれやれとため息を吐き出す。

（でもま、しょんぼりしてるよりは何百倍もマシか）

　ゆうなのにっこにっこを見つめながら、マモルは思った。

（やっぱり、ゆーなは脳のう天気に笑ってるのが似合ってるよな）

　それから、マモルはちょっとばかし疑問に思っていることを口にした。

「ところで、ゆーな。沢さわ菓がしはどうしたんだ？　二年の時はほぼ毎日クラスに乱入してきたじゃないか。三年になって少しは自重することにしたのか？」

「ううん、そんなことないよ。愛あい里りは毎朝遊びに来てくれるよ。だけどね」

　ゆうなが少し表情を曇らせる。

「前は『すごく元気な女の子』だったのに、最近は『ちょっと元気な女の子』になっちゃったんだ」

　よく分からない言い回しだが、どうやら愛里の元気がダウンしているとのことらしい。

　マモルにとっては吉きつ報ぽうだった。それならいたぶられずにすむではないか。

　思わずほくそ笑んでしまっている時だった。のっそりと教室に入ってくる人影があった。

　人を睨にらみつけるためにあるかのようなつり目。人を小こ馬ば鹿かにするかのような口元。

　話題にも出てた、沢菓愛里だ。

「おはよ～～～」

　ローテンションな様子でゆうなの元へとやって来る。

　ちょっと元気な女の子……どころじゃない。

　まるっきりローテンションな女の子だ。

　マモルがいるのにも気が付かず、愛里はゆうなに話し始めた。

「ねえ、ゆうな。急な話なんだけど………愛里ね、休学することにしたの」

「えええ！」

　ゆうなが目を大きくして驚く。

「どうして？」

「ちょっとした、家庭の事情って奴やつよ。決して、アホルのこと待とうなんて思ってるわけじゃないのよ！」

　不自然なぐらい力強く叫ぶ。

「大丈夫！　休学しても愛里とゆうなの友情は変わらないわ。家にはいるからいつでも遊びに来てね。愛里も遊びに行くからね」

「うん、分かったよ」

　愛あい里りの手をギュッと握り、涙ぐみながらゆうなは頷うなづいた。

「友情は変わらないよね。ずっとずっと友達だよね」

「そうよ、友情は永遠なのよ！」

　思う存ぞん分ぶん、固い友情を誓い合ってから、ゆうなは残念そうに呟つぶやいた。

「せっかくまも君が戻ってきたのに、今度は愛里がいなくなっちゃうなんて。寂しいな」

「何ですって！！！」

　愛里が大声を上げる。

「アホルが、戻ってきた！？」

「うん」

　ゆうなが愛里の後ろを指差す。ゆっくりと振り向いた彼女が目にしたのは、ヘラヘラって笑うマモルだった。

「おっす、沢さわ菓がし、久しぶりだな」

「ア……ホル」

　愛里が酸欠の金魚みたく口をパクパクさせる。

「そっか、沢菓は休学するのか。いや～～、残念だな～～～」

　ちっとも残念じゃなさそうな口調で、マモルは言った。

「あ、でも心配いらないぞ。沢菓と僕との友情も永遠だからな。何も心配しないで家庭の事情ってのに専念すれば……」

　くっちゃべるマモルの口に、超高速で親指が二本突っ込まれた。

「なにが、沢菓と僕との友情も永遠よ！　あんたとの間に友情なんてあるはずないじゃない！　こん口は！　こん口は！」

　容赦なしに上下左右に引っ張る。

「あだだだだだだだ」

　本気で痛がるマモルの口から指を引っこ抜き、愛里はゆうなに顔を向けた。

　そして、甘ったるい猫なで声で言う。

「喜んで！　ゆうな。愛里の休学の話、キレイさっぱりなくなったわ」

「ええっ、本当！？」

「本当よ。だからこれからも楽しい学園生活を送りましょ！！！」

　再びゆうなの手を握ってから、愛里はチラリとマモルを見る。

　誰だれにも聞こえないような、小さな声で囁つぶやいた。

「お帰り、アホル」

「ん、何か言ったか？」

「な、何でもないわよ。あ～あ、せっかく休学がなくなってもアホルが戻ってきたんじゃ意味ないわね」

　口では嘆きながらも、不思議と嬉うれしそうな顔で愛あい里りが教室を出て行く。

「良かった、愛里がまた『すごく元気な女の子』に戻ってくれて」

「まったく、何なんだよ」

　ジンジンと痛む口を押さえながら、マモルは考える。

（しかし、突然なくなるなんて。あいつの家庭の事情って何だったんだろ？）

　しばし考えたけど何も思いつかない。

（ま、金持ちには金持ちの事情ってのがあるんだろーな）

　適当にそう納得することにすると、マモルは窓の外を見る。

　一日登校しただけで休学してしまったから、何だか今日からが新学期の始まりのような気がした。

（今年度も、いろいろあるんだろーな。ゆーなは相変わらずの不幸体質だし、トラブルのオンパレードは覚悟しとかなくちゃな）

　改めて覚悟を決めた時だった。隣からゆうなの華やいだ声が聞こえてくる。

「あ、まりもちゃん♪」

（えええっ！）

　マモルは驚いて首を動かす。ゆうなの見間違いでも幻覚でもなかった。教室に入ってくるのはグルグル眼鏡めがねの女の子。陰かげ守もりまりもだ。

「まりもちゃん、また田舎いなかに帰っちゃったんじゃないの？　まも君が言ってたよ」

「私が田舎に？　そんなことないわ」

　まりもが首を横に振る。

「兄さんの冗談でしょ」

「も～～、まも君。わたし本当に悲しかったんだからね」

　ゆうながマモルに唇を尖とがらせて見せた。

「でも良かった。まりもちゃんがどこにもいかないでくれて。三人で仲良くできるね」

　にこやかにくっちゃべるゆうなをそのままに、マモルは激しく困惑していた。

（どういうことだ？　まりもは昨日荷物をまとめて出てったはずだぞ。なのにどーして？）

　そんなマモルに、まりもが弁当箱を突き出す。

「これ、忘れ物よ。お母さんが届けるようにって」

　弁当箱を受け取る際、マモルはまりもの手に人差し指を当てた。そして、小刻みに指を動かす。

　忍にん法ぽう、指ゆび伝でん達たつ。指の動きで意志を伝えるという術だ。いわばモールス信号のようなものなのだ。

『おい、どうしてお前さんがここにいるんだ？　田舎に戻ったんじゃないのか？』

　マモルの質問に、まりもは同じように人差し指で答えた。

『帰るはずないじゃない。私は、陰かげ守もり本家の跡あと取とりであるあなたから、正式に協力を頼まれたんだから』

　さらにまりもの指が小刻みに動く。

『田舎に戻ったのは、両親にそのことを伝えに行ったから。二人とも大喜びで送り出してくれたわ。田舎から米とか野菜とかを送ってもらうようにしたし、桜さくら子こさんも喜んでいたわ』

『おい、ちょっと待てよ。それじゃお前さんはまた僕の家に住むってことなのか』

『そういうことね』

　そこで、まりもは手を離した。

（僕は、たまに手伝って欲しい！　って言ったはずだ。決して、いつも手伝って欲しい！　なんて言ってないはずだぞ）

　呆ぼう然ぜんとするマモルに、まりもはにっこりと微笑ほほえみ、言った。

「よろしくね、兄さん」
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「フフ、マモルったら何て間抜けな顔してるのかしら。よっぽどまりもちゃんのことが驚きだったのね」

　浅せん間げん山やま学がく園えん高こう校こうの校舎を取り囲む林の中、木の枝に立ちながら桜子母さんがニヤニヤと笑う。

　服装は忍しのび装しよう束ぞく。こっそりマモルの様子を覗のぞいていたようだ。

「だけど、母さん。まりもちゃんが引き続き家に滞在することは昨晩のうちには決まっていたことだろ？　どうしてマモルに秘密にしてたんだ？」

　同じく忍装束の堅けん護ご父さんが、近くの枝の上から尋ねる。

「そんなの決まってるじゃない。その方が面白いからよ」

　桜子母さんはきっぱりとおっしゃった。

「確かに、違いないな」

　堅護父さんも同意する。つくづく困った両親だ。

「それよりも、あなた。いつまでマモルにあのことを黙っているつもりなの？」

「あのこと？」

「陰守護ご兵へ衛えが、陰守家を追放された本当の理由よ。いつかは告げなくちゃならないことなんでしょ？」

　桜子母さんの言葉に、堅護父さんが頷うなづく。

「ああ、分かっている。だけど、下手に教えて意識されてしまったら逆効果だからな。もうしばらくは黙っていようと思うんだ」

　静かに目を細めると、硬い口調で言う。

「陰かげ守もり護ご兵へ衛えが陰守家を追放された理由。それが、紺こん若にやく家の娘と恋仲になったからってことは」

　陰守家は、紺若家を守るためだけに存在している忍しのびの一族。

　紺若家と交わることは、連れん綿めんと続くその伝統と掟おきてを断ち切る行為なのだ。

　守る一族と守られる一族。この二つは決して交わることなく存続していかなければならない。

　それは、決して変えてはならない掟なのだった。

「マモルに恋人でもできたら、話してやるさ。その時なら、真実を知ったからと言ってゆうなちゃんを意識することもないだろうからな」

　それじゃあ会社に行くと告げ、堅けん護ご父さんがシュバっと姿を消す。

「マモルに恋人……か。あの子のことだからいつになるか分からないけどね」

　息むす子この鈍感っぷりを嘆いた桜さくら子こ母さんだけど、すぐに前向きになった。

「でも、今年こそは母さん何としてでも話をまとめてみせるわよ」

　にんまりと微笑ほほえむ。

「まりもちゃんっていう、新しい恋人候補も加わったことだしね。一つ屋根の下での共同生活。ゆうなちゃんを守るという共同作業。これで何も芽生えないはずがないわよ」







　遠い親しん戚せきである陰守まりもと、一つ屋根の下で暮らすことになってしまったマモル。

　冴えない風ふう体ていはすべて変装。その正体は超絶美少女っていうくノ一だ。

　桜子母さんの思おも惑わく通りに、ことははこんでしまうのか。

　様々な不安を残し、マモルの新しい一年がスタートしたのだった。








おわり







第②話　伊賀　ＶＳ　甲賀！　仁義なんてない戦い
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　ここは日に本ほんのどっか。

　奥深い山の中に、小さな社やしろが建っていた。

　かなり年季の入った社だけど、よく手入れされているのか、粗そ末まつな感じはない。

　むしろ、歴史の重々しさすら感じさせるほどだ。

　時は深夜、月明かりに照らされる祠ほこらの周りには数人の男達たちが立っている。

　深い緑の忍しのび装しよう束ぞくを着た男達は、手て練だれの伊賀忍者だ。

　それもそのはず、ここは日本一の忍の名産地を自負する伊賀の里。そしてこの社こそ、伊賀忍明神を祭る由緒正しい社なのだ。

「しかし、こうも厳重に見張りをする必要があるのか？」

　一人の忍にん者じやが、うんざりと呟つぶやく。

「何を言う！」

　別の忍者が、目をつり上げた。

「三日三晩の間、ここを守り続けるのが我らの役目！　掟おきてなのだぞ」

　掟、忍者社会においてはそれは絶対だ。

　掟を守れぬ者は、ナメクジ以下とののしられる程なのだ。

　時には、掟を守らなかったという理由だけで始末されてしまうこともある。

　うんざりとした声を出した忍者も、しおらしく口をつぐむ。

「さあ、気合を入れなおし見張るのだぞ」

　厳しい口調でそう告げた直後だった。近くの茂みが、ガサリと音を立てる。

　忍者達の中に緊張感が走った。

　しかし、暗くら闇やみの中姿を現したのは一頭のイノシシだった。軽々と抱き上げられるぐらいのサイズで、背中にはタテのシマが走っている。

　いわゆる、ウリ坊って奴やつだ。

　可愛かわいいらしいウリ坊の登場に、忍者達の表情もとろける。

「何だ、ウリ坊か」

「可愛いではないか」

　ウリ坊は、ゆっくりと忍者達たちに近寄ってくる。

　それにもかかわらず四本足が動いてなかったりしたけれど、忍者達は気にしなかった。

　可愛かわいいらしい円つぶらな瞳ひとみに、ＫＯされてしまっていたのだ。

「かわいそうに、親とはぐれてしまったのか」

「よしよし、わしが家で飼ってやろう。立派な忍にんイノシシに育ててやろう」

「いや、お主ぬしのところにはもう忍タヌキと忍ウグイスがいるではないか。ここは俺おれが」

「お前なんぞに任せたら只ただの駄イノシシになってしまう。ここは私が」

　誰だれがウリ坊を引き取るかで忍者達がモメる中、くだんのウリ坊はどんどん近づいてくる。

　そして、忍者達の足下までやって来た。

「ややっ！　お前は！？」

　その時になって、忍者達は気がついた。

　ウリ坊が、本物のウリ坊ではなく、ハリボテで作られた偽にせ物ものだってことに。

　滑車のついた台の上に乗っている。どおりで足が動かないわけだ。

「まさか、弾はじけウリ坊の術！？」

　弾けウリ坊の術。それは、ウリ坊のハリボテの中に火薬をつめ、敵陣の奥深くで爆発させるという忍にん術じゆつ。

　これは、思わず敵が油断してしまうような可愛いらしいウリ坊を作る美術センスが必要とされる高度な術なのだ。

　予想どおり、ウリ坊は木こっ端ぱ微み塵じんに弾け飛んだ。強力な爆風と爆炎が巻き起こる。

　だけど、日に本ほん一の忍しのびの名産地を自負する伊い賀がの忍者達だ。これぐらいの爆風や爆炎は受け身でどうにかしてしまうのだ。

　だけど、問題は爆煙だった。

「いかん！！！　これは痺しびれ煙ではないか！？」

「しくじったわ！」

　悔しそうに顔をしかめると、忍者達はバタバタと倒れていく。

　満足に動ける忍者がいなくなった後、数人の人影が忽こつ然ぜんと姿を現した。

「やったな」

「ええ、やりましたね。さ、早く」

　社やしろの扉が開かれ、一人が中へと入る。すぐに、一本の巻物を手に出てきた。

「これで、私達は救われます」

　お互いに顔を見合わせこっくりと頷うなずくと、人影達はシュバッと姿を消した。




　一方その頃ころ……





　　いくつか山を挟んだ向こう、甲こう賀がの里でも、同様の事件が起こっていた。

　　あまりに同じようなので、詳細は省く（あしからず）。




　　２






　休日の朝だった。

「ふわあああ」

　午前十時を過ぎた頃ころ、マモルはのんびりと起き出した。欠伸あくびを響かせながら階段を降りてくる。服装はパジャマのままだ。

　寝坊の原因は昨晩ゲームをしてたから。とてもスゴ腕の忍者とは思えないダラケっぷりだ。

「おはよう」

　のっそりとリビングルームに姿を現したマモルに、堅けん護ご父さんと桜さくら子こ母さんが嘆いた。

「マモル、何だそのだらしのない顔は。いくら休日だってだらけ過ぎだぞ」

「そうよ、少しはまりもちゃんを見習いなさい」

「フン、だったらまた僕を追放すればいいじゃないか」

　ブスっとして言うマモルに、両親はヘラヘラと笑った。

「何だ、お前、まだあの時のことを根に持っているのか？」

「バカね。あれはあんたを鍛えるためのウソに決まってるじゃない。一度追い出されることで、任務の大切さを再認識できたでしょ？」

　ここで止やめておけばいいのに、二人は続ける。

「まあ、お前が戻ってこなかったら、その時はまりもちゃんを本当に跡あと取とりにしようかな？　なんてちょっと思ったりはしたがな」

「むしろそうならないかしら？　なんてこともちょっと思ったりはしたけど、基本的にはあんたが戻って来るのを信じてたのよ」

　これじゃちっとも慰なぐさめになってない。

　憮ぶ然ぜんとしているマモルをよそに、両親は時計を見て声を上げる。

「あ、あなた。そろそろ時間よ」

「おっ、そうだったそうだった」

　堅護父さんがマモルに顔を向ける。

「マモル、父さんと母さんはお隣と映画に行く約束をしてるんだ。留守は任せたぞ」

「お昼はまりもちゃんと適当に食べててね」

　二人とも、陰かげ守もり家の忍者として、それぞれゆうなのパパ、ゆうなのママを陰からこっそりと守っている。普段から仲も良く、休日に一緒に出かけることだって珍しくはない。

「はいはい、分かったよ。行ってらっしゃい」

　適当に手を振るマモルを残し、両親はシュバって姿を消した。

「さてと、朝あさ飯めしにでもするか」

　冷蔵庫から引っ張り出した食パンを、もそもそと食べ始めた時だった。

「ただいま」

　玄関の開く音と共に、そんな声が聞こえてくる。しばらくして、ジャージ姿のまりもがリビングへとやって来た。

　相変わらずの個性的な髪型。もちろんグルグル眼鏡めがねだってガチョンと装着されている。

「やっと起きたの？　てっきり昼過ぎまで眠ると思ってたのに」

　そっけない口調で言ってから、まりもは辺りを見渡す。

「おじさんとおばさんは？」

「ゆーなの両親と映画だってさ。それよりお前さん、そんな格好して朝からどこに行ってたんだよ」

　マモルの質問に、まりもは答える。

「ぶる丸まるの散歩がてら、朝の鍛たん錬れんにね。都会じゃ体がなまるから」

（なるほど、両親がまりもを見習えってのはこういうことなのか）

　マモルとしてはあまり面白くない。これからずっと比較され続けたら、気持ちよく朝寝坊ができなくなってしまう。

「なあ、まりも。よく聞けよ」

　珍しく真ま面じ目めな顔つきで、マモルは話し始めた。

「僕ら陰かげ守もり家の忍者は、陰からこっそりとお隣を守るのが使命なんだ。こっそりとってのは、守ってるのがバレないようにって意味なんだぞ。だから、表向きは忍者とはかけ離れたイメージを保ってなくちゃならない。朝っぱらからジャージ着て鍛錬なんて問題行為だぞ？　鍛錬してるとこは隠してたとしても、そのジャージ姿を見られたらどうするんだ？　運動好きなイメージを持たれてしまうじゃないか」

　先輩風を吹かせて、マモルは続ける。

「これからは、僕みたいに休みの日は盛大に朝寝坊するぐらいじゃないと、一人前の陰守忍者とは……」

「あ、そうそう」

　マモルのお説教なんか華麗に無視して、まりもがジャージのポケットから何かを取り出した。

「はい、これ。忘れない内に渡しておくわ」

　小さく折りたたまれた紙の帯が二つ、マモルに投げられる。

「人がせっかく教えてやってるってのに」

　ぶつぶつ文句を言うも、自分が気持ちよく寝坊したいってのが本心だからあまりしつこくもできない。

「で、何だこれは？」

　気分を変えて、手の中の紙の帯に目を落とす。

「忍しのび鳩ばと二羽が届けに来たの。あなた宛あてみたいよ」

「僕宛てね」

　マモルは片方の紙の帯を開いた。そこにはミミズがのたうち回ってるような個性的な文字でこう書かれていた。





　マモル兄ちゃんへ




　　おいしいショートケーキができたから、これから届けに行くね♪




　楽しみに待っててよ♪







山やま芽め







　　マモルは続いてもう片方の紙帯を開く。

　　前のとは対照的に整った文字でこう書かれている。




　　マモルさんへ

　　かしわ餅もちなどをつくりましたので、お届けします。

　　お口にあえばよろしいのですが。




ホタル






「まいったな」

　顔をしかめるマモルに、まりもが不思議そうに小首を傾かしげる。

　横から覗のぞき込み内容を一いち瞥べつしてから、尋ねる。

「何か問題でもあるの？」

「そりゃあまあ、問題はあるよ。僕はあんこ系があまり得意じゃないってこととか、山芽のお菓子作りの腕は壊かい滅めつ的てきだってこととか。だけど一番の問題は、二人がここで顔を合わせるってことなんだよ」

　大きく息を吐き出す。

「まりも、お前さんも知ってるだろ？　伊い賀がと甲こう賀がってのはとてつもなく仲が悪いんだ。顔を合わせたら最後、まったなしで大ゲンカを始めるぞ」

　手しゆ裏り剣けんや苦く無ないが飛び交うことだろう。おまけにトゲトゲしてゴツゴツした武器だって混じるはずだ。

　爆ばく裂れつ玉だまだって大量に放ほうり投げられるかもしれない。いくらマモルが拾い集めても、うっかり爆発してしまう可能性もある。

　マモルと違ってキレイに受身の取れないテレビやソファーやテーブルなんかの末まつ路ろは、想像するまでもない。

　そして、それを知った桜さくら子こ母さんの怒りっぷりも、想像するまでもないのだ。

　しかも、責任は全部自分に押し付けられることだろう。

（ここは、さっさと朝あさ飯めしをすましてトンズラした方が良さそうだぞ）

　そう決め込んだマモルは、手にした食パンを一気に口に押し込んだ。

　忍しのびの古い術の中に、牛ぎゆう吞とん術じゆつと呼ばれるものがある。文字どおり、牛を飲み込むという忍術だ。

　もっとも、本当に飲み込むわけじゃない。観客を集団催眠にかけ牛を飲み込んでいるように見せるという幻術の一種なのだ。

　いくら忍者でも、何でもかんでも飲み込んでしまえるような特異体質はしていない。

　だもんで、乾いた食パンだって十分危険な代物だった。

「むぐぐぐぐ」

　食パンを喉のどに詰まらせ目を白黒させるマモルに、まりもが呆あきれたように息を吐き出す。そして、冷蔵庫から牛乳パックを取り出しマモルに渡した。

　牛乳で食パンを喉の奥に流し込み、マモルが一息ついた直後だった。

「やっほ！　マモル兄ちゃん！」

　いきなり天井がパカッと開くと、元気一杯の山やま芽めがひょっこりと顔を出す。

「お待ちかねのショートケーキだよ♪」

　それとほぼ同時に、床板がパカッて開くと、ホタルが姿を現した。

「こんにちは、マモルさん。かしわ餅もちを持ってきましたよ」

　当然のごとく、二人はお互いの存在に気がつく。

「ちょっと、山芽さん。あなたこんなところで何してますの？」

「それはこっちの台詞せりふよ！　ホタル、あんたこそ何してんのよ！」

　マモルにしてみれば、天井裏や床下から現れた時点で二人とも何してんだよと言いたいところだった。

「私はマモルさんにかしわ餅を作ってきましたのよ」

「アタシは、マモル兄ちゃんにショートケーキを作ってきたんだから」

　バチバチ！

「山芽さん、あなたまたマモルさんにお菓子を作ってきましたの？　いい加減、自分が作る物が毒どくだってことに気付いて欲しいですわ」

　バチバチバチ！！

「あんたの作る和菓子の方がよっぽど危ないよ！　甲こう賀がのどんないかがわしい薬が入ってるか分からないもんね」

　バチバチバチバチ！！！

　数百年来の怨えん恨こんを持つ伊い賀がと甲賀。それぞれの里の若手代表とも言える二人が、口ゲンカだけで満足できるはずがない。

　マモルは今後の展開を予感した。

「爆ばく裂れつ玉だま、拾い漏らさないようにしなくちゃな」

　諦あきらめの境きよう地ちの中、ポツリと呟つぶやくマモル。

　だけど、展開は少々違う方向へと転がり始めた。

「ま、いいですわ。食べる食べないはマモルさんの自由ですものね」

「そうだね。アタシ達たちがここでケンカしたって仕方ないもんね」

　山やま芽めが天井からしゅたって降りてくる。ホタルも、床下から飛び上がり床に着地した。

「マモル兄ちゃん、ショートケーキ。食べて」

「マモルさん、かしわ餅もちです。どうぞ」

　山芽が開いた紙箱を、ホタルが蓋ふたを開けた重箱を差し出す。それぞれに、ぐちゃっとして異臭を放つショートケーキ？　と、完かん璧ぺきに作られたかしわ餅が入っていた。

　だけど、それらのお菓子にはマモルは目もくれなかった。口を半開きにし、山芽とホタルの顔を眺める。

　そして、心底驚いたといった様子で言った。

「お前さん達たち、一体どーしちまったんだ？　この状況でケンカをおっぱじめないなんて、体の具合でも悪いんじゃ？」

「そんなんじゃないよ！」

　山芽が笑いながら首を振る。

「ただね、思ったんだ。顔を合わす度たびにケンカばかりしてたって、時間の無駄なんじゃないかって」

「数百年来の怨えん恨こんもありますが、いつまでもそれを引きずったところで何も生まれません。私達若者が、変えていく必要があるのではと思ったんです」

　神しん妙みような顔つきでホタルも続ける。

「山芽、ホタル」

　マモルは少々感動する。

　戦いの不毛さに気がついた二人を、素直に褒めてあげたい気分だった。だって、一生気がつかないと思っていたのだから。

（これが成長って奴やつなんだろうな。学年が変わるってことは大きいことなんだな）

　感心しているマモルの前で、山芽とホタルは口を開いた。

「だけど、マモル兄ちゃん。一番の理由は別にあるんだよ」

「そうです、マモルさん。私達たちが争わなくなった一番の理由は……」

　二人は、異口同音で叫んだ。

「共通の敵だよ！」

「共通の敵ですわ！」

　ビシっと指差されるのは、他ほかならぬ陰かげ守もりまりもだ。

「いくらマモル兄ちゃんが手伝ってって言ったからって、ずっとこの町にいるなんて遠えん慮りよがなさすぎるよ！」

「しかも、表向きは妹ということにしてあるから仕方ないとは言え、マモルさんと一つ屋根の下に暮らすなんて、許せませんわ」

「あんたがまた何を企たくらむか分かったもんじゃないし、油断できないよ。ホタルとケンカしてる場合じゃないの」

「だから、二人して約定を結んだのですわ」

　それぞれに懐ふところに片手を突っ込むと紙を引っ張り出す。そしてそれを胸の前で開いて見せた。

『今後一切、争うことを禁ず』

　達筆な筆字で書かれたその隣には、ホタルと山やま芽めの血けつ判ぱんが押されている。いわゆる血判状という奴やつだ。












「アタシ達たちが目を光らせてること、忘れないでね！」

「そうですわよ。間違っても、マモルさんをたぶらかそうなんて思わないように！」

　仕上げとばかしにまりもを睨にらみつけてから、血けつ判ぱん状をしまうと、二人はマモルに視線を戻した。

「さ、マモル兄ちゃん。アタシのケーキ食べて」

「私のかしわ餅もち、どうぞ食べてください」

　思っていたよりは成長をしてなかった二人だけれども、それでも無駄な争いを控えてくれるのは本当のことだろう。

　まりもをチラリと一いち瞥べつすると、平然としていた。ある意味、ホタルと山やま芽めに宣戦布告されたようなものだけど、ちっとも気にしていないようだ。

　こういった図太さは、さすが陰かげ守もりの系譜に連なる者だろう。

（まりもも気にしてないようだし、これはこれでいいんじゃないだろうか？　今後この二人のしょーもない争いにわずらわしい思いをすることもなくなるんだし）

　結果オーライということで、マモルは少しハッピーな気分になっていた時だった。

　ガシャンと窓ガラスを割り、リビングルームに飛び込んでくる一羽の鷹たかがいた。

　その足のカギ爪つめには、巻物がしっかりと握られている。

「あ、千せん里り丸まる！」

　山芽が声を上げる。

「知ってるのか？」

「うん、伊い賀がの里の忍しのび鷹たか、千里丸だよ。半はん蔵ぞう様直属の忍動物なんだ。どうしてこんなとこに？」

　その直後だった。またガシャンと窓ガラスが割れ、今度は一羽の鷲わしが飛び込んで来る。同じく、足には巻物がしっかりと握られている。

「疾風はやて丸まる！？」

　今度はホタルが目を丸くする。

「甲こう賀がの里の忍しのび鷲わしです。忍動物の中でも上位に属しています。よっぽど重要な任務でなければ里を出ることはないはずなのに」

　千里丸と疾風丸は、それぞれ持っていた巻物をホタルと山芽の頭上で落とすと、割れた窓ガラスから外に飛び立っていく。

「ど～すんだよこれ。母さん怒るぞ」

　嘆くマモルの前で、それぞれ巻物を手にしたホタルと山芽は深刻そうに眉まゆを顰ひそめている。

「千里丸がわざわざ運んでくるぐらいだから、すごく重要なことが書いてあるはずだよ」

「疾風丸に運ばせるほどの知らせ……、一体何なのでしょうか？」

　二人して巻物を開く。その顔が青ざめるのにさほど時間はかからなかった。

「そう……なんだ」

「そう……ですのね」

　青ざめた表情のまま、二人は巻物を懐ふところにしまう。代わりに取り出したのは先ほど見せた血けつ判ぱん状だ。

　そして、いきなりそれをビリビリに破り捨てた。

「あああああ！」

　マモルが驚いた声を上げる。

「何やってるんだよ！？」

「状況が変わってしまったんです」

　ホタルは、少しの悲しみを帯びた瞳ひとみで山やま芽めを見つめた。

「山芽さん。残念です。本当は、このままあなたと少し仲良くなるのも悪くないと思っていたのですが」

「アタシもだよ、ホタル。だけど、こうなっちゃったら仕方ないよね。アタシは伊い賀がの忍しのび。あんたは甲こう賀がの忍なんだから」

　寂しそうに、山芽が呟つぶやく。

「そうですわね」

　瞳を閉じ、大きく息を吐き出すホタル。

　再び開かれた瞳に、もはや悲しみはなかった。

「行きますわよ」

「望むところよ」

　忍者戦が勃ぼつ発ぱつした。

　手しゆ裏り剣けんや苦く無ないが飛び交い、トゲトゲしてゴツゴツした武器が振り回され、大量の爆ばく裂れつ玉だまがばら撒まかれる。

「うわっと！」

　慌てて拾い集めるマモルだったけど、一個見逃してしまった。

　ちゅど～～～～～～～～～～ん！！！

　咄とつ嗟さに受身を取るマモルだったけど、テレビとかソファーとかテーブルとかはそうもいかない。壊れたり焦げたりバラバラになったりしてしまう。

「お～～ま～～～え～～ら～～～！」

　怒り心頭のマモルだけれども、山芽とホタルはすでにいなかった。激しく戦いながら何処いずこかへと行ってしまったようだ。

「母さん、怒り狂うんだろうな」

　本気で家出を考えてから、マモルは疑問を口にする。

「しかし、あいつら何でいきなり戦い始めたんだ？　状況が変わったとか言ってたけど」

「あの巻物が原因でしょうね」

　マモルと同じく受身を取ったのだろう。傷一つついていないまりもが呟つぶやく。

「巻物か。何が書いてあったんだ？」

　首をひねるマモルの眼めの前に、まりもは二本の巻物を突き出した。

「さっき、すり取っておいたけど」

「………やるじゃないかよ」

　ちょっとした悔しさを感じながら、マモルは二本の巻物をひったくる。

　そして、豪快に広げた。

　そこには、達筆でそれぞれこう書かれていた。




『怨おん敵てき、甲こう賀がとの全面対決にいたる！　甲賀者を全滅させるべし！』

『怨敵、伊い賀がとの全面対決にいたる！　伊賀者を全滅させるべし！』




「厄介なことになったようだな」

　奥歯で胃薬でも嚙かみ潰つぶしたような表情で、マモルは呟いた。
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　夕暮れ時の小こ鐘かね井い市し。マモルとゆうなとまりもの三人は、学校からの帰り道についていた。こうやって三人で登下校するのもすっかり定番となっている。

「ホタルちゃんと山やま芽めちゃん、今日も学校に来なかったね」

　寂しそうに、ゆうなが呟く。

「二人とも家庭の事情でしばらく休むって学校に連絡があったみたいだけど、何なのかな？」

　まさか二人が、校舎の裏の林でずっと戦っているとは想像すらできないだろう。

「いけないいけない。いくらお友達でも、家庭の事情をあれこれ詮せん索さくするなんて良くないよね」

　こくんと頷うなずくと、ゆうなは隣のマモルに目を向けた。

「きっと本当に困ったらわたし達たちに相談してくれるよね。それまでは黙って待ってるのがお友達なんだよね」

　そこで、ゆうなは不思議そうに尋ねる。

「ところでまも君。さっきから思ってたんだけど、どうしてキョロキョロしてるの？　蝿はえか何か飛んでるの？」

「えっ、ああそうなんだよ」

　マモルはワザとらしく頷うなづいて見せた。

「さっきから蝿はえがあっちからこっちへ、こっちからあっちへと飛び回っててだな。どーにも落ちつかないんだ。ま、ゆーなは気にしなくていいよ」

　そう言った直後だ、ゆうなの背後にドシャって何かが落っこちてくる。

「ん？　何だろ？」

　振り向こうとするゆうなの肩を、マモルは慌てて摑つかむ。

「は、蝿でも落ちたんだろ。それよりゆーな！　久しぶりにあれを作ってくれないか？　ほら、お前さんのお得意のバナナケーキ」

「うん、もちろんだよ！」

　嬉うれしそうにゆうなは破は顔がんした。背後のドシャって音のことは上う手まい具合に忘れてくれたようだ。

「それじゃ材料を買って帰らなくちゃね。バナナと小麦粉とベーキングパウダーと」

　意い気き揚よう々ようと歩いていくゆうなを見ながら、マモルは額の汗を拭ぬぐった。

「危ないところだった」

　そして、ドシャって落っこちた『何か』に目を向ける。

　もちろん巨大な蝿なんかじゃない。伊い賀がと甲こう賀がの忍者達たちだ。お互いの忍術で相打ちになったのだろう。仲良く目を回している。

「こんなのが目についたら問題だな。まりも」

「分かってるわ」

　即行で近くに穴を掘ると、伊賀と甲賀の忍者を埋めておいた。目を覚ましたらもこもこ這はい出してくるだろうけど、しばらくは人目から隠しておける。

「まったく、いい加減にしてくれよな」

　憤ふん懣まんやるかたないといった様子で、マモルは息を吐き出した。

　伊賀と甲賀の全面対決が勃ぼつ発ぱつしてから、早くも一週間が経過している。

　争いはいまだ収まる気配を見せていない。それどころか逆にエスカレートしているとさえ言えよう。

　東とう京きようへ出てきている伊賀忍者や甲賀忍者も少なくなく、彼らが一いつ斉せいに争い始めたのだからたまったもんじゃない。

　この東京の外れの小こ鐘かね井い市しでまで、最近では激しく争う忍者達の姿が目撃されるほどなのだ。

「放ほうっておけばそのうち収まると思ってたけど、どうも長引きそうね」

　そこで、まりもが思い出したように尋ねる。

「確か、おばさんって伊い賀がの頭とう目もくの娘だったわよね。仲裁を頼んでみたら？」

「そんなの、とっくの昔に頼んだよ。だけど今月は町内会のバザーの準備で忙しいからダメだってさ」

　マモルが首を横に振る。

　この騒動と町内会のバザーを天てん秤びんにかけ、バザーを選択してしまうところが桜さくら子こ母さんのスゴいところであり、困ったところでもある。

「このままの状況が来月まで続いたら、こっちまでとばっちりを受けるぞ。不運体質のゆーなのことだ。間違いなく絶対巻き込まれるに決まってる」

　ゆうなを守り続ける中でつちかわれた第六感、（通称、ゆーな勘）が危険信号を放っていた。

「まりも、ゆーなを頼んだ。僕はちょっと説得しに行ってくるからな」

　まりもにそう告げると、マモルはシュバっと姿を消した。







　ところ変わって、小こ鐘かね井い市しの外れの森。

　そこでは、山やま芽めとホタルが激しい忍者戦を繰り広げていた。

　忍者服は破れ、手にした武器にもヒビや亀き裂れつが走っている。二人の表情にも疲労が色濃く浮き出ていた。

　それもそのはず。かれこれ一週間、ここで戦い続けてるのだから。

「怨おん敵てき調ちよう伏ぷく！」

「先祖の無念を晴らすべし！」

　呪じゆ文もんのようにその言葉を繰り返しながら、刃やいばと刃をぶつけ合っている。

「てやあ！」

「やあ！」

　一度間合いを開けた二人が、再び斬きり結ぼうとした時だ。

「い～～加減にしろ！！！」

　瞬間移動ばりに突然姿を現したマモルが、二人の襟えり首くびをむんずと摑つかんだ。

「もう一週間にもなるんだ。くだらない戦いなんか止やめて頭を冷やせ！」

　襟首を摑んだまま、二人に強く言うけれど、「止めないでください！　マモルさん！」

「そうだよ、マモル兄ちゃん。アタシ達たち今、忙しいんだから」

　じたばたと暴れる二人に、マモルはやれやれと息を吐き出す。

「困ったもんだな」

　少しクールダウンさせようと、穏やかな口調で尋ねる。

「それで、一体何が原因で伊賀と甲こう賀がの全面対決なんかが始まったんだ？」

「アタシは知らないよ」

「私も聞かされてはおりません」

　そろって首を振る山やま芽めとホタルに、マモルはつい呆あきれてしまう。

「すると何か？　お前さん達たちは理由も分からずに戦ってるのか？」

「理由なんていらないんだよ。甲こう賀がと全面対決が始まったって知らせが来たんだもん。甲賀者を全滅させるべく死力を尽くす。それが伊い賀がの掟おきてなんだよ！」

「同じく、伊賀者を全滅させるべく戦う。それが甲賀の掟ですわ」

　二人はきっぱりと言い切った。信念すらこもった口調だ。

　しょーもないと思うマモルだけど、あまり人のことは言えない。

　お隣を守るという、もっとしょーもない掟を守り続けてる身の上なのだから。

（いやいや、だからってこのままにはしておけないぞ。ここは自分のことは棚に上げて二人を説得しなければ）

　そう決め込むと、マモルは神しん妙みような顔つきで二人を諭し始める。

「しかしな、このまま戦いを続けて本当に共倒れになったら元も子もないじゃないか。何だかんだで付き合いの長いお前さん達が、伊賀と甲賀の架け橋となってこの騒動を収めるのが将来的に見ても一番じゃないだろうか？」

　我ながらうまいことを言ったと感心しながら二人を見るマモルだったけど、残念ながら山芽もホタルもいなかった。

　いつの間にか、忍者服を着た丸太に変化している。

「代わり身の術か………」

　してやられたとマモルが顔をしかめた直後。つむじ風と共にまりもが姿を現す。

「紺こん若にやくゆうなは家に送り届けたわ。ぶる丸まるに十分注意して見張るように命じておいたから大丈夫でしょ」

　早口にそう告げてから、マモルの両りよう脇わきの丸太を眺める。

「どうやら、説得は失敗したみたいね」

　ブスっとして、マモルはそっぽを向いた。

「あいつらだって、本心では戦いたくないとは思うんだよ。だけど、伊賀と甲賀の掟ってのに縛られてどうにもならないんだ。何とかそいつをぶち破って欲しいとこなんだがな」

「そんなものなのね」

　少しばかし考えてから、まりもが口を開く。

「ねえ、私に少し考えがあるの。もしかしたらあの二人に戦いを止やめさせられるかもしれないわ」

「何をするつもりなんだ？」

　マモルの質問に、まりもは静かに微笑ほほえむ。しかも、何かを企んだ時に見せるような怪しい笑みだ。

「本心を吐き出してもらうための、ちょっとしたお膳ぜん立だてよ」

　まりものグルグル眼鏡めがねが、キラリと輝いた。
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「山やま芽めさん、一体どこに行きましたの？」

　屋根から屋根へと飛び移りながら、ホタルが山芽を探す。

　変わり身の術でマモルの元から逃げ出し、しばし小競り合いを続けているうちに山芽を見失ってしまったのだ。

　駅前デパートの屋上へと降り立ったホタルは、勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「きっと、私に恐れをなして逃げ出したのですわね。伊い賀がの服部はつとり山芽、恐るるに足りませんわ」

　悪者チックな高笑いを響かせてから、ホタルは気がついた。

　自分が今、ホッとしていることにだ。

（山芽さんが逃げてくれたことに私は安心しているのね。これで、戦わずにすむから）

　そんな考えが頭を過よぎるホタルだったけど、慌てて首を横に振った。

「私は、甲こう賀がのくノ一、雲くも隠がくれホタル。こんな甘い考えでどうするのよ」

　自分を戒めるため、力強く頷うなづく。

「さ、山芽さんを見つけ出しませんとね」

　探索のため、屋上から飛び立とうとした時だ。

『待つのだ、雲隠ホタルよ』

　地ち底ていから響いてくるような、気味の悪い声が聞こえてくる。

「その声は……」

　驚いて瞳ひとみを大きくするホタルの目の前で、デパートの屋上の床がもっこりと持ち上がった。まるで妖よう術じゆつでも見ているかのように、それは一人の男の姿となる。

　小山のように大柄がらな男だった。薄汚れた紫の忍しのび装しよう束ぞくを着ている。ゴツゴツとした岩盤のような顔には、感情を感じさせない小さな瞳が輝いている。

「土つち蜘ぐ蛛も丸まる様」

　尊崇と畏い怖ふを込めて、ホタルはその名前を口にした。

　甲賀の上忍、土蜘蛛丸。残忍な性格と、極限まで極めた土どとんの術で広く忍者業界に知れ渡っている。

　ホタルは慌ててひざまずくと、深く頭を下げた。

「土蜘蛛丸様まで東とう京きように来ておられたのですか？」

「ふっふっふ、こちらが手こずっていると聞いたのでな。配下を引きつれ足を運んでみたわ」

　その言葉が合図だったように、あちこちの床が持ち上がる。現れたのは甲こう賀がの忍しのび達たち。土つち蜘ぐ蛛も丸まる直属の配下、オケラ衆だ。

「しかし丁ちよう度どいいところで会おうたわ。ホタル、お前に手土産があるのだ」

「私に？」

「ふっふっふ」

　土蜘蛛丸が小こ脇わきに抱えていた袋に手を突っ込む。そこから引っ張り出された『手土産』に、ホタルは驚きの声をあげた。

「山やま芽めさん！」

　縄でグルグル巻きにされているのは紛まぎれもない山芽だった。

「こいつはお前の宿敵だろう。遠えん慮りよせず止とどめをさすがいい」

　山芽が床に放ほうり出される。

　ホタルは懐ふところから鋭く尖とがった苦く無ないを引っ張り出した。

「すべては、甲賀のため」

　自分自身に言い聞かせるように繰り返すと、山芽に歩み寄る。

　だけど、ぐったりと倒れる山芽を前に、苦無を握り締めた右手は動いてくれない。

「ホタル、何をぐずぐずしている！？　相手は憎き伊い賀が者ぞ！」

　イライラした様子で、土蜘蛛丸が声を荒げる。

「あまり待たせるようなら、わしが仕し留とめるぞ」

「さっさと、やりなさいよ」

　床に転がる山芽が、かすれた声を絞り出す。

「アタシだって伊賀のくノ一。これぐらいの覚悟できてるわ。それに……」

　軽く微笑ほほえんだ。

「どうせやられるなら、あんな気味の悪いデカブツよりあんたの方がマシよ」

「山芽さん……」

　ホタルが唇を引き結ぶ。そして、大きく息を吐き出した。

「覚悟を、決めましたわ」

　ゆっくりと、苦無が振り上げられた。

「それでいいのだ、ホタルよ」

　土蜘蛛丸が満まん足ぞく気げに頷うなずく。

「さあ、見事、伊賀の服部はつとり山芽を討ち取って見せい」

「行きますわよ」

　ホタルの腕が一いつ閃せんした。研ぎ澄まされた苦無がザクリと音を立てて切り裂く。

　しかしそれは山やま芽めではない。彼女を縛っていた縄だ。

「えっ！？」

　驚く山やま芽めを立たせると、ホタルは自分の後ろへと追いやる。あたかも、山芽をかばうかのように。

「私は、甲こう賀がのくノ一失格ですわ。宿敵であるあなたを助けるなんて」

　自じ嘲ちよう気味に笑うホタル。だけどその瞳ひとみには満足気な色が浮かんでいる。

「でも、あなたに止とどめを刺すなんて私にはできません。だって、あなたは大切なライバルですもの。死んで欲しいなんて、思ってませんもの」

「ホタル……」

　山芽がジ～～～ンと感動する。

「アタシも、アタシも同じ気持ちだよ！　あんたとケンカはできても、本気の殺し合いなんてできないよ！」

「どうやら、お互いに本気を出せないまま一週間も戦ってたようですわね」

「うん、そうだね。何だか笑っちゃうよね」

　二人は笑い合った。伊い賀がと甲賀なんて関係ない、まるで普通の女友達同士のように。

「さあ、山芽さん。和んでいる暇はありませんわよ。この場を切り抜けなければ、私達たち二人ともここでお陀だ仏ぶつですわ」












「うん、分かってるよ。絶対に生き延びて見せるんだから。ホタル、あんたと一緒に」

　山やま芽めも、残っていた手しゆ裏り剣けんを握り締める。

　土つち蜘ぐ蛛も丸まる、そしてその配下のオケラ衆。その恐ろしいまでの実力は、ホタルはもちろん山芽だって知っている。

　一週間戦い続け、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている状態で相手にするのが、いかに無謀かってこともだ。

　それでも、ホタルと山芽には少しも臆おくする様子はなかった。

　お互いの存在が、心の支え、励みになっていたのだった。

　そんな二人の様子に、オケラ衆達たちが声を荒げる。

「この裏切り者めが！」

「伊い賀がの服部はつとり山芽もろとも、ここで葬ほうむってくれようぞ！」

「我らオケラ衆を相手に逃げられると思うてか！？」

「さあ、土蜘蛛丸様！　ご命令を！」

　だけど、土蜘蛛丸は何も言わなかった。いきなり両手を持ち上げると、パチパチと拍手を始めてしまう。

「土蜘蛛丸様？」

　困惑するオケラ衆の前で、土蜘蛛丸はそれまでとはうってかわった若々しい声で言った。

「いや～～～、ちょっと不安だったけど、上う手まくいって本当に良かったよ」

　さらに、土蜘蛛丸の体から別の女性の声もする。

「作戦は成功したんだし、そろそろこの暑苦しいのを脱いでしまわない？　息苦しくて仕方ないわ」

　山芽とホタルには、聞き覚えのある声だ。

「その声は！？」

「もしかして！？」

　驚く二人の前で、土蜘蛛丸は自らの忍しのび装しよう束ぞくに手をかけた。そして、一気に引っぺがす。

　その下から現れたのは、深い紺色の男女の忍。陰かげ守もりマモル、陰守まりも、の両名だ。

「マモル兄ちゃん！」

「陰守まりも！」

　山芽とホタルが大いに驚く。

　もちろん驚いたのは二人だけじゃない。配下のオケラ衆だって目が飛び出さんばかりに驚いている。

「そんな！　土蜘蛛丸様が変装だったなんて！？」

「本物の土蜘蛛丸様は一体どこに！？」

　オケラ衆の疑問に、マモルは端的に答えた。

「埋めた」

「ええええええ！！！」

　どよめきが起こる。

「この作戦に使えそうな忍にん者じやを探してる時、公衆トイレから出て来るこいつを見つけたんだ」

「適当に気絶させて、公園に埋めておいたわ。かなり深く埋めたけど、明日の朝までには出てこられるでしょうね」

　まりもが補足説明する。

「よくも、よくも土つち蜘ぐ蛛も丸まる様を！」

「許せぬぞ！」

　怒り心頭な様子で、オケラ衆が飛び掛かってくる。

「悪いけど、お前さん達たちのエキストラ参加もこれまでだ」

　マモルが忍にん者じや刀とうに手をかけた。

「しばらく、静かにしててもらうわ」

　まりもは、鋭く瞳ひとみを細めた。




　そして、しばらく後。




　マモルとまりもによってＫＯされたオケラ衆が、うず高く積まれる隣で、山やま芽めは頰ほおを膨らめて怒った。

「つまり、アタシを捕まえて紐ひもでグルグル巻きにしたのも、マモル兄ちゃん達が変装してやってたってことなんだよね。ヒドイよ。本気で殺されちゃうかと思ったんだからね」

「悪かったよ。だけど、ああでもしなくちゃお前さん達はずっと戦い続けただろ？」

　事実そのとおりだから、山芽も口をつぐむ。

「確かに、私もあんな状況でなければ素直にはなれませんでしたわ」

　ホタルも、小さく頷うなづいた。

「お二人には、感謝しなければなりませんね」

　マモルとまりもに、ホタルが頭を下げる。

「ありがとうございました」

「………まあ、どうしてやられ役がアタシだったんだろって不満はあるけど、ありがと」

　山芽も、お礼を口にする。

「ですが、マモルさん。私、納得できない部分もあるんです」

　悔しそうにホタルは続ける。

「二人がかりで土蜘蛛丸に変装したことです」

「そーだよ！　それはアタシだって気になってたよ！」

　山芽も声を張り上げる。

「仕方ないだろ。あの巨体に一人でなりきるのが難しかったんだから」

　そう説明してから、マモルは不思議そうに尋ねた。

「だけど、それが何か問題なのか？」

「大問題だよ！」

「大問題です！」

　異口同音で二人が叫ぶ。

「だって、変装を解くまで二人は暗くて狭い中に一緒にいたってことなんだよ！」

「そうです!!　そんな場所で密着してたなんて、羨うらやましすぎます！」

「へっ？」

　マモルはポカンとしてしまう。鈍感街道を時速３００キロで爆走してる彼には、二人の怒りの理由がイマイチ理解できないのだ。

「今度からは、もっと体の小さな忍にん者じやを選んでよね！」

「マモルさん一人で変装できる程度の体たい軀くの忍者ですよ！」

　念を押すように二人して繰り返す。いまだ二人の言っている意味がよく分からないマモルだけど、とりあえずへいへいと頷うなずく。

　それから、気を取り直して二人に言った。

「お前さん達たちが和解したところで相談なんだが、この伊い賀がと甲こう賀がの騒動、何とか終結させられないものかな？」

「そうだよね。このままってわけにはいかないよね」

　先程の騒動で、『掟おきて』という殻を壊せたのだろう。伊賀と甲賀に執着せず常識的な意見を口にする。

　ホタルも、沈痛な面持ちで考え込む。

「このままエスカレートしてしまったら、死人が出る可能性もありますわ」

（これまで出てなかったのか～）

　こんだけ派は手でにやりあっていながら、死人が出てないってことに思わず感心してしまうマモル。

（やっぱり、みんな受身が上手なんだろうか？）

　しみじみとそんなことを思う。

「それにホタル。戦いが長引いたら、根ね来ごろとか雑さい賀かとか戸と隠がくしの連中がちょっかいを出してくるかもしれないよ」

　根来、雑賀、戸隠、どれも日に本ほんの忍しのび勢力だ。伊賀や甲賀ほどの大きさはないけれど、それでも日本各地でひっそりと存在している。

「彼らも、『日本一の忍の名産地』の称号は喉のどから手が出るほどに欲しいはずですわ。戦いが長引き、伊賀甲賀の両方が疲ひ弊へいした時を見計らい、襲い掛かって来るなんてことも」

「それだけじゃないよ。問題はならず者だらけの風ふう魔まだよ！　伊い賀がと甲こう賀がが見張ってるから大人しくしてるけど、そうじゃなかったら普通に町を襲いかねないよ！」

「それが飛び火して、日に本ほん全土で忍しのび達たちの反乱がおきかねませんわ」

　伊賀と甲賀という二大忍勢力が睨にらみをきかせているからこそ、この国の忍バランスは保たれているらしい。

「忍の世界もいろいろあるのね。知らなかったわ」

　まりもが呟つぶやいた。

「これはもう伊賀と甲賀だけの問題じゃないよ！　急いでこの戦いを止やめさせないと！」

「そのためには、全面対決に至った経けい緯いを調べる必要がありますわね」

　山やま芽めとホタルは、同時にマモルへと顔を向ける。

「マモル兄ちゃん、一緒に伊賀の里へ行こ！」

「マモルさん、一緒に甲賀の里へまいりましょう！」

「え～～～～」

　マモルは露ろ骨こつに面倒臭くさいって息を吐き出した。

「できれば、お前さん達たちだけで里帰りして解決して欲しいんだけどなあ」

「そんなこと言ってる場合じゃないよ！」

「そうです！　時は一刻を争うんです！」

　真剣な顔してマモルに詰め寄る。

「どうやら、行くしかないようね」

　まりもがマモルの耳元で囁ささやいた。

「もし本当に日本全土で忍者達の反乱が起こったりしたら、どうなるか分かってるでしょ？　兄さん」

　どうなるか分かっていた。断言しても良かった。

　いの一番にそれに巻き込まれるのは、他ほかならぬ紺こん若にやくゆうなだって。

「え～～い、分かったよ」

　ヤケクソのように、マモルは叫ぶ。

「行こうじゃないかよ。伊賀甲賀へ！！！」
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　そこは、戦場と化していた。

　伊賀と甲賀、双方の忍者達が激しい戦いを続けている。手しゆ裏り剣けんや苦く無ない、トゲトゲしてゴツゴツした武器が飛び交っていた。

　五分と空けずに響くのは激しい爆発の音だ。山が崩れるんじゃないかってくらいの振動が足元に響いてくる。

　それもそのはず、ここは伊い賀がと甲こう賀がの丁ちよう度ど中間地点に位置する山。もっとも戦いが激しい場所なのだ。

「想像はしてたんだが、大したもんだな」

　感心したようにマモルが息を吐き出す。

（それにしても、これでまだ死人が出てないってのが本当に驚きだよな）

　改めて受身のスゴさを再認識してから、マモルは他ほかの面々に顔を向けた。

「こんだけ忍にん者じやがいれば、一人ぐらいは今回の騒動の原因を知ってる奴やつもいるだろう。片っ端からとっ捕まえて聞いてくぞ」




　片っ端からとっ捕まえて聞いていくことしばらく……




「勘弁してくれよ」

　マモルはうんざりとした声をあげた。

　伊賀甲賀合わせて百人近くとっ捕まえたというのに、誰だれ一人としてこの騒動の真相を知っている人物がいないのだ。

　何だかよく分からないけど、みんなが戦ってるから戦ってる。

　伊賀（甲賀）と戦うのに、詳しい理由なんぞいらない。

　一同すべからくそんな調子なのだ。お話にならないとはこのことだった。

「やっぱり、伊賀と甲賀の里に乗り込んで、一番偉い人に聞くしかないか」

　マモルが半なかば諦あきらめかけた時だった。

「マモル兄ちゃん！」

「マモルさん！」

　山やま芽めとホタルが、別々の方向から姿を現す。

「この人達たちが原因を知ってるって！」

「この方達が原因を知っているそうです！」

　二人の後ろには、それぞれ数人の伊賀忍者、甲賀忍者達が控えている。

　真相を語る前に、両者の忍者達はバチバチと火花を散らした。

「甲賀者め！」

「伊賀者が！」

　問答無用で忍者戦を始めようとする双方だけど、それぞれ山芽とホタルに鎖くさりを放たれがっちりと締め上げられる。

「しょーもない争いなんか止やめにして、どうして全面対決になったのかを説明して！」

　気迫に押されたか、伊賀忍者の一人が口を開く。

「すべては甲こう賀がのせいなのだ。伊い賀が忍明神の社やしろを守っていた我らを弾はじけウリ坊の術で仕し留とめ、社に奉ほう納のうされていた『おきてまき』を盗んだのだからな」

「何を言う！？　甲賀忍明神の社を守っておった我らを弾けキタキツネの術で仕留め、社から『おきてまき』を盗んだのは貴様ら伊賀だろうが！」

　間髪入れずに甲賀側が嚙かみ付いた。縛られてて動けないもんだから、お互いの足が臭くさいだの胸むな毛げが濃いだの、よく分からないののしりあいを始めてしまう。

「つくづく困った人達たちね」

　呆あきれたように、まりもが首を振る。

「まったくだな」

　珍しくまりもに同意してから、マモルは山芽とホタルに顔を向けた。

「それで、『おきてまき』ってのは一体何のことなんだ？　カッパ巻きとか鉄火巻きとかの親しん戚せきじゃないよな」

「はい、カッパ巻きとか鉄火巻きの親戚じゃありません」

　神しん妙みような顔つきでホタルが答える。

「あんこ巻きの親戚でもなければ、ナルト巻きとも関係ないんだよ」

　同じく神妙な顔つきで、山芽が頷うなづいた。

「掟おきての巻物、それを略して掟おきて巻まきなんだ。里の新しい掟が記された巻物なんだよ」

「だけど、その巻物にはまだ効力はありません。里の山奥にある明神様の社に奉納し、三日三晩経過してから、初めて里の新しい掟として認められるのです」

（面倒臭いことしてんだなあ）

　内心でそう呟つぶやく。

「社から掟巻が盗まれるなんて、確かにこれは全面対決になってもおかしくない大事件だよ」

「里の掟は、忍しのびの根こん幹かんとも言えるものです。そこに手を出されてしまったら、笑ってすますことなどできません」

　難しい顔の二人に、マモルが軽く提案する。

「だったら、またその掟巻ってのを作って社に奉納すりゃいいんじゃないか？　こんな争いしてるよりはよっぽどいいと思うぞ」

「マモルさん！」

「マモル兄ちゃん！」

　二人がマモルを睨にらみ付けた。

「掟巻ってのは、簡単に代わりを作れるような代物じゃないんだよ！」

「そうです。すべての里の長老のお墨付きをもらわなくてはならないんです。ご高齢の方も多いですし、同じ内容でまたお墨付きをなどとお願いしたらヘソを曲げられてしまうでしょうね」

（本当に面倒臭くさいんだなあ）

　また内心で呟つぶやくマモルの隣で、それまで黙って話を聞いていたまりもが口を開いた。

「つまり、巻物が盗まれて、新しい掟おきてが認められなくなったってことよね。でも、どうしてそれが相手側の仕業だってことになるのかが分からないわ。だって、何も得することがないでしょ？」

「確かに言われてみれば……」

「意味のない行動ですわよね」

　山やま芽めとホタルも考え込む。

　いまだしょーもない悪口を叫んでいる伊い賀が忍者達たちに山芽は尋ねた。

「本当に掟おきて巻まきを奪っていったのは甲こう賀がの連中だったの？」

　伊賀忍者達は顔を見合わせあった。

「本当って言われるとなあ」

「ちょっと、自信ないよなあ」

「ほら、お前じゃなかったか？　掟巻を盗んだのは甲賀者だって言っていたのは」

「いやいや、わしは甲賀者かも知れぬと言っただけだぞ」

「お前が甲賀者を見たって言ったんだ。思い出したぞ」

「俺おれは甲賀者っぽく見えないこともなかったって言っただけだぞ。早合点するなよ」

　どうやら、特に確証もなく何となく甲賀の仕業ってことになってしまっただけのようだ。

　それは甲賀側だって同じだった。ホタルが尋ねると、伊賀側とまったく同じ答えが返ってきた。

　実に困った連中だった。

「つまり、あんたらが適当なこと言ったおかげで、こんな大騒ぎになったってことなのね」

「あなた方のおかげで、私は一週間も不眠不休で戦う羽目になったのですね」

　怒りのオーラを燃え上がらせる山芽とホタルに、伊賀と甲賀の忍者達はひいいいと怯おびえた。

「まあまあ、落ち着けって。怒ったところでどうにもなりゃしないんだから」

　マモルが二人をなだめる。

「それよりも、真犯人を見つけるのに協力してもらおうじゃないか」

「確かに、ここまでヒートアップしてると、説明したぐらいじゃ戦いは終わってくれないわね」

　まりもが頷うなづく。

「でも、どうやって真犯人を見つけるつもり？」

「僕に考えがあるんだ」

　忍しのびが、何かを企んでる時に浮かべるような、怪しい笑みを浮かべてマモルは言った。

「各自、伊い賀が、甲こう賀がの里でこう噂うわさを流して欲しいんだ。奪われた掟おきて巻まきとまったく同じ内容の掟巻が社やしろに奉ほう納のうされたってな」
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　時刻は深夜だった。

　伊賀の山奥に存在する伊賀忍明神の社の周りには、数人の伊賀忍者達たちの姿があった。

　最初にここを守っていた連中だ。適当なデマを流してこの騒動を引き起こした張本人達でもある。

「さあ、いつでも来い」

　意い気き揚よう々ようと男達は待ち構えていた。

　マモルに言われた通り、新しい掟巻の噂を伊賀中に流しておいた。きっと甲賀でも同様に噂が流されていることだろう。

　かと言って、伊賀と甲賀の争いが収まったかと言えば決してそんなことはない。これまでどおりみなさんハッスルして戦いを続けている。

　真犯人の確保。伊賀甲賀全面対決を終了させるには、やはりそれしか方法はないようだ。

「みんな、よく聞け」

　一人の忍者が小声で囁ささやく。

「陰かげ守もりマモルは、我らに何もするなと言った。真犯人が現れても何もせず、社の中にある偽にせ物ものの巻物を奪わせるようにとな。しかし、そんなことが耐えられるか？」

「敵を目の前にし手をこまねいて見ているなんて、耐えられるはずがないぞ！」

「伊賀の忍をバカにしているとしか思えぬ！」

　口々に不満が飛び出す。

「よし、ならば我らの手で真犯人を捕らえてやろうではないか！　陰守マモルに、さすがは伊賀の忍だと言わしめるのだ」

　一同、盛り上がった。

「この間はまんまとしてやられたが、今回はそうはいかん」

「どんな可愛かわいいウリ坊が来ようが、心を奪われたりはせん！」

　決意を固めあっていた時だ。近くの茂みがガサゴソと動く。

「来たか!?」

　手に忍武器を握り締め忍者達が身構える中、そいつは姿を現した。

　ウリ坊じゃなかった。

　それは、一匹のゴマフアザラシの赤ちゃんだった。軽々と抱き上げられるぐらいのサイズで、背中にはゴマシオ模様がついている。

　いわゆる、ゴマちゃんって奴やつだ。

「何だ、ゴマちゃんか」

「可愛かわいいではないか」

　ウリ坊では心を奪われないつもりだった忍者達たちだけど、ゴマちゃんにはしっかり奪われてしまった。

　ゴマちゃんが、ゆっくりと忍者達に近寄ってくる。

　まるで滑車のついた台の上に乗っているような動きだったけど、忍者達は気付かなかった。

「かわいそうに、親とはぐれてしまったのか」

「よしよし、わしが家で飼ってやろう。立派な忍ゴマフアザラシに育ててやろう」

「いや、お主ぬしのところにはもう忍ハクビシンと忍チャボがいるではないか。ここは俺おれが」

「お前なんぞに任せたら只ただの駄ゴマフアザラシになってしまう。ここは私が」

　誰だれがゴマちゃんを引き取るかで忍者達がモメる中、くだんのゴマちゃんはどんどん近づいてくる。

　そして、忍者達の足下までやって来た。

「ややっ！　お前は！？」

　お約束を裏切らず、ゴマちゃんはハリボテだった。

「まさか、弾はじけゴマちゃんの術！？」

　弾けゴマちゃんの術。それは、ゴマちゃんのハリボテの中に火薬をつめ、敵陣の奥深くで……（以下略）

　ちゅど～～～～ん！！！

　ゴマちゃんが盛大に弾け飛んだ。真っ白な爆煙が、忍者達を覆い尽くす。前回と同じく痺しびれ煙だ。

「ううっ……体が……」

「痺れて……」

　伊い賀が忍者一同、ＫＯだった。







　社やしろから少し離れたところに位置する大木。その枝の陰に身を潜めながら、マモルは感心したように息を漏らした。

「いや～～～、さすがは伊賀の忍しのびだ。あんなにも見事に敵の策にひっかかったフリをしてくれるんだから」

　しきりに感心してから、冗談交じりに呟つぶやく。

「もしかして、フリじゃなく普通にひっかかってたのかも？」

「そ、そんなことないよ！」

　マモルの後ろにいた山やま芽めが、不自然な大声を張り上げる。

「あんな見え見えの術にひっかかるはずないよ。まがりなりにも伊い賀がの忍しのびなんだよ。も～～、おかしなこと言わないでよ～」

　必死に笑う山芽ももちろん気がついていた。伊賀忍者達たちが、普通にひっかかってたんだってことに。

　だけど、伊賀の名誉にかけて、それを認めるわけにはいかないのだ。

「だってゴマフアザラシだよ？　こんな山奥にいることだけでおかしいよ。そんなのにひっかかるなんて……」

　なおも言い訳じみた説明をする山芽の口を、マモルが手で塞ふさぐ。

「静かに！」

　耳元で、マモルは鋭く囁ささやいた。

「どうやら、真犯人のお出ましのようだぞ」

　マモルの言うとおりだった。痺しびれた伊賀忍者達がピクピクしている場へ、数人の人影が現れた。

　雨あま合がつ羽ぱのようにした灰色の布で体全身を覆っている。顔にも灰色の布を巻きつけていた。顔どころか性別さえも分からない。

　実に怪しい連中だった。

「正体を暴いてやるんだから！」

　飛び出して行こうとする山芽の襟えり首くびを、マモルがむんずと摑つかむ。

「ちょっと待てって。まだ仲間がいるかもしれないからな。ここは泳がせて後をつけるんだよ」

　マモルと山芽が見張る中、一人のくノ一が社やしろに飛び込む。すぐに一本の巻物を手に出てきた。ダミーとして用意していた偽にせ物ものの巻物だ。

　軽く頷うなずきあうと、怪しい連中がシュバっと飛び立った。木々の枝を足場とし、夜の森を駆けていく。

　その動きは、紛まぎれもない忍者のものだった。

「よし、行くぞ」

「うん！」

　マモルと山芽も、枝を蹴け飛とばした。見つからないよう絶妙な間合いを開けながら、謎なぞの忍者達を追跡する。

　しばらく、森の中を移動していた時だった。

「マモル兄ちゃん！」

　すぐ後ろの山やま芽めが囁ささやく。

「何か、数が増えたみたいだよ」

　同じように森を駆けてきた忍者達たちと、合流したのだった。

「甲こう賀が忍明神の社やしろを襲った連中よ」

　そんな声と共に、まりもが姿を現す。その後ろにはホタルもいた。

　二人は、甲賀忍明神の社を見張っていたのだ。

「だけど、正直感心したわ。さすがは天下に名高き甲賀の忍しのびね。あんなハリボテのイルカに心を奪われたフリをしてくれるなんて」

　弾はじけイルカの術。それは、イルカのハリボテの中に火薬をつめ、敵陣の奥深くで……（しょーもないので以下略）

「もしかして、フリじゃなく素でひっかかってたのかも」

　そんなまりもの呟つぶやきに、ホタルが不自然に声を張り上げる。

「そ、そんなことありませんわよ。彼らはまがりなりにも甲賀の忍ですもの！」

　もちろん、甲賀忍者達は素で騙だまされてた。

「イルカが山奥に生息していないことぐらい彼らは知ってますわよ。ええ、素で騙されたなんてことがあるはずありません」

　甲賀の名誉を守ろうと必死に説明するホタルを遮って、マモルが口を開く。

「どうやら、奴やつらのアジトにたどりついたようだぞ」

　山奥の洞どう窟くつ、そこに忍者達は入っていく。

　少し遅れて洞窟の前に降り立ったマモル一行は、静かに顔を見合わせる。

「どうする？　伊い賀がと甲賀の里の連中を呼んでくるか？」

　マモルの質問に、山芽とホタルはそろって首を横に振った。

「みんな人の話なんて聞かないよ」

「そうです。私達だけで犯人を捕らえ、突き出しましょう」

「分かった。それじゃ行こうか」

　洞窟の中へと足を進めようとした直後だった。マモルは殺さつ気きってのを感じた。

　マモルだけじゃない。他ほかの面々もそのトゲトゲした気配を感じたのだろう。

　瞬時に地面を蹴け飛とばす。それまで一行が立っていた地面に、大量の手しゆ裏り剣けんや苦く無ないが突き刺さった。

「思った以上に敵は多いみたいね」

　まりもがポツリと呟つぶやいた。

　辺りの木々の上に、一人、また一人と同じく灰色の布で全身を覆った忍者達が姿を現す。ざっと見積もっても五十名近くいるだろう。

「数が何よ！　全員縛り上げて突き出してやるんだから！」

　山やま芽めが忍にん者じや刀とうを抜いた。

「そのとおりですわ」

　ホタルも、得意の苦く無ないを持ち構える。

「面倒くさいことは御ご免めんなんだが、放ほうっておくともっと面倒くさいことになるからな」

　そうぼやきながら、マモルが忍者刀の束に手をかける。隣のまりもも、無言で同じ動作をした。

　五十名近い忍者達たちが、一いつ斉せいにマモルらに飛び掛かろうとした時だった。

「止やめろ！」

「止めて！」

　その声で、忍者達の動きがピタリと止まる。

　洞どう窟くつの奥から、覆ふく面めんをしたくノ一四名が現れた。どうやら彼女らがリーダー格らしい。

「あんたらがリーダーね！」

「あなた方が一体何者で、何の目的で伊い賀がと甲こう賀がの掟おきて巻まきを狙ねらったのか？　洗いざらい吐いてもらいますわ！」

　息まく山芽とホタルの前で、四人はゆっくりと灰色の布に手をかける。

　そして、一気にそれを剝ぎ取った。

「えっ！？」

「そんな！？」

　山芽とホタルは、思わず息をするのも忘れるほどに驚いた。

　右側の二人は、緑の忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ伊賀のくノ一だった。片方は背の高いボーイッシュな少女。もう片方は少したれ目の、おっとりした雰囲気の少女だった。

　左側の二人は、紫の忍装束に身を包んだ甲賀のくノ一だ。整った顔立ちの美少女。特筆すべき点は、まるで鏡に映したかのように二人とも同じ顔立ち、体つきをしていることだ。

「イナゴちゃん！　鮎あゆ花かちゃん！」

「ムラサキ！　アゲハ！」

　山芽とホタルが叫ぶのを聞いて、まりもがマモルに一言尋ねた。

「誰だれ？」

「伊賀の二人は山芽の友達。甲賀の二人は、ホタルの妹。確か双子だったよ」

　マモルも少々驚いた様子で答える。

「しかし、首謀者があいつらだったなんてなあ」

　驚くのはまだ早かった。周りにいた忍者達も、同じように自らの体を覆っていた布を引っぺがす。

　緑緑緑緑緑緑緑緑……（以下略）

　紫紫紫紫紫紫紫紫……（以下略）

　伊い賀がと甲こう賀がのくノ一がズラリと並ぶ。しかも、全員若い少女ばかりだ。

「ちょ、ちょっとこれってどーゆーこと！？」

「どうしてあなた達たちが一緒になって伊賀と甲賀の掟おきて巻まきを奪ったりしたの！？」

　真犯人の予想外の正体に、山やま芽めとホタルが口をパクパクさせる。

「伊賀の若いくノ一が救われるには、これしか方法がなかったんだよ」

　苦渋の表情で、イナゴが言う。

「ホタル姉さん、甲賀も同じなのよ」

　双子の片方、アゲハが告げる。

「さっぱり分からないよ！」

「そうです。もっと分かるように説明して！」

　詰め寄られ、四人はさらに説明を掘り下げた。

「始まりは、今から一月程前、伊賀の忍しのび議会でのことです。そこで、とんでもない議案が出たんです。そして、困ったことにそれは可決され、掟おきてとして認定されることになってしまったんです」

　泣きそうな顔で鮎あゆ花かが言う。

「甲賀もまったく同じ状況だったんだよ。信じられないよ」












　ムラサキとは違い、少々乱暴な口調のアゲハがいまいまし気に説明する。

「それで、オレ達たちは普段の怨えん恨こんを捨てて協力することにしたんだ」

　と、イナゴ。

「伊い賀がと甲こう賀がではなく、同じ危機に直面する女の子同士として」

　最後に、ムラサキがそう締めくくった。

「話は分かったわ。何としてでも掟おきてが認められるのを防ぎたかったのね」

　山やま芽めが頷うなづく。

「だけど、そこまでして拒みたい掟って、一体どんな？」

　ホタルの質問に、イナゴとアゲハはそろって懐ふところから巻物を出した。

　ダミーではない、伊賀と甲賀の本物の掟おきて巻まき。

　そしてそれを、一気に開いてみせる。

　そこには、達筆でこう書かれていた。







『伊賀の掟　第七百七十六項　若いくノ一は、夏はビキニで過ごすべし！』

『甲賀の掟　第八百二十一項　若いくノ一は、夏はビキニで過ごすべし！』




「………」

「………」

　山芽とホタルは呆あきれた。口をポカンと開けて掟巻の内容を見つめる。

　もちろん、マモルとまりもだって完かん全ぜん無む欠けつに呆れてた。声が出せないほどに。

「な、何なのよ！　このふざけた掟は！」

「何ですか！　このふざけた掟は！」

　山芽とホタルが、ほぼ同時に叫んだ。

「くノ一の武器である身体的魅力を磨くための修行。そう言ってました。人目にさらされることで意識し、より美しくなれるんだって」

　と、ムラサキ。

「そんなのこじつけだぜ。本当はオレ達のビキニ姿を見たいだけなんだよ。あ～～、恥ずかしくてそんな格好できるかよ！」

　イナゴが吐き捨てる。

「でも、私達のせいでこんな大騒ぎになっちゃうなんて」

　鮎あゆ花かが悲しそうに呟つぶやく。

「やっぱり、この掟巻を返して正直に訳を話すしかないですよね」

　アゲハも頷く。

「そんなことする必要ないよ！」

　山やま芽めが声を張り上げた。

「こんなふざけた掟おきて、認めさせるわけにはいかない！　ね、ホタル」

「ええ、山芽さん。そのとおりですわ」

　ホタルも力強く同意する。

「こんなバカな掟を決めようとする甲こう賀がの男達たちなんか、滅びてしまえばいいんです」

「そうだよ、伊い賀がと甲賀の男達で自滅しあえばいいんだよ！」

　二人して実にカゲキなことを言い出した。

「とにかく、この掟おきて巻まきはさっさと焼いちゃお！」

「そうです、存在しているだけで汚らわしいわ！」

　それぞれ伊賀と甲賀の掟巻を奪い、火をつけようとした時だった。

「そこまでだ！」

　闇やみの中にそんな声が響く。次の瞬間、緑と紫の忍者達が現れた。

　屈強な体たい軀くの男達だった。かなりの手て練だれであることが気迫からも窺うかがい知れる。

　くノ一達が息を飲む音が聞こえる。

「山芽、ホタル。あのおじさん達は誰だれなんだ？」

　マモルの質問に、山芽とホタルが険しい表情で答えた。

「伊賀の里、村議会議員の人達だよ」

「甲賀の里、村議会議員の方々です」

　双方で一番偉そうな男が一歩歩み出た。

「こんな真相ではないかと思い、密ひそかに調べておったのだ」

「思ったとおり、身内の犯行であったな」

　二人して、右手を突き出した。

「さあ、山芽。掟巻を渡せ」

「ホタルよ、掟巻を渡すのだ」

　拒もうとする山芽とホタルに、議員達は言った。

「その掟巻が戻れば、頭とう目もくや長老方に話をし、全面対決を終わらせることができるのだぞ」

「それとも、掟巻を盗んだのが里のくノ一達だとみなに知らせても良いのか？　反逆者として追われ続ける毎日はさぞやつらいだろうな」

　口調は穏やかだが、もはや脅迫だった。

　掟巻を握り締め悔しそうに歯嚙がみする山芽の手から、イナゴが掟巻を奪い取る。

　そして、伊賀の議員へと投げつけた。

　同じく、ホタルの手から掟巻を奪ったムラサキが、甲賀の議員へと投げ渡す。

「約束してくれ。他ほかのくノ一達に罰は与えないって。言い出したのはオレなんだ」

「責任はすべてアタシにあるの！　罰するならアタシだけにして！」

「フフ、心配はいらん。掟おきて巻まきさえ戻れば、誰だれも罰するつもりはない」

　開いた掟巻の中身を確認し、議員がほくそ笑む。

　丁寧に巻いた掟巻を懐ふところに仕し舞まうと、伊い賀がと甲こう賀がの議員はマモルへと歩み寄った。

「陰かげ守もりマモルよ。いらぬ手間をかけさせてしまったようだな。詫わびと言っては何だが、夏休みにでも伊賀へ遊びに来るとよい。さぞや良いものが見られると思うぞ。伊賀の娘達たちは何気に発育が良いからな」

「何の、遊びに来るなら甲賀にしておけ。甲賀の娘達の方が伊賀の小娘とは違いムチムチしておるでな」

　お互いに睨にらみ合ってから、議員達は姿を消していった。

「ああ、夏なんか来なければいいのに」

「ビキニで過ごすなんて、恥ずかしいわ」

　くノ一達が泣き崩れる中、マモルはそっと右手を持ち上げる。

　そこには、二本の掟巻が握られていた。

「マモルさん！　それは！？」

「どうしてマモル兄ちゃんが持ってるの！？」

「いや、話しかけられた時にすり取っておいたんだよ」

　事もなげにマモルが答える。

「あの一瞬で、伊賀甲賀双方の村議会議員からすり取るなんて……」

「すっ、すごすぎる！」

「さすが、陰守マモルだわ」

　驚きのどよめきが起こる。

「でも、マモル兄ちゃん。その掟巻がなくなっちゃったら、この争いは終わらないんだよ」

「そうです。マモルさんのお気持ちは嬉うれしいのですが……」

　表情を曇らせる山やま芽めとホタルに、マモルは軽く笑ってみせる。

「分かってる。すぐに追いかけてこっそり懐にねじ込んでくるつもりさ。だけどその前にちょっとした細工をね……」

　マモルはその場に巻物を広げると、懐から竹筒を取り出した。

　竹筒の中の液体を口に含むと、書かれた文字に向かって霧吹きのように吹き付ける。

「よし、これでいいぞ」

　満まん足ぞく気げに、マモルは頷うなづいた。

「陰守家秘伝の幽ゆう霊れい液。ゆっくりと時間をかけて文字を消していくって代物なんだ」

「つまり、社やしろに奉ほう納のうされて三日三晩が経過した後、掟巻を開いて見ると……」

「そこには、何も書かれてないってことですね！」

　山芽とホタルが顔を輝かせる。

「それなら掟おきてとしては認められないよ！」

「マモルさん、ありがとうございます！」

　山やま芽めとホタル、さらに伊い賀が甲こう賀が双方のくノ一達たちに盛大に感謝される。

「よし、それじゃこいつ戻してくるか」

　掟おきて巻まきをクルクルと巻こうとするマモルに、まりもが声をかける。

「待って、せっかくだからもうちょっと細工をしておくわ」

　まりもは懐ふところから筆と竹筒を取り出した。

「もう二度とこんなバカな掟を作ろうと思わないように、こらしめておかないと」

　マモルと山芽とホタル、そして伊賀と甲賀のくノ一達が見守る中、まりもは手て馴なれた手つきで『細工』を始めたのだった。





　　７






　町内会のバザー当日は、雲一つない快晴だった。

　近所の公園を会場として、所狭しとシートが広げられ商品が並べられている。タコ焼きやわた飴あめ、チョコバナナの屋台なんかも出て、なかなか盛大なものだった。

　お天気に恵まれたということもあり、たくさんの人々が訪れている。

　古着やら使わなくなった食器やらを並べたシートの上にて、マモルはぶすっとした顔であぐらをかいていた。

「まったく、せっかくの休日だってのに。どーして僕がこんなことしなくちゃならんのだ」

　そうぼやく。ちなみにマモルの言っている『こんなこと』ってのは、店番に他ほかならない。

「仕方ないわ」

　隣に座るまりもが口を開いた。

「いくらおばさんでも、二つのお店の店番を同時にするわけにはいかないでしょ？」

　そこで、付け加える。

「忍術を使ってもいいなら別だろうけど」

　町内会の知り合いの奥様が、急きゆうに風邪でダウンしてしまったのだ。

　奥様に頼まれて、桜さくら子こ母さんはそっちのお店の店番をしている。したがってもともと準備していた陰かげ守もり店の方は、マモルとまりもに託されてしまったのだ。

　まりもの言うとおり、分身の術でも使えば両方で店番することも可能だろう。

　だけど、桜子母さんが二人もいたらご町内で話題になってしまう。秘密を抱えてる一家としてはそれはよろしくない。

　少々面倒くさくても、マモル達が店番をするしかないのだ。

「マモルさん」

「マモル兄ちゃん」

　唐突に声がする。顔を上げると、店の前に立つ山やま芽めとホタルの姿があった。

「冷やかしにでも来たか。ま、大したもんはないけど見てってくれよ。少しくらいなら息むす子こ権限でまけてやるから」

　ささやかに営業してから、マモルは尋ねる。

「ところで、あれから里の様子はどうだ？　全面対決がぶり返してるなんてことないよな？」

「大丈夫だよ」

「大丈夫です」

　二人が答える。

「イナゴちゃんと鮎あゆ花かちゃんから手紙が来たんだ。争いが終結して以来、厄介ないざこざは起こってないって」

「甲こう賀がの里も同じです。掟おきて巻まきを伊い賀が方に奪われたのは勘違いだったということで、頭とう目もくも正式に全面対決宣言を撤回しましたもの」

　どうやら、伊賀と甲賀も元の鞘さやに収まってくれたようだ。

「でも、最高なのはあれだよね、ホタル」

「ええ、あれですわ」

　二人して顔を見合わせ、にふにふと笑う。

「三日三晩たって、社やしろから掟巻を取り出し開いた村議会議員達たちが卒倒してたらしいよ！」

「妹達からの手紙にもそんなことが書いてありました。最高の光景だったそうです」

「そっか、うまくいったのか。あの細工」

　マモルは、十日程前の出来事を思い出す。

　数日後に文字が消えてなくなる細工をマモルはした。さらにその上から、今度はまりもが数日後に文字が浮き出てくる墨を使いこう書いたのだった。




『伊賀の掟　第七百七十六項　村議会議員は、夏はビキニで過ごすべし！』

『甲賀の掟　第八百二十一項　村議会議員は、夏はビキニで過ごすべし！』




「掟は掟。例外は認められない。しっかり従うようにと頭目が命令しましたから、今年の夏は面白いことになりそうです」

「里帰りして、思いきり笑ってあげないとね」

　それから、山芽とホタルの二人はまりもへと顔を向ける。

「えっと、今回のことでは伊賀のくノ一一同すごく感謝してるよ。ありがと」

「甲賀のくノ一もしかりです。あなたの機転のおかげで溜りゆう飲いんが下がりましたわ」

　二人して、頭を下げた。

「まりも、思えば少しあんたのこと誤解してたみたいだよ。ごめんね」

「これからは、同じ忍しのび同士、仲良くしましょうね、まりもさん」

　当初まりもに向けられていたトゲトゲしいものがなくなっている。何だかんだで、まりもを認め受け入れたようだ。

「とにかく、伊い賀がの里のことはもう心配しなくていいからね。今は伊賀甲こう賀が大運動会に向けて一丸となって修行してるらしいから。甲賀をぶっ潰つぶすために」

「甲賀の里のことも心配いりません。同じく伊賀甲賀大運動会に向けて一丸となっているそうです。伊賀をぶっ潰すために」

　そして二人は、お互いに睨にらみ合った。

「言っとくけど、伊賀はぶっ潰されたりなんかしないからね」

「それはこちらの台詞せりふですわ」

　バチバチと火花が散った。

　今にも忍者戦をおっぱじめそうだったから、マモルがやんわりと仲裁に入る。

「もう伊賀と甲賀の全面対決も終了したんだから、二人で結んだ戦わないって約やく定じようも復活させたらどうなんだ？　形にこだわるならもう一度血けつ判ぱん状でも作って」

「何言ってるの？　マモル兄ちゃん。もうあんなの作る必要ないよ」

　山やま芽めが真顔で答える。

「だってあれは、陰かげ守もりまりもって言う共通な敵がいるから結んだ約定だもん」

「その通りです。まもりさんが敵ではないと分かった今、何を好き好んで山芽さんと約定を結びますの？」

　ホタルが高飛車に言い放つ。

「アタシだって、あんたと仲良くするなんて考えたら虫むし唾ずが走るわよ！」

「運動会を待たずして、決着をつけてあげてもよいのですわよ」

「望むところじゃない！」

　そして、二人は去っていった。

　断続的に響く刃やいばと刃のぶつかり合う音が、遠ざかっていく。

「まったく、懲こりないんだから」

　マモルはやれやれと息を吐き出した。

「でもまあ、あいつらは多少ケンカしてるぐらいで丁ちよう度どいいのかもしれないな」

　すべてを悟った翁おきなのような顔つきで呟つぶやくマモルに、まりもが言う。

「でも、正直私は驚いたわ。マモル、あなたの行動に」

「僕の行動？」

　小首を傾かしげるマモルに、まりもが説明する。

「てっきり、自分の任務以外には大して興味のない人間だと思ってたの。伊い賀が甲こう賀がの全面対決さえ解決すれば、くノ一達たちが夏ビキニで過ごそうと別に気にしない人間だって。だけど、あなたは掟おきて巻まきをすり取って彼女達を救おうとした。正直、少し見直したわ」

　褒められているのだけど、マモルとしては素直に喜べない。

　だって、あの行動には裏があったのだから。

（あんな掟おきてが認められたら、僕としても困ったことになりかねないからだよ）

　何が困るって言えば、山やま芽めとホタルだ。

　東とう京きようで暮らしてはいるが、二人は別に抜け忍にんしてるわけじゃない。分類的にはれっきとした伊賀忍者と甲賀忍者。

　掟が絶対だとしたら、二人もビキニで過ごさなきゃならないってことになる。

　来たる夏、ホタルと山芽がビキニ姿で自分を訪ねてくることを考えたら、いてもたってもいられなくなってしまったのだ。

　陰かげ守もりマモル、十七歳。類たぐい稀まれなる技と術を会得した天才とも呼べる忍者。

　だけど、ど～にもそういった肌色系の刺激にだけは弱いのだった。

「ま～、男として当然さ」

　本当のことを話すのが何だか情けなかったから、適当なことを言って誤ご魔ま化かすマモル。

　と、元気一杯の声が響いた。

「あ！　まも君とまりもちゃんだ！」

　チョコバナナを両手に握り締め、店の前に立っていたのは紺こん若にやくゆうなだった。

「わたしの家も向こうでお店をしてるんだよ。家と同じでお隣が良かったのにね」

　心の底から残念そうに呟つぶやく。

「あ、そーだ」

　ゆうなは何を思いついたのか、二人にチョコバナナを押し付ける。

「それ、ちょっと持っててね。あ、食べたかったら食べてもいいから」

　そう言うと、パタパタと走り去っていった。

「何かしら？」

「さあな」

　チョコバナナ片手に待つことしばらく。

「お待たせ！」

　戻ってきたゆうなの手には、紙袋が握られている。

「これ、うちのお店の商品なんだけど、もし良かったらまりもちゃんにあげる。お母さんが買ってきてくれたんだけど、ちょっとわたしにはサイズが小さかったんだ」

　紙袋から引っ張り出されたのは、可愛かわいらしいビキニの水着だった。

（まりもが、ビキニ水着か……）

　何気なく考えたけど、その危険度に気がつく。

　陰かげ守もりまりも。今でこそグルグル眼鏡めがねの冴えない女の子だけど、一皮剝むけば超絶美少女。忍しのび装しよう束ぞくとなった時の体のラインから考えて、かなりのプロポーションの持ち主だろう。

　そんなのが、ビキニ水着なんか着てくれた日にゃ、視覚的攻撃力は計り知れない。

「夏になったらみんなで海とかプールに行こうよ」

　マモルの気持ちなんか無視して、ゆうなが余計なことを言っている。

　少なくとも、ゆうなが海に行くならばまりもは同行するだろう。それが陰守家の掟おきてなのだから。

「一難去ってまた一難ってのは、こういうことかもしれんなあ」

　風に揺れるビキニ水着を見つめながら、マモルはしみじみと呟つぶやいたのだった。
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　マモルの目の前には、たくさんの掛け軸がかけられていた。

　それらに描かれているのは、すべからく気持ちの悪い幽ゆう霊れいの絵だった。

　死に装しよう束ぞくでぼんやりと立つ女性の幽霊の絵だったり、血にまみれた落ち武者の幽霊の絵だったり、海からニョキニョキと突き出る幽霊船の絵だったり、飛んでる生首だったりＥＴＣ。

「それにしても、幽霊の絵ばっかりだな」

　そう呟いてから、自分で突っ込みを入れる。

「まあ、幽霊画展って言うぐらいだから当たり前なんだろうけど」

　ここは、ＪＲ山やまの手て線せんの日につ暮ぽ里り駅近くにある、幽霊画をコレクションしていることで有名なお寺。

　年に一度開かれる幽ゆう霊れい画展とやらに、マモルとまりも、ゆうなと愛あい里りの四人でやって来たのだった。

「うわ～～～、やっぱり幽霊は足がないんだよ。すごいな～」

　実に当たり前のことに感心しているゆうなに、愛里が嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「良かった、ゆうなに喜んでもらえて。幽霊の絵なんか気持ち悪いかなって思ったんだけど、年に一度の期間限定だって言うし、思いきって誘ってみたの」

　それから、まりもへと顔を向ける。

「まりもっちも、楽しんでくれてる？」

「ええ、楽しんでるわ。こんなのなかなか見られないもの」

　まりもが頷うなづく。相変わらずの無表情でぶっきらぼうな態度だけれども、もうすっかり御お馴な染じみになっている。愛里も気にしない。

「良かった、まりもっちにも楽しんでもらえて」

　それから、愛里は首を動かすとかつてないほどの穏やかな笑顔でマモルに尋ねた。

「で、アホル。そろそろとりつかれてくれた？　気分悪くなったりしたら言ってよね。大喜びしてあげるから」

　愛里の縁起でもない言葉に、マモルは苦笑いを浮かべる。

「あいにく、まだとりつかれてないよ」

「それは残念だわ」

　心の底から残念そうに、愛あい里りは首を振った。

「これだけ幽ゆう霊れい画があるんだから、一枚くらいあんたにとりついてくれると思ったのにね。ほら、幽霊ってあんたみたいな根ね暗くらな男好きそうじゃない」

　そんなことを言う。

「そんな物騒な幽霊画なんて展示してないだろ？　それに、根暗って言ったらまりもだって変わらないじゃないか」

　わざとまりもの隣に移動して見せる。言うまでもなく、ゆうな達たちの前での二人は実にそっくりな雰囲気なのだ。

　だけど、愛里はぴしゃりと否定した。

「ちょっと、あんたなんかと一緒にされたらまりもっちが可哀かわい想そうじゃない！」

「だって、一緒だろ？」

「一緒じゃないわよ！　あんたはダサダサの根暗男で、まりもっちはコケティッシュでエキゾチックな女の子なんだからね！」

　似たような風ふう体ていだけど、愛里のバッシングターゲットはマモル一人のようだ。

（納得いかんぞ。まりもに比べればまだ僕の方が表情のバリエーションが多いはずなのに。どーしてこうもバッシングされなきゃならないんだ？）

　考え込むマモルをそのままに、愛里が入り口でもらったパンフレットを広げる。

「やっぱり、アホルに幽霊をとりつかせるには、この門もん外がい不ふ出しゆつの幽霊画でも見せるしかないのかしらね」

「何それ？」

　ゆうなが興味を覚えて尋ねる。

　待ってましたとばかしに、愛里は小こ脇わきに抱えていたバッグから懐かい中ちゆう電でん灯とうを引っ張り出した。それで顎あごの下から自分の顔を照らし、情感を込めて説明を始める。

「昔々、あるお殿様が高名な絵師にこう命じたの。一度見たら最後、夢にまで出てくるような幽霊画を描けってね。そして、絵師は三年の歳月をかけて幽霊画を描いた後、病死。絵を受け取ったお殿様も、家臣一同を皆殺しにして城に火をつけたそうよ。そんないわくつきの幽霊画が、この寺には保管されてるのよ。マニアの間でもその絵のことは有名でね。一目でいいから見たいって訪ねてくる人も少なくないらしいわ。だけど、お寺は絶対にそれを許さないんだって。あまりにも危険すぎるからって」

　愛里がパチリと懐中電灯のスイッチを切り、再びバッグにしまい込む。

「怖いね～。一体どんな絵なんだろ」

　ゆうなが脅おびえたような顔をした。

「見せてもらえるよう愛あい里りいろんな筋すじを通して頼んでみたんだけどね。いくらお金を積まれたって見せられないって断られちゃったのよ。きっと、とてつもなく恐ろしい幽霊画なんだわ」

　残念そうに息を吐き出す愛里だけど、すぐに気を取り直す。

「ま、嘆いてても仕方ないわね。まだまだ奥にはたくさんの幽霊画が展示されてるみたいだし、行きましょ」

「あ、だけどその前に……」

　ゆうなは恥ずかしそうに顔を赤らめて言った。

「わたし、ちょっとおトイレに行きたいな」

「そーよね。愛里も行っとこっと。まりもっちも行く？」

「私は大丈夫」

「そ、それならゆうなとちょっと行ってくるわ。ここで待っててね」

　去り際に、愛里はもちろんマモルへの一言を忘れなかった。

「愛里達たちが戻って来るまでに、あんたが質たちの悪いのにとりつかれてることを祈ってるわ」

　二人はトイレへと旅立っていった。

「だから、そう簡単にとりつかれたりなんかしないよ」

　ぶすっとして呟つぶやいてから、近くの休憩スペースへと足を運ぶ。設置されたベンチにマモルは腰こしを下ろした。












　まりもも、近くのベンチへと腰を下ろす。

「しかし、思ったよりも人が来てるんだなあ。幽ゆう霊れい画なんて薄気味悪いからもっとガラガラだと思ってたよ」

　ぞろぞろと通っていく人の波を見ながら、マモルが意外そうに呟つぶやく。

「一年に一回だけ、期間限定の展示会のせいね。もの珍しさもあって人が集まってるのよ。何でも、団体の修学旅行生だって来るそうよ」

「寺を見学するなら、本場の奈な良らとか京きよう都とに行けばいいのに」

　そう呟くマモルだけど、ぶるるって首を振る。

「いやいや、奈良や京都の寺に行ってもロクなことがないかもしれないぞ。ここぐらいで丁ちよう度どいいのかも」

「何だか、奈良や京都でロクなことがなかったみたいな口ぶりね」

　まりもは、人差し指と親指で眼鏡めがねを摑つかみちょいと持ち上げた。

「もしかして、修学旅行で何かあったの？」

「お前は鋭いな。時々その眼鏡が怖くなるよ」

　半なかば真顔で、マモルが頷うなづく。

「ゆーな達たちが戻ってくるまで少しは時間があるだろうし、話してやるよ。今後、陰かげ守もり家の忍者としてゆーなを守っていくうえで、参考になるだろうしな」

　そう前置きをしてから、マモルはとつとつと語り出した。

「あれは、今から三年前、中学三年の春、修学旅行で奈良京都へ行ったんだ」
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　大型車用のラインが引かれた広い駐車場に、三台の大型バスが停車する。

　扉が開き、乗客達たちが一いつ斉せいに降りてきた。

　学生服を着た少年らと、セーラー服姿の少女達だ。まだその顔にはあどけなさも残っている。

　彼らは、東とう京きよう都と小こ鐘かね井い市しにある舞まい原はら中学校の三年生達。

　中学校生活の一大イベント、ザ、修学旅行！　のため、バスに揺られてここ、京都までやって来たのだった。

　ぞろぞろと出てくる生徒達に続き、一人の少女が姿を現す。胸には、『三年Ａ組、紺こん若にやくゆうな』と書かれたネームプレートがくっついていた。

　高校生になったゆうなに比べると、やや顔立ちは幼く髪の毛も短めだ。だけど、遠えん慮りよのない笑顔は今も昔も変わってはいない。

　少し駐車場を歩き、人口密度が低い場所まで向かったゆうなは、そこでう～～～んと伸びをする。

　それから、肩越しに振り向き言った。

「ねえ、今わたし、春のつくしんぼうの気分だったよ。ずっと雪の下で耐えてたんだけど、やっとニョキって伸びができたような」

　意味不明のゆうなの言葉に、すぐ後ろについてきていた少年が苦笑いを浮かべる。

「そーだな。一瞬、本物のつくしと見間違えたぞ」

　この適当なことを言ったのが誰だれなのかは説明するまでもないだろう。中学校時代の陰かげ守もりマモルだ。ゆうなと同じく、やや幼さはあるものの、がちょんと装着されたグルグル眼鏡めがねに変わりはない。

　ぬぼ～っとした脱力系のオーラだって、そのままだった。

「でも、とうとう来ちゃったんだね。京きよう都とに」

　わくわくを顔一杯に浮かべて、ゆうなが言った。

「わたし、昨日は楽しみで眠れなかったんだ。ずっとしおりを眺めてたんだよ」

　散々読み返したのだろう。修学旅行はまだ始まったばかりなのに、すでにボロボロになった『旅のしおり』をポケットから引っ張り出す。

「一日目は京都のお寺巡りなんだよね。お茶をたてて飲ませてくれるお寺とか、座禅体験をさせてくれるお寺とかあるんだよ」

　ゆうなの熱いトークはまだ終わらなかった。

「夜は旅館に舞まい妓こさんが来てくれて、明日は奈な良らで自由行動！　これで楽しまなかったら罰が当たっちゃうよ！」

　ゆうなは、マモルの両手をガシっと握り締めた。

「まも君！　神様の罰が当たらないように、力いっぱい修学旅行を楽しもうね！」

「分かったよ。神様の罰が当たらないように、楽しもうな」

　子供でもなだめるかのように、マモルがそう言った直後だった。

「汚い手でゆうなに触ってんじゃないわよ！」

　そんな叫び声と共に、容赦のない飛び膝ひざ蹴げりがマモルの背中に叩たたき込まれる。

「あで～～～！」

　悲鳴を上げてよろけるマモルを睨にらみつけ、愛あい里りは言った。

「まったく、油断もスキもないんだから」

「あ、愛里！」

　ゆうなが華やいだ声を上げる。

「あ～～ん、ゆうな！」

　甘ったるい声を出して、愛里がゆうなに齧かじりつく。

「ずっと離れ離れで寂しかったわ。どーして愛あい里りとゆうなは別のバスなのかしらね」

　憤ふん懣まんやるかたないと言った様子で、愛里が金切り声をあげる。

「別のクラスだからだろ？」

　ぼやくマモルの向こうズネを愛里が手加減なしに蹴け飛とばした。

　ひーひーと痛がるマモルを冷ややかに見つめながら、愛里がわめいた。

「大体ひどい話なのよ。せっかく中一の時にゆうなのクラスに転校して来たってのに、どうして中二になった途端にクラス替えがあるのよ！　普通、中学ってのは三年間同じクラスでしょーが！」

　バスが別々ってことで、怒りがぶり返してしまったようだ。

「仕方ないよ。校長先生がいきなりクラス替えするって決めちゃったんだもん」

　なだめるように、ゆうなが言う。

「そうだぞ、校長先生が決めたんだから仕方ないんだぞ」

　マモルは、小声で付け加えた。

「たとえそれが、ちょっと忍にん薬やくで暗示をかけられてたからだとしてもな」

　と、その時だ。各クラスを集める教師達たちの声が響く。

「ああ、せっかく再会したってのに、運命は残酷だわ」

　愛里はゆうなの手を握り締めると、熱い瞳ひとみで言った。

「自由行動の時はいの一番にゆうなに会い行くから、待っててね」

「うん、楽しみに待ってるよ」

　名残惜しそうに手を振り、愛里は自分のクラスへと戻っていく。

「さ、まも君。わたし達たちも行かなきゃ。先生に怒られちゃうよ」

「へいへい」

　小走りにかけるゆうなの後を追いかけながら、マモルは心の中で願った。

（神様、どーかこの修学旅行が平へい穏おん無ぶ事じに終わりますように）
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　いろんな種類の仏像が展示されていた。どれもこれもガラスケースの中で、神しん妙みような顔つきをしている。

「うわ～～～」

　くっつかんばかりにガラスに顔を近づけて、ゆうなが感心する。

「すごいね～～。この仏像。手が一杯あるよ。こんなに一杯あったら、体中が痒かゆくなっても平気だよね。いくらでもかけるから」

　実にゆうならしい意味不明の感想に、マモルは一言だけ答えた。

「そーだな」

　ここ、荒あら療りよう寺じは、京きよう都とを代表する古い寺だ。数十体の仏像が保管されていて、中には国宝級の仏像がゴロゴロしている。

　京都を訪れた修学旅行生が、間違いなく訪れるお寺なのだ。

「それだけじゃないよ。あやとりと編み物が同時にしたくなっても問題ないし、ついでに手紙だって書けちゃうよ。さらにそろばんだってはじいちゃえるし」

　ゆうなは、真剣な顔して続ける。

「大変だよ！　夢のバナナ十本同時食べができるかもしれないんだよ！」

　何が大変なのかは分からないし、バナナ十本同時食べも夢なんかじゃない。

　それでも、マモルは感心したような顔つきで頷うなづいた。

「へ～～～、そりゃ～～大変だな」

　ゆうなとの付き合いも長いから、とりあえず感心しておけばいいってことを学んでるのだ。

「きっとこの仏像を作った人は、バナナ十本同時食べをさせられるようにこんなに手を多くしたんだね。やっぱり考えることがすごいよね」

　なおもしつこく仏像を眺めていたゆうなだけど、唐突にブルッて体を震わせる。

「バスの中でお茶を飲みすぎちゃったみたい。ちょっとおトイレに行ってくるね」

　笑顔でマモルに告げると、ゆうなは足早にその場を去っていった。

「まあ、トイレまでは一本道だし、迷うことないか」

　ゆうなが注目していた仏像に目を向ける。

（断言したっていいぞ。この仏像を作った人は、バナナ十本同時食べのために手を多くしたんじゃない。きっと別の理由があったはずだ。もっとこう、仏教的なまともな理由が）

　心の中でそう呟つぶやいてるマモルの後頭部が、ポコンと叩たたかれる。振り向くと、寺のパンフレットを丸めた筒を手にした愛あい里りが立っていた。

「いくら真ま面じ目めな顔して眺めたって無駄よ。アホルなんかに仏像の価値なんか分かるはずないでしょーが」

　挨あい拶さつ代わりにマモルバッシングしてから、愛里は尋ねた。

「ところで、ゆうなはどこ？」

「トイレだよ」

　マモルの答えに、愛里は嘆いた。

「せっかく一組の集団から抜け出して来たってのに、ゆうながいないなんて。これって悲劇だわ」

「大おお袈げ裟さだな。明日の午後はずっと自由時間なんだから、その時一緒にいればいいだろ？」

「もちろん一緒にいるわよ。だけど……」

　愛あい里りが、マモルに悪い目つきを向ける。

「そこには、あんたもいるんでしょ？」

「多分な」

　多分どころじゃない。陰かげ守もり家の忍しのびとして一緒にいなくちゃならないのだ。

「あ～あ、せっかく古都でゆうなと友情を深めようと思ってたのに、あんたみたいなお邪魔虫がくっついてくるなんて最悪よね。神も仏もないって感じよ」

（お邪魔虫か。ま～、確かにそうかもしれないけど）

　マモルは苦笑した。

（きっと、明日の自由行動の間中、ぶちぶち不満を言われ続けるんだろうな）

　愛里のマモルバッシングは、今に始まったことじゃない。彼女が転校してきた時から途と絶だえることなく続いている。

　幾いく分ぶん慣れてきたとはいえ、あまり気持ちのいいものじゃない。気持ちがよかったら裏工作までしてクラス替えをさせなかっただろう。

（よし、作戦を変えよう。明日の自由行動は一緒にいるんじゃなく、こっそり隠れて物陰から見張ることにしようじゃないか。そうすれば沢さわ菓がしのバッシングを受けなくてもいいからな）

　そう決め込んだマモルは、まだしつこく嘆げている愛里に言った。

「あ、だったら明日は別行動にしてもいいぞ。僕はクラスの男連中と一緒に見てまわるから」

「な、何言ってるのよ！」

　愛里が声を張り上げる。

「あんたがいなくなったら意味ないでしょーが！？」

「へっ？」

　ポカンとするマモル。

「あ、えっと、そーじゃなくって」

　あたふたしながら愛里が早口に説明する。

「ゆうながあんたと一緒に行きたがってるんだから、別行動なんかするんじゃないわよ。ゆうなが可哀かわい想そうでしょ！？」

　狼ろう狽ばいしたのを取り繕うように、コホンと咳せき払ばらいをする。

「とにかく、明日は一緒にいなさい。分かったわね！」

　指を突きつけ、命令すると、愛里はクルリと背を向け歩き去っていく。

　と、１メートル程進んだ所で立ち止まると、肩越しに振り向く。

「愛里は別にあんたなんかと一緒にいたくないんだからね。全部ゆうなのためなんだからね！　誤解したらぶっ飛ばすから！」

　念を押すように言ってから、愛あい里りは今度こそ立ち去った。

「あいつ、何をあんなムキになってんだ？」

　そして思った。

「第一、何を誤解するって言うんだよ」

　多少勘が鋭い人物なら、愛里がムキになる理由も、どんな誤解なのかも想像がつくだろう。

　だけど、こういった方面に対するマモルの勘は、どうしようもないくらいダメダメだった。

（まっ、いいか）

　そう納得してから、マモルはゆうなのことを思い出す。

「それにしても、遅いじゃないか。トイレなんてすぐそこなのに」

「まも君！　まも君！」

　何な故ぜかトイレとは反対方向から、ゆうなは姿を現した。

　興奮で顔を真っ赤にさせながら、マモルに話しかける。

「ねーねーまも君！　わたし、すっごく面白い仏像見つけたんだよ！　何とびっくり、アッカンベーしてるんだよ！」

　嬉うれしそうに続ける。

「トイレの帰り道に迷ってウロウロしてたら、偶然見つけたんだよ。あんな面白い仏像もあったんだね」

　おおいに感心している。

「アッカンベーした仏像？」

　マモルは寺でもらったパンフレットを広げた。展示されているすべての仏像がカラー写真で収められている。

　もちろん、そんなふざけた仏像の写真なんてない。

「見間違いじゃないのか？」

「そんなことないよ！　わたし確かに見たんだもん。こんな感じにアッカンベーしてる仏像」

　ゆうなは、自分もアッカンベーをして見せた。

「ま、歩いてけばそのうち見つかるよ。本当に本当に本当にすっごく面白いんだから。楽しみにしててね」

　にっこり笑うと、ゆうなは通路を歩き出す。

　マモルも、その後をついていった。

　この時すでに、ゆうなの不運体質が発動していたことに、マモルはまだ気がついていなかったのだった。
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「おかしいな～」

　ゆうなは呟つぶやいた。可愛かわいらしく小首を傾かしげ、眉まゆ毛げと眉毛を少し近づけながら。

「確かにあったんだけどな。アッカンベーした仏像」

　ここはもう荒あら療りよう寺じではない。バスに乗り次に見学するお寺へと移動している。

　一時間近くたっているのにも関わらず、ゆうなはしつこく繰り返していた。

　あれから、マモルと一緒に荒療寺を探したけれど、アッカンベーした仏像なんて見つからなかったのだ。他ほかの生徒達たちにも尋ねたけれど、誰だれ一人としてそんな仏像を見た人はいなかった。

「お寺の人が片付けちゃったのかな？　すっごく面白かったから、まも君にも見せたかったのに。残念だなあ」

　あまりにも終わりがないから、たまりかねてマモルが口を開く。

「なあ、ゆーな。もういいじゃないか。それよりも修学旅行を楽しむことを一番に考えた方がいいと思うぞ。悩んでたら時間がもったいないだろ？」

　マモルの台詞せりふは、ゆうなの心に大きく響いたようだ。

「うん、まも君の言うとおりだね。今はあれこれ考えないで、修学旅行を楽しむことを考えなくちゃ！　神様の罰が当たっちゃうよ」

　元気になったゆうなは、ボロボロになった旅のしおりを引っ張り出す。

「ここのお寺では、お茶をたててくれるんだよね。わたし、一度飲んでみたかったんだ」

　わくわく顔で微笑ほほえむ。

　お寺の離れにある茶室に、グループで交代で入り、お坊さんのたてたお茶を飲ませてもらえるのだ。このサービスは人気で、数多くの学校が修学旅行でここを訪れているとのことだった。

「お、ゆーな。僕らの番だぞ」

　前の人に続いて、マモルらも茶室へと入る。本式の茶室に比べるとやや大きいが、床には湯を沸かす炉も切られている。

　人の良さそうな寺の和お尚しようさんが、マモルらを迎え入れた。

「よくおいでくださいましたな」

　並べられた茶ちや碗わんに抹まつ茶ちやを入れ湯を注ぐ。茶せんを使い、手て馴なれた手つきでシャカシャカした。

　完成したお茶を、一人一人の眼めの前へ置いていく。

「どうぞ、お手て前まえなど気にせず好きに飲んでくださってかまいませんよ」

　生徒達たちが茶碗を持ち上げ口をつける。思ったよりも甘いその味に舌した鼓つづみを打つ。

　ゆうなだってそうだ。茶碗を持ち上げると元気よく口をつけ飲み干した。

「あ～～～、おいしい」

　口の周りを緑にして満面の笑みを浮かべる。

「ね、まも君。おいしいね。私もっと苦いものだと思ってたよ。こんなにもまろやかで甘い味なんだね」

　喜ぶゆうなを、何な故ぜか和お尚しようさんは信じられないって顔つきで見つめ、変な質問をした。

「体の具合は……どうですかな？」

「和尚さんのお茶のおかげで元気になっちゃいました」

　笑顔で答える。

　しばし口をパクパクさせてから、和尚さんはぎこちなく笑った。

「お代わりはいかがですかな？」

「あ、ありがとうございます」

　和尚さんが再びお茶をたてると、ゆうなの前にドンと置く。

「いただきます」

　満面の笑みで、ゆうなはお茶を飲み干した。

「あ～、おいしい！」

「お、お代わりを！」

「あ～、おいしい！」

「お、お代わりを！！！」

「あ～、おいしい！」

　こんなやり取りが続くことしばらく。さすがのゆうなも、五杯目を飲み干し満足する。

「もうお腹なか一杯。ありがとうございました」

　他ほかの生徒達たちに続いて立ち上がると、茶室を出て行った。

「う～～～む」

　一人残された和尚さんは、ゆうなのために作りかけていた六杯目のお茶を見下ろす。

「間違いないはずなのだが……」

　それを持ち上げ、ずずと一口すすった。

「うっ！」

　和尚さんの目が見開かれた。







「お茶おいしかったね～。ふわふわしてまったりしてて。あれってやっぱり、しゃかしゃかする腕がいいからだよね」

　ほくほく顔で言うゆうなの隣で、マモルが小声で呟つぶやく。

「ありがとよ」

　どうしてマモルがお礼を言うのかと言えば理由は簡単だ。ゆうなが飲んでたお茶をマモルがたててたのだ。

　普通の人の目には見えないくらいの速度で別の茶ちや碗わんを摑つかみ、抹まつ茶ちやを入れお湯を注ぎ、余ってた茶せんでしゃかしゃかし、和お尚しようさんがゆうなの眼めの前に茶碗を置いた途端に自分の作ったお茶とすりかえる。

　和尚さんの出したお茶は、やはり見えないくらいの早さで外に捨てていたのだ。

　加速装置をつけたサイボーグ並みのスピードを持つマモルだからこそできた、奇跡の技だった。

（だって、ゆーなに出されるお茶、何だか妙な匂においがしたんだもんなあ。まるで毒どくみたいな匂いが。いや、さすがに毒ってことはないんだろうけど、飲んで腹でも壊したら気の毒だしな）

　お隣を陰からマモル。それがマモルの任務だ。当然、お隣の腹具合だって守るにこしたことはないのだ。

「飲みすぎちゃったから、きっとおトイレ行きたくなっちゃうね。バスに戻る前に行っておこうかな」

　ゆうながトイレに旅立った後。茶室から生徒達たちの悲鳴が聞こえてきた。

「わ～～～～、和尚さんが泡を吹いて倒れてるぞ！」

「早く救急車を呼ばなくちゃ！」







　続いて訪れたのは、千体にも及ぶ仏像で有名な寺だった。

　階段状になった台の上に、ぎっちりといった様子で等身大の仏像が並んでいる。

「こんだけたくさん並んでると、迫力だよね～」

　並ぶ仏像達を真正面から見つめながら、ゆうなが息を漏らす。

「でも、誰かがうっかり１番上の仏像を押しちゃったりしたら、ドミノ倒しになっちゃうよね。大変だよね」

「まーでも、そう簡単に倒れないようにしてるだろ。さすがに仏像の下敷きになったら大変だろうからな」

　マモルがそう呟つぶやいた直後だった。いきなり上の方の仏像が倒れた。次から次へとドミノ倒しが続き、仏像の雪崩なだれがマモルとゆうなに降りかかる。

　このまま直撃したら、全身の骨がバラバラになってしまうだろう。

「わ～～～！！！」

　さすがに驚いてしゃがみ込むゆうなの隣で、マモルはまだ立ったままでいる目の前の仏像を押した。

　陰かげ守もり忍にん法ぽう　迎え倒し！

　山火事などで、燃えている反対側から火をつけ炎ほのお同士を相そう殺さいさせるという消火法がある。バックファイアと呼ばれる方法だ。

　この、陰守忍法、迎え倒し！　もそれと同じようなものだった。

　ドミノ倒しで倒れてくるものに対し、反対側から倒すことで身を守る術。絶妙な力加減、タイミング、完かん璧ぺきな計算式からなる角度、それらすべてが一体化した時、流れが逆に転じるという奇跡まで起こるのだ。

　それまでマモル達に向かって倒れていた仏像が、今度は上の方へと向かって倒れ出す。

　そして、上の方からその悲鳴は響いた。

「ぎゃ～～～～～！」

　音を聞いて駆けつけてきた生徒達が、悲鳴の主ぬしを見つける。

「わ～～～～、和お尚しようさんが仏像の下敷きになってるぞ！」

「早く救急車を呼ばなくちゃ！」







　続いて訪れたのは、座禅体験をさせてもらえる寺だった。

　広い本堂に、生徒達たちが列を作って座る。その後ろを、寺の和尚さんがゆっくりと歩く。

　手には、警きよう策さくと呼ばれる細長くて平たい棒を持っていた。身動きをしたり、薄目を開けてたりする生徒を見つけては、容赦のない一撃を肩に食らわせていく。

　眠ったり余計なことを考えないようにと、少し目を開いて行うのが座禅の主流らしいが、ここではどうも違うらしい。

「喝かつ！」

　想像以上にキョーレツなその一撃に、ふざけていた男子も大人しくなった。本堂は静寂に包まれる。

　もちろんゆうなだって座禅の真っ最中だ。背せ筋すじを伸ばし、身動き一つしていない。

　そんなゆうなの後ろに、和尚さんはやって来た。辺りを見渡し、誰だれも目を開けている者がいないことを確認してから、おもむろに手に持っていた警策を近くの壁に立てかける。

　代わりに僧衣の中から引っ張り出したのは、トゲ付きのバットだった。

　ゆうなの背後でそれを思いきり振り上げた直後、座禅を組んだままのマモルが放った鎖くさりつき分ふん銅どうが和尚さんのこめかみを直撃した。

　ガツン！！！

　数刻後、生徒達の悲鳴が本堂に響いた。

「わ～～～～、和お尚しようさんが頭から血を流して倒れてるぞ！」

「早く救急車を呼ばなくちゃ！」

　騒然とする本堂の中で、ゆうなはまだ座禅を組んでいた。

　辺りの大騒ぎにもちっとも気がついていない。無む我がの境きよう地ちってのに突入している。

　悟りを開くのは、時間の問題だった。
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　大広間には、所狭しと布団がしかれていた。そこに、男子達がすし詰めになって眠っている。

　まくら投げや怪談話などで盛り上がろうとしていたものの、いざ消灯時間になり電気を消したら最後、疲れもあってみんな眠りの世界に旅立ってしまったのだ。

　ぐーすかと寝息をたてる男子生徒達の中、部屋の一番端はしの布団には奇妙な物体が横たわっていた。

　ザ　丸太。だった。

　ただの丸太じゃない。生徒達と同じように寝巻き代わりのジャージを着込んでいる。さらには、グルグル眼鏡めがねさえも装着されていた。

　言うまでもなく、マモルの身代わりだ。

　こんなにもあからさまな丸太、素人だって見破れるだろう。わざわざ置いてく理由もないのだけれども、そこは忍者の伝統という奴やつだ。とりあえず追いとかないと気分が悪いのだ。

　ちなみに、丸太に身代わりをさせたマモルが現在どこにいるかと言うと……。

　別の棟にある、女子の部屋へと忍しのびび込んでいたのだった。







　三年Ａ組の女子生徒達が、気持ち良さそうな寝息を立てている中。マモルは天井にへばりついていた。

　服装は深い紺色の忍しのび装しよう束ぞくだ。暗い天井に溶け込んでいる。もっとも、もしここでド派は手でなピンクの忍装束を着てたとしても心配はなかっただろう。男子達同様、女子も修学旅行の疲れで全員寝入っていたのだから。

　ちなみに、女子の部屋にこっそり忍び込んでいるからと言って、決していかがわしい理由があるわけじゃない。

　お隣の一人娘、紺こん若にやくゆうなを陰からこっそり守るっていう陰かげ守もり家の任務をこなしているだけなのだ。

　マモルが見守る中、ゆうなは気持ち良さそうに眠っている。布団から右足をポーンと投げ出し、両腕は頭の上に伸ばされている。まるでバンザイをしているような格好だ。よほど楽しい夢を見ているのだろう。時折にふふふふと笑ったりしている。

（暢のん気きだな）

　マモルは心の中で呟いた。

（とても、半日で六回も命を狙われた人間の寝相とは思えんぞ）

　マモルは今日の出来事を思い浮かべた。

　あの和お尚しようは、間違いなくゆうなの命を狙っていた。そうじゃなかったら座禅にトゲ付きバットなんて引っ張り出さないだろう。

　仏像ドミノの時だってそうだ。下敷きになっていた和尚が、最初に仏像を倒したに違いない。

　最初にゆうなに出された茶からした妙な匂においも、毒どくと考えるのが妥当だろう。

　しかもそれだけじゃなかった。あれから訪れた別の寺では、三重の塔から突き落とされそうになった。

　その次に訪れた寺では、巨大な仁王像がゆうな目掛けて倒れてきた。

　最後の寺では、ゆうな目掛けて釣鐘が転がってくる始末。

　言うまでもなく、それらすべて寺の和尚の仕業だったのだ。

　京きよう都とに到着してからわずか半日で六回。これは、歴代の記録にも匹敵する狙われっぷりなのだ。

（ゆーなの奴やつ、お坊さん達たちに恨まれるようなこと何かしたんだろうか？）

　考え込むが、答えは出ない。明日あたりさりげなく本人に聞こうとも思ったけれども、それもどうかなと思った。

　何せ、ゆうなは、本人の知らないところで恨みを買うってことには天才的な才能を発揮するのだ。きっと尋ねたところで答えは出ないだろう。

（ま、次に狙われたらとっつかまえて吐かせるしかないか）

　マモルがそう決め込んだ時だった。ゆうながゴロンと寝返りをうった。布団を大きく跳ね飛ばす。

　ジャージが少しめくれて、可愛かわいいらしいおヘソが出てしまった。

「しょーがないな」

　苦笑いを浮かべると、マモルは天井を離れ床に着地する。その際、音は一切立てないのはさすがだ。

　そのままゆうなに歩み寄ると、ジャージを引っ張っておヘソを隠し、さらには布団をかけてもあげた。

　いくら陰かげ守もり家の忍者とは言え、寝冷えまで気にすることはないのだろう。だけど、ほっとけないとこがマモルの性格なのだ。

　そのまま天井へと戻ろうとした時だった。ゆうなの隣で布団を被っていた同じように寝返りを打った。布団がはねのけられ、その顔がさらされる。

　忍者としてはあるまじきことに、マモルは思わず驚きの声をあげてしまった。

「沢さわ菓がし！　お前なんでここに！？」

　慌てて口を押さえたけれどもう遅かった。

　むっくりと起き上がった愛あい里りは、寝ぼけ眼めをマモルへと向ける。

「キャ～～～～～～～～！！！！」

　耳もつんざけとばかしの悲鳴が部屋中に響き渡る中、マモルは一目さんに逃げ出したのだった。
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「新手の痴漢よ！　しかも修学旅行に来てる女子中学生を狙うなんて変態以外の何者でもないわ！」

　腹立たしいといった様子で、愛里が叫んだ。

　修学旅行二日目、自由行動が始まったばかりだった。昨日宣言したとおりに、愛里はいの一番にゆうなの元へ駆けつけ現在に至る。

「しかも忍者のコスプレなんかしてたのよ！　変態の趣味に忍者オタクなのよきっと！」

　愛里がバッシングしてるのが、他ほかならぬ自分自身のことなのだから、マモルとしてはどうにもいい気分じゃない。

「そういったいかがわしい理由で忍しのび込んだんじゃないと思うぞ。きっと彼には彼の事情ってのがあったんじゃないのかな？　それに、忍者の格好をしてるからオタクってことじゃないのかもしれないぞ」

　さりげなく弁護してみるけれど、帰ってきたのは突き刺すような愛里の視線だ。

「ちょっと、あんた何痴漢の味方してんのよ！！！　あ、もしかしたあの忍者コスプレ男はアホル、あんたなんじゃ！？」

　いきなり正解を言い当てられ、おおいに慌てふためくマモル。だけど愛里はバカにしたようにフンと鼻で笑う。

「ま、さすがにそれはないわよね。だって逃げてく様子が、まるで本物の忍者みたいな動きだったもの。運動ウンチのあんたには真似できないようなね」

　普段運動ウンチを演じていることを、マモルは心の底から良かったと思った。

「とにかく、あんな変態、早く捕まえてもらわなきゃ！」

　息まく愛あい里りに、ゆうなが口を開く。

「もしかしたら、映画村からの出張サービスだったんじゃないかな？」

「え？」

「是非映画村に来てくださいって宣伝だったのかもしれないね。でも、今回は行かないんだよね。残念だなあ」

　心底残念そうに息を吐き出す。

　天然なゆうなに毒どく気を抜かれたのか、愛里も少しは落ち着きを取り戻したようだ。

「まあ、あとは警察が何とかしてくれるでしょ」

　そんな愛里に、マモルは今更ながら尋ねる。

「ところで沢さわ菓がし、お前さんどーしてゆーなの隣なんかで眠ってたんだ？　Ｄ組は別の部屋だろ？」

「ふっふっふ、夜ぐらいはどーしてもゆうなと一緒にいたいから、こっそり交代してもらったのよ」

　勝ち誇ったように愛里は説明してから、ふと怪訝そうな顔をする。

「だけど、アホル。どーして愛里がゆうなの隣にいたこと知ってるのよ？」

「あ、いや、それは」

　痛恨のミスだった。せっかく晴れた嫌疑が再びかけられてしまう。

「ゆーなだよ、ゆーなに聞いたんだ。な？」

「え？　わたし、まも君に話したっけ？」

　小首を傾かしげるけれど、そこは人に白と言われれば黒でも何となく白に思えてしまうゆうなだ。

「きっと言ったんだね。うんうん」

　あっさりと納得してくれたおかげで、再び嫌疑がかけられることは免れた。

「さ、つまらないこと考えてる場合じゃないわよね。せっかくの自由時間なんだからゆうなと友情を深めることを考えなくちゃ」

　愛里が、改めてゆうなの手を握り尋ねた。

「夕方までの短い時間だけど、思いっきり友情を深めましょうね！　で、ゆうなは何したい？」

「わたし、鹿さんにお煎せん餅べいあげたい！」

　ゆうなが元気よく答える。

「分かったわ。それならこっちよ。愛里に任せて、下調べはバッチリなんだから」

　ゆうなの手を引っ張り、意い気き揚よう々ようと歩き出す。付ふ箋せんをベタベタ貼ったガイドブックを片手に持っていた。地図まで調べてきているのだろう。近道だと言って観光客のいない路地道なんかにも入っていく。

　と、ゆうなが華やいだ声を上げた。

「あ、鹿しかさんだ！」

　数頭の鹿が、ゆっくりとこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　ピューイ！　ピューイ！

　鹿しか煎せん餅べいをねだっているのか、可愛かわいらしい声をあげている。

「おかしいわね、鹿がいるのはもっと先のはずなのに」

　ガイドブック片手に愛あい里りが首を傾かしげるけれど、もちろんゆうなは気にしない。

「わ～～～い！」

　大喜びで鹿に向かって駆け寄ろうとする。

「待てよ、ゆーな！」

　マモルが鋭い声を出した。

「え、どうして？」

「いや、ほら、鹿煎餅をあげたいって言ってただろ？　どうせなら鹿煎餅を手に入れてから鹿とたわむれた方がいいんじゃないか？　その方が鹿だって喜ぶはずだぞ」

「あ、そーだよね。鹿煎餅持ってないって分かったら、鹿さんもがっくりしちゃうよね。分かったよ、わたし、鹿煎餅を買ってくる」

「そんなのアホルに買いに行かせればいいのに」

　ぶつぶつ文句を言いながらも、愛里がガイドブックを見る。

「この先を進めば奈な良ら公園よ。そこなら鹿煎餅を売ってるわ」

「じゃ、行ってくるね」

　ぱたぱたとゆうなが歩き出す。

「あ、待ってゆうな！　愛里も行くから」

　二人が立ち去るのを待ってから、マモルは軽く爪つま先さきで地面を叩たたいた。

　モコって土が盛り上がり、大きな鼻のブルテリアが姿を現す。陰かげ守もり家の愛犬、ぶる丸まるくんだ。もしもの時を考えて、東とう京きようからこっそり連れてきてたのだ。

「ぶる丸、ゆーな達たちが戻ってこないよう頼む」

「ばう！」

　一声鳴くと、ぶる丸はずぶずぶとまた地面に潜っていく。間抜けに見えても、そこは陰守家で鍛えられた最強の動物忍者。

　先回りし、販売所の鹿煎餅を全部食べてしまうことぐらい朝あさ飯めし前なのだ。

「さてと……」

　マモルは軽く息を吐き出すと、視線を鹿達へと向ける。普段の愚ぐ鈍どんな喋しやべり方とは違う、冷たさすら感じさせる口調で言った。

「そんな殺さつ気きをプンプンさせた鹿がいるわけないだろ？　もうバレてるんだ。さっさと着ぐるみを脱いで正体を見せろよ」

「ふふふふふふ」

　それまでピューイピューイと鳴いていただけの鹿が、気味の悪い笑いを響かせた。

「我らの鹿変化の術を見破るとは」

「なかなかやりおるわい」

　次の瞬間、その背中がパックリと縦に裂ける。

　鹿の中から姿を現したのは、柿かき渋しぶ色いろの忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ忍者達たちだった。そう、鹿は精巧に作られた着ぐるみだったのだ。

　とは言っても、あそこまで完全に鹿になりきるには並外れた演技力が必要だろう。鹿っぽく歩くには、関節の三つ、四つ逆にしなきゃならないだろうし。

　それだけでも、この忍者達の力量が窺うかがえると言うものだ。

「お前達は何者なんだ？　どーしてゆーなを狙ねらう？」

　マモルの質問に、忍者達は答えた。

「我らは古都忍者衆。古くより奈な良ら京きよう都とで暗躍してきた忍しのびの集団よ」

「あの娘を始末するよう依頼を受けたのだ。命が惜しくば、手を出さぬことだな」

「残念だけど、そうはいかないよ」

　マモルが、静かに学生服に手をかけた。そして、一気に剝ぎ取る。

　その下から現れたのは、深い紺色の忍装束だ。グルグル眼鏡めがねも外され、鋭く力強い瞳ひとみが現れる。

「ゆーなに手を出すつもりなら、容赦はしない」

　忍にん者じや刀とうの柄に手をかける。

「どこの忍しのびかは知らぬが、身の程知らずが」

「我らにかなうとでも思っているのか？」

　忍者達たちがせせら笑った。

「千年の歴史を持つ我ら古都忍者衆の力、見せてやろう！」

　忍者達が一いつ斉せいにマモル目がけて襲い掛かってきた。連続で繰り出される刀を、マモルは忍者刀でさばいていく。

「ＯＨ！　ＮＩＮＪＡバトルデース！」

「スバラシイデース！」

　たまたま道に迷い込んでいた外国人観光客の一行が、バシャバシャとカメラのフラッシュをたいた。

「なかなか同業者と戦うなんて経験できないからもうちょっと楽しみたいとこだけど、大騒ぎになると面倒だからさっさとケリをつけさせてもらうぞ」

　マモルは、必殺技を放った。

「陰かげ守もり奥義！　暴あばれ白しら魚うお乱らん舞ぶ！！！」




　数刻後………。




「ま、こんなもんか」

　倒れる忍者達を見下ろし、マモルは忍者刀をしまった。

　巻き込まれてしまった外国人観光客も倒れてたけど、運が悪かったということで諦あきらめてもらうしかない。

　まあ、二、三日もすれば目を覚ますことだろう。

「バカ……な」

「我ら、古都忍者衆を、たった一人で倒すとは……」

「そんなことありえない……」

「ぞ……」

　驚愕の表情で、忍者達は意識を失っていく。

　かろうじて意識が残っていた一人をマモルは締め上げた。

「さあ、教えてもらうぞ。一体誰だれがゆーな抹殺を依頼したんだ？　どんな理由があるんだ？」

「理由までは……知らん。わ、我らは依頼されただけだ」

　虫の吐息で、忍者が答える。

「荒あら療りよう寺じの……大和お尚しように……」

　その言葉を最後に、忍者は意識を失った。

「荒療寺だって！？」

　マモルは懐ふところからパンフレットを取り出した。

「間違いない、昨日最初に行った寺だ」

　京きよう都とにやって来たのは、ゆうなにとってはこの修学旅行が初めてだ。当然、あの寺に行ったのも初めて。

　そんな寺で、たかだか一時間滞在しただけなのにも関わらず、こんなにも執しつ拗ように命を狙ねらわれる。

　一体何をしでかしたらこんな状況になるのか、マモルには想像できなかった。

　解けない謎なぞについて考えるのは止やめにして、マモルは目を細めた。

「この騒動の大元を、どうにかしなくちゃな」





　　７






　荒あら療りよう寺じの本堂では、数人の僧そう侶りよ達たちが集まっていた。

「もう、片はついているころでしょうな」

「ああ、古都忍者衆に任せたのだからな。間違いなかろう」

　別の僧侶が頷うなずく。

「しかし、本当にこれしか方法がなかったのか？」

　まだ若い僧侶が首を横に振った。

「若い娘の命を奪うなんて、仏の道に反することなのに」

「あの娘は、決して見てはならぬものを見てしまったのだ。あの秘密が世に知られれば、この寺は終わり。いや、この寺だけではない。京きよう都とに存在するすべての寺が危機にさらされる」

　深刻な顔つきで続ける。

「すべての寺、そして威い厳げんある古都の町を守るためには、あの娘には犠牲になってもらう他ほかなかったのだ。せめて、成仏できるよう祈ろうではないか」

　お経の合唱が始まろうとした時だった。

　ピューイ！　ピューイ！

　そんな可愛かわいらしい声が本堂の中に響く。

「何だ？　あの可愛いらしい鳴き声は？」

　お経を止やめ顔を見あわせる中、カツカツという蹄ひづめの音を立ててそいつは姿を現した。

　一匹の鹿しかだった。

「なるほど、鹿だったのか」

「鹿はピューイピューイと鳴くのか、知らなかった」

　感心していた僧侶達たちだけど、ふと首を傾かしげる。

「しかし、どうしてこんなところに鹿が？」

「奈な良らならともかく、ここは京都だぞ。鹿煎せん餅べいだって売ってない」

　ざわめく中、一人の僧侶が何かを思い出す。

「古都忍者衆は鹿に化ける術を持つと聞いたことがあるぞ！　きっとそれだ」

「えっ！　この鹿が！」

「信じられない！　どこからどう見ても本物の鹿じゃないか！」

　ざわめく中、一人が鹿に歩み寄った。

「わざわざここに来たということは、あの娘を始末してくれたのだな？　いや、さすがは本職だ。お前達は、この荒療寺、いや京都を守ってくれたのた。ありがとう」

　だけど、鹿は何も答えなかった。

「おい、何か言ったらどうだ？　鹿に化けたから話せないということはないだろう」

　僧そう侶りよが不満そうにそういった直後だった。

　鹿は、ハッキリとした声で叫んだ。

「お隣を　まもり続けて　四百年」

　突然、鹿が真っ白い煙に覆われる。そして煙が晴れた後に立っていたのは、紺色の忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ忍しのび。

　そう、陰かげ守もりマモルだった。古都忍者衆が使っていた鹿の着ぐるみを、一着失敬してきていたのだ。

「お前は！？」

「古都忍者衆ではないな！」

　僧侶達たちに緊張が走る。

「あの忍者達なら、今は奈な良らで眠ってるよ。目を覚ますのはかなり先のことになりそうだけどな」

　マモルの言葉に、僧侶達が息を飲む。

「お前さん達がまだ話せるうちに聞いておく。一体どうしてゆーな抹殺を依頼した？　一体あいつが何をしたって言うんだ？」

　僧侶達は、固く口を閉じた。

「わしが話そう！」

　そんな声と共に、本堂へと一人の僧侶が姿を現す。

　顔中に年齢を刻み込ませた老僧だ。他ほかの僧侶とは違い、色鮮やかな僧衣を身につけている。この寺で一番偉い僧侶なのだろう。

「大和お尚しよう！」

「大和尚様！」

　驚きの声を上げる僧侶達を制して、大和尚はマモルの眼めの前へとやって来た。

「あの娘を始末しなければならない理由はただ一つ。あの娘が、見てはならぬ物を見てしまったからなのじゃ！　この寺に保管されている、絶対の秘ひ仏ぶつをな！」

　秘仏、それは、信仰上の理由につき一般に公開されることのない仏像のことだ。

　中には数年に一度、御ご開かい帳ちようされる仏像もあるが、絶対ともなればそれもないのだろう。

「ちょっと待ってくれよ」

　マモルはおでこに人差し指を当て考える。ちょっとだけ思い当たる節があったのだ。

　そう、ゆうながおかしな仏像を見たって騒いでいたことを。

「もしかして、ゆーなの言ってたアッカンベーした仏像ってのは……」

「そのとおりじゃ。それこそが、絶対の秘仏、阿あ寛かん兵べ衛え如によ来らいなのじゃ！」

　そのまんまの名前だった。

「阿あ寛かん兵べ衛え如によ来らいは、日に本ほん仏像文化の始まりとも呼ばれる貴重な仏像。一般公開を望む声は国内外問わず多い。一目でいいから見せてくれと寺を訪ねてくる学者や研究者もいるほどじゃ。しかしそれらすべてを断ってきた理由は一つ！」

　大きく深呼吸すると、大和お尚しようは大音量で叫んだ。

「造形に問題があるからなのじゃ！」

　悔しそうに大和尚は続ける。

「あの仏像のふざけた造形が知られてしまったら、この荒あら療りよう寺じは終わりじゃ。いや、この寺だけではない。古都の威い厳げんまでもが失墜してしまう。観光客は激減し、どこの寺にも閑古鳥が鳴くことになるのじゃ」

「それで、ゆーなを始末しようとしたのか？」

「そのとおりじゃ。京きよう都との未来がかかっておると言って、各寺の和尚に協力をしてもらったのじゃ。しかし、失敗続きでどうにもならんかったからの、最後の手段とばかしに、古都忍者衆へと依頼をしたのじゃ」

　すべての真相が明らかになった。

　マモルが想像していた以上に、アホらしい真相だった。

「そんな秘密の仏像なら、見られないように厳重にしまっといてくれよ」

　そう毒どくづくけれど、マモルには分かっていた。

　寺の人間に、非はないってことを。

　きっと阿寛兵衛如来は、絶対に見られないように保管されていたことだろう。厨ず子しなんかで隠し、部屋には鍵かぎだってかけ、見張りだっていたかもしれない。

　だけど、そういったところにうっかり迷い込んでしまうのが、紺こん若にやくゆうなという人間のすごいとこなのだ。

「トイレまで一緒についていくべきだったな」

　しみじみと後こう悔かいしているマモルに、大和尚はギラギラとした危ない視線を向ける。

「荒療寺の威厳のため、そして古都、京都の未来のため、あの娘も、そして秘密を知ったお前も生かしてはおけん！」

　僧衣から引っ張り出したリモコンのスイッチを入れる。ブイーンという起動音と共に、壁が破壊される。

　ドッゴー～～～～ン！

　現れたのは、機械でできた金剛像だ。

「寺の警備のために作ったこのリモコン金剛像で、貴様を捻ひねり潰つぶしてやるのじゃ！」

　リモコン金剛像が、マモル目掛けて巨大な拳こぶしを振り下ろす。

「罰当たりなもの作ってんじゃないよ」

　やれやれとため息を吐き出してから、マモルは忍にん者じや刀とうを引き抜いた。





　　８






　舞まい原はら中学の修学旅行は、今時珍しい一泊だ。自由行動が終わったら、バスに乗って東とう京きようを目指す。

　強行スケジュールで疲れているから、行きのバスのようなレクレーションは行われない。代わりにバスの中の小型テレビがつけられ、古都のニュース番組などを流していた。

「あ～あ、もうこれで終わりなんだね、修学旅行」

　ゆうなが、残念そうに息を吐き出す。

「一泊だけじゃ寂しいよ。二泊とか三泊とかにすればいいのに」

「僕は、十分だったよ」

　隣のマモルが、欠伸あくび交じりに言った。

「たっぷり堪たん能のうできたよ。古都の深いとこまでな」

　実感を込めて呟つぶやく。

「うん、そうだね。しっかり楽しんだからいいよね。贅ぜい沢たく言ったら罰が当たっちゃうよ」

　ゆうながニッコリと微笑ほほえんでいた時だ。周りの席から声が上がる。

「うわ、何だよあれ」

「あんな仏像ありなのか？」

「ねーねー、どうしたの？」

　通路を挟んだ隣の女子にゆうなが尋ねる。

「テレビのニュース。何かすごいおかしな仏像が出てるの」

　顔を上げ、小型テレビに目を向けたゆうなは、あっと声を上げた。

「まも君！　まも君！　あれだよ！　わたしが見たアッカンベーしてる仏像！」

　画面一杯に仏像が映し出されていた。ゆうなの言うとおり、思いきりアッカンベーをしている。

　妙にカラフルで、アンバランスに頭が大きい。何だか子供向けアニメから飛び出してきたような造形だ。

『絶対の秘ひ仏ぶつとされてきた荒あら療りよう寺じの阿あ寛かん兵べ衛え如によ来らいが、本日の午後、一般展示場に姿を現しました。その予想外の姿に、人々は驚きの色を隠せません』

　もちろん、これが誰だれの仕業かって言えばマモルの仕業だ。

　リモコン金剛君を軽く再起不能にしたあとで、大和お尚しようも含めた僧そう侶りよ達たちを縛り上げた。

　その後、寺の奥深くに隠されていた秘仏、阿寛兵衛如来を引っ張り出し、一般展示場の一番目立つところに置いたのだ。

　さらに工作はそれだけでは終わらない。そこら中のＴＶ局やら新聞社やらに荒療寺の関係者を名乗り電話をかけ、秘仏を一般公開すると知らせた。写真撮影もテレビカメラも大歓迎と付け加えて。

　最後に、寺の入り口にも『秘仏、阿あ寛かん兵べ衛え如によ来らい緊急公開！　入場料無料！』

　と書いた張り紙をし、門や扉をすべて全開にしてきたのだった。

　どうやら作戦どおり、大騒ぎになってくれたようだ。

（ようは、あのアッカンベーした仏像が秘密にされてるから問題なんだよ。広く公開して周知のものにしてしまえば、ゆーな一人が狙ねらわれることはないからな）

　その結果、観光客が激減し京きよう都との寺に閑古鳥が鳴くことになるかもしれないけど、そんなのはマモルの知ったこっちゃない。

　マモルは、お隣の紺こん若にやくゆうなを守り続ける忍しのび。それ以外のことは大して気にしないのだ。

「ね～、まも君！　わたしの言ったとおりでしょ！　面白い仏像だったでしょ！？」

「ああ、そうだな。いいものを見せてもらったよ」

　まんざらでもない顔つきでそう言うと、ゆうなは満まん足ぞく気げに微笑ほほえんだ。

「良かった、まも君にもあの仏像を見せてあげられて。これでもう大満足だよ。何の心残りもなく東とう京きように戻れるな」

　だけど、そこでゆうなはまたあっと声を上げる。












「そーだ、わたし一つだけ心残りがあったんだ。すっごいすっごい残念なこと」

　力いっぱい悔しがってから、ゆうなは言った。

「鹿しかさんに、鹿煎せん餅べいあげられなかったこと！　だって、自由時間中ずっと鹿煎餅を探してたんだけど、どこに行っても売り切れちゃってたんだもん」

　きっとぶる丸まるががんばってくれたのだろう。何百枚、いや何千枚も平らげたのかもしれない。

（あいつ、今いま頃ごろきっと腹痛で寝込んでるんだろうな）

　そっと同情するマモルの隣で、ゆうなは確かつ固こたる決意を込めて頷うなづいた。

「うん、決めた。わたし夏休みにまたここに来よ！　そして鹿さんに鹿煎餅あげるんだ！」

　執念さえこもったその声に、マモルの心で不安が膨れ上がる。

（広い古都の町には、まだまだ秘密にされてる仏像なんかがあるかもしれないぞ。でもって、ゆーなのことだ。またうっかりそれを目撃してしまうなんてことも……）

　何とかしてゆうなを古都に来させたくない。それがマモルの本心だ。

　だけど、鹿に鹿煎餅をあげられない限り、ゆうなの考えは変わらないだろう。

　やれやれとため息を吐き出すと、マモルは言った。

「なあ、ゆーな。浅せん間げん山やまに鹿しかがいるって知ってるか？　鹿煎餅だけじゃなく、どんな煎餅でもおいしく食べる鹿が」





　　９






「とまあ、そんなことがあったんだよ」

　マモルは懐かしい思い出話を締めくくった。

　まだゆうなと愛あい里りはトイレから戻ってきていない。休憩所にはマモルとまりもの二人だけだ。

「なるほどね、それは災難だったわね」

　まりもが感心したように息を吐き出した。

「それにしても、たった一泊の修学旅行でそこまでのことに巻き込まれるなんて、さすがは紺こん若にやくゆうな。あなどれないわ」

「本当にあなどれないんだよ」

　実感を込めて、マモルは息を吐き出す。

「それで、結局その寺はどうなったの？　その恥ずかしい仏像のせいで観光客が来なくなって潰つぶれたりしたの？」

　まりもの質問に、とんでもないとマモルが首を振る。

「結果はむしろ逆だよ。半年ぐらいたってニュースに出てたんだけど、その仏像のおかげで連日大盛況だそうだ。親しみやすい仏像ってことで、グッズなんかも販売されてバカ売れしてるらしいぞ。大和お尚しようもテレビに出てたけど、ほくほく顔だったな」

「分からないものね、現実って」

　それから、まりもは不思議そうに尋ねた。

「ところで、浅せん間げん山やまに鹿なんているの？　あの辺りを飛び回ってトレーニングしてたけど、見かけなかったわ」

「いや、浅間山に鹿なんていないよ。大した山じゃないんだから」

　マモルが当たり前のように答える。

「じゃあ、紺こん若にやくゆうなに言ったことはウソ？」

「ウソじゃないよ。ちゃんとゆーなは浅間山で鹿と会って、大喜びで煎せん餅べいを食べさせたんだからな」

　マモルが、苦笑しながら付け加える。

「僕が、一肌脱いだんだよ。いや、一皮かぶったって方が正しいかな」

　しばしポカンとしていたまりもだけど、すぐにその意味に気がついた。

「古都忍者衆の着ぐるみ、また使ったのね」

「ああ、珍しい物だったから、父さんへのお土産にしようと荷物に入れてたんだよ。だからそれを着て、ゆーなを満足させたんだ」

　マモルは、遠い目をした。

「どんな煎餅でも食べるって聞いて、あいつ何も考えずに唐とう辛がら子し煎餅とかワサビ煎餅とか持ってきやがったんだ。水なしで食べるのはつらかったぞ」

　その時の苦労を反はん芻すうしてから、マモルはまりもを見た。

「とにかく、ゆーなはそういったことを普通にやらかしてしまう女の子だから。注意するように」

「よく覚えておくわ」

　まりもが頷うなづくのとほぼ同時だった。

「ア～～～ホ～～～ル～～～！　あんた何まりもっちに説教なんかしてるのよ」

　ゲンコツでマモルのこめかみをグリグリしたりする。

「あんたみたいなのが説教だなんて、一兆年早いわよ！」

「あだだだ、止やめてくれよ沢さわ菓がし！」

「ほらほらほらほら」

　思う存ぞん分ぶんマモルのこめかみをグリグリしてから、愛あい里りは気を取り直したように尋ねた。

「で、ゆうなは？」

「え？」

　マモルがキョトンとする。

「まだ来てないけど……」

「おかしいわね、トイレを出たのは愛あい里りよりも先のはずなのに。もしかして迷ってるのかしら？」

　何だか、ちょっとだけ嫌な予感がした。

「兄さん、ここにもあったわね。門もん外がい不ふ出しゆつの幽ゆう霊れい画が」

　まりもが怖いことを口にする。

「もしかしたら、昔と同じように」

「いや、いくら何でもそんなはずは」

　口ではそう言いながらも、相手は『いくら何でもそんな』ってのが一切通用しない紺こん若にやくゆうなだ。

　それでも一いち縷るの望みを胸にし、待つことしばし。

　トイレとは反対側からやって来たゆうなは、いつぞやと同じように興奮しながら大声で言ったもんだ。

「ねーねーまも君！　わたし、すっごく可愛かわいい幽霊画見つけたんだよ！　何とびっくり、オバＱそっくりなんだよ！」




　近くを通りかかっていた寺の住職が、青ざめた顔で足を止めた。

（歴史は繰り返すかもしれない）

　マモルとまりもは同時にそう思った。
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　事実、繰り返した。








おわり







あとがき




「久しぶりに『陰かげからマモル！』を書かないかい？」

　そんなお話をいただき、僕はちょっとほくそ笑みました。

　実はちょっとだけ考えてたのがあったのです。

　待ってましたとばかりに、僕はノリノリで話しました。




「主人公は、紺こん若にやく優ゆう太た郎ろうっていう男の子なんですよ。自分では気がついてないんですけど、とにかくもー道を歩けば犯罪組織の取引現場を目撃してしまうような不運体質なんですよ。でもって、それを陰からこっそり守ってるのがお隣に住む、陰かげ守もりまりも。普段はグルグル眼鏡めがねをつけてるさえない女の子なんですけど、一皮剝むけばその正体は超絶美少女のくノ一なんです。でも普段は正体を隠してドジドジ女の子を演じているから、優太郎は、自分が面倒を見てる気になってたりするんですよ。さらにややこしいことに、忍にん者じや姿のまりもを目撃して、ほのかに恋心を抱いたりなんかもしちゃいます。ズバリ、タイトルは『陰からマモラレ』。キャッチコピーは、『おとなりに　守られ続けて、四百年！』。どーです？」




　ノリノリで話しながら、僕はふと思いました。

（でも、もはやこれって陰からマモルじゃないよな）

　………………




　と、言うわけで、おなじみの『陰からマモル！』です。

　二年ぶりということで、会社のロッカーから全巻引っ張り出して読み返したりしました。

　久しぶりに書いた忍者業界は、相変わらずな様子で楽しかったです。

　せっかくだから新キャラをと言うことで登場したのは女版マモルこと、陰守まりも。『陰からマモラレ』で考えてたキャラが無駄に終わらずに良かったです。

　陰マモやってて、改めて好きだなあと思ったのは伊い賀がと甲こう賀がの確かく執しつ。相変わらず一歩間違ったら死んでしまうようなケンカを全力で繰り広げているのが素す敵てきでした。

　両者には今後も、盛大に手しゆ裏り剣けんやら苦く無ないやらを投げつけあって欲しいものです。




　ところで、手裏剣と言えば僕には一つ恥ずかしい思い出があります。

　今からもう五年くらい前、海外旅行に行くことになり成なり田た空港へ向かいました。

　そこで手荷物の検査を受けた時、空港職員の方が困惑気味に近づいてきてこう言いました。

「すみません、お客様の荷物の中に、手裏剣のような物が入ってるんですが」

　職員立会いのもと鞄かばんを開けると、手しゆ裏り剣けんのような物は紛れもない手裏剣でした。

　三方に四方に八方に卍まんじ、大小合わせて合計８枚。鉄でできたズッシリと重い代物。

「あっ！」

　少し前、日につ光こう江え戸ど村むらへ行った時に買った手裏剣を、鞄に入れたままにしていたことを思い出しました。

　周りの人達たちにも注目され、恥ずかしいことこの上なし。

（ああ、もうこのまま没収かも…）

　さらに、悪い事も考えました。

（機内に武器を持ち込もうとしたとして、ひょっとして僕は逮捕されるんじゃないだろうか？　ハイジャックを企ててるとか疑われて）

　手裏剣でハイジャックという光景もなかなかすごいものがありますが、誤解されないとは言い切れません。

　念入りに手裏剣の先に手を触れ確認する職員の方を前に、ドキドキすることしばらく。

　職員の方は、僕に顔を向けると厳しい口調でおっしゃいました。

「今後は注意してください。それと、機内では絶対に出さないようにお願いします！」

　こうして僕は無事に飛行機に乗れました。

　もし、あそこに通販で買った投げ苦く無ないが入っていたら…。

　僕は、捕えられていたかもしれません。

　あ～、良かった。




　そんなこんなで、『もっと！　陰かげからマモル！』です。

　最上級生になり、ゆうながどう成長するのか？

　まりもは、マモル以上においしいとこを持っていってしまうのか？

　今後がちょっと楽しみだったりします。

　それでは、また。








阿あ智ち太た郎ろう
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　家には、忍にん者じやグッズがけっこうあります。

　手裏剣を始めとし、苦無にまきびしに忍者刀に忍者服などなど。

　変わりどころでは、忍者靴なんてのもあります。（足袋とシューズを合体させたような奇妙な靴。とても履はきにくい。そして恥ずかしい）

　日につ光こう江え戸ど村むらとか、太うず秦まさ映えい画が村むらとか、金かな沢ざわ忍にん者じや寺むらとか、伊い賀が上うえ野の忍者博物館なんかで購入したものです。（一時期、忍者関連の観光地によく一人でブラブラと旅してた）

　部屋で手裏剣投げてて壁に穴を開けたり、忍者刀を振り回してて借家のガラスを粉々に砕いたりしたっけなあ。

　大家さんごめんなさい。




　そう言えば、忍者服を買った時に売店のおばちゃんが言ったっけ。

「これ、大人用サイズが売れるの久しぶりだよ」って。

　あ～、恥ずかしかった。
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